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狼伯爵のごちそう花嫁




　あとがき




ギャラリー







　調理師学校の授業を終えた八や木ぎ沢さわ朋とも樹きは、いつものようにアルバイト先の飲食店への道を急いでいた。

　ちょっと遅おくれそうかな。デコレーションに凝こりすぎた。

　今日はスポンジケーキの実習で、あまりにも見事にスポンジが焼き上がったものだから、飾かざりつけにも気合いが入ってしまった。

　アルバイト先『ナヴォーナ』はイタリアン中心の洋食レストランで、朋樹は週五日、夜からの営業にシフトを入れている。席数二十ほどの小ぢんまりとした店で、オーナー夫妻と朋樹を含ふくむアルバイト三名で切り盛りしていた。

　新宿駅東口から徒歩圏けんという場所柄がら、歌か舞ぶ伎き町ちよう勤めのホストやホステス、それに二丁目のオネエさんたちにも常連客がいて、深夜が近づくにつれて賑にぎわう。

　今夜は他ほかのアルバイトが休みだと聞いていたから、ちょっと忙いそがしいかもしれない。朋樹も厨ちゆう房ぼうとフロアの両方を動き回ることになるだろう。

　まあ、実習テストで四日も休ませてもらっちゃったし、その分頑がん張ばらないとな。バイト料も稼かせがなきゃだし。

　大通りから逸それて路地に入り、裏通りへ抜ぬける。立ち並ぶ雑居ビルの一階は、ほぼ飲食店だ。その中の一いつ軒けんの前に黒くろ塗ぬりのセダンが停とまって、スーツ姿の男がふたり店を覗のぞき込んでいるのが目に入った。

　まだ準備中だって。ていうか、店の前に停められちゃ困る。

　朋樹は歩を速めて店に向かい、声をかけた。

「すみません、夜は五時半からなので、まだ当分──」

　振ふり返った男たちの顔を見て、朋樹はぎょっとする。客というよりは、ちょっと危険な雰ふん囲い気きを嗅かぎ取ったのだ。

　男の片方が、肩かたをいからせるようにして色つきの眼鏡めがねをずらした。

「兄ちゃん、この店の従業員か？」

「……あ、はい……えと、バイトで……」

「へえ、これから出勤？」

　もうひとりが口を歪ゆがめて笑う。

　ヤバい……きっとヤバい人たちだ。けど、なんで……？

　地域柄暴力団と関係している店もあるのだろうが、『ナヴォーナ』に限ってそれはないはずだ。それっぽい客が出入りする気配もなかったし、彼らが目をつけるほど旨うま味みのある繁はん盛じよう店でもない。

　頭の中をぐるぐるさせながらぎこちなく頷うなずくと、男の嘲あざけりの笑えみにわずかに憐れん憫びんの色が混ざって見えた。

「五日前から休業なんだよなあ。どうなってるか、兄ちゃん知らないか？」

「い、五日前？」

　ということは朋樹が休みの間、店も開いていなかったということか。そんな予定は聞いていない。

「店主には金を都合してて、返済日が四日前だったんだよな」

　呟つぶやくような言葉に、朋樹の背筋が震ふるえた。つまり彼らは借金取りで、そしてオーナー夫妻は返済のめどが立たずに夜よ逃にげしたということだろうか。

　その道のプロらしき男たちは、朋樹の反応からなにも聞き出せないと見て取ったらしく、混乱する朋樹の肩を宥なだめるように叩たたいた。

「ま、いいや。兄ちゃんもバイト料をバックられて残念だろうが、もうここには来ないほうがいいぜ。あ、裏口の鍵かぎとか預かってないか？」

　朋樹はそれにも正直に首を振り、逃げるようにその場を立ち去った。

　オーナー夫妻の個人的なことはほとんど知らないが、万年金欠で生活費と学費に追われる朋樹に、余った料理を持たせてくれたり、勤務シフトの融ゆう通ずうを利きかせてくれたりと、人のよさそうな四十代の夫ふう婦ふだった。

　しかし借金を踏ふみ倒たおして逃げたのが本当だとしたら、その認にん識しきも間ま違ちがっていたのだろうか。金を借りるにしても、銀行ではなく、あんないかにも怪あやしい借金取りがいるようなところに申し入れたということだ。

　それでも情が湧わくのか、無事でいるのだろうかと気にかかった。夜逃げしたのはともかく、朋樹には優やさしく、面めん倒どう見みのいい人たちだった。今はどうにか逃げおおせているとしても、あんな相手の金を踏み倒して生きていけるのだろうか。

　……まあ、万年金欠の俺に、なんの手助けができるわけでもないけど──ていうか、バイト代！

　夢中で歩いていたせいで、気づけば駅とは逆方向に進んでいたらしい。朋樹は神社のある公園の前で足を止めていた。

　新たに気づいたショックに、そのままふらふらと公園のベンチに座り込んだ。

　予定では休み明けの今日、先月分の給料を手て渡わたしでもらうはずだった。ざっと二十万。そこから家賃と光熱費を払はらい、できるだけ食費を切り詰つめ、残りは学費用に積み立てておくのが朋樹のやり方だ。

　臨時の出費にはそのプール分から引き出すことになるが、タイミングが悪く、先月半期分の学費を払ったばかりで、残りはほとんどない。

　家賃の引き落とし、来週じゃないか……。しかも今月は更こう新しん料りようもある。

　青くなった朋樹は携けい帯たいを取り出して、オーナーに電話をかけた。繫つながったら、どうにか給料を払ってくれるように頼たのむつもりだったが──。

　電源が切られているというアナウンスに、ため息をつく。借金取りが店に乗り込んでいることから予想はついていたが、さすがにへこんだ。たぶんもう、電話は通じないだろう。

「どうすりゃいいんだよ……」

　自分が選んだ道だから泣き言は言うまいと心に誓ちかい、生来の勝ち気な性格も加わって、料理人になる日を夢見て前向きに暮らしてきたが、青天の霹へき靂れきに弱音が洩もれた。

　新しいアルバイトを探すのは当然としても、それまでの繫ぎをどうしたらいいのか。家賃と生活費は今すぐにでも必要なのだ。

　日ひ雇やといの仕事とか……？　いや、それは現実的じゃない。だいたい時間が合わないだろ。学校休んで働いてたら、本ほん末まつ転てん倒とうだし……。

　学業に影えい響きようがなく、手っ取り早く日ひ銭ぜにを稼げる仕事──そんなものがあるのだろうかと考えを巡めぐらせていると、ふいに肩を叩かれた。

　振り向くと、外回り中のサラリーマンのような男が、顔を隠かくすように眼鏡を押し上げていた。四十代くらいだろうか。

「──だ？」

「え……？」

　もちろん知り合いではないし、店の客という憶おぼえもない。道でも聞かれたのかと思って反射的に立ち上がると、男は背中を向けるように身を捩よじった。

「……だから、いくらだ？　三万までなら出す」

　……な──。

　売り専に間違われたらしいとすぐにピンと来たのは、二丁目の目と鼻の先だったこともあるが、『ナヴォーナ』を訪おとずれる二丁目の住人に、たびたび揶揄からかわれていたことを思い出したからだ。いわく「朋くんはいくらなの？」「美味おいしそう」「料理はこっちがするから、素材だけでいいよ」とか。

　間違われたことにも驚おどろいたが、目の前の地味なサラリーマン（推定）がゲイだということや、まだ日も沈しずまないうちから男を買おうとしていることが衝しよう撃げきだった。

　うわあ、マジでいるのか……。

「答えろ！　三万じゃ不足か？　じゃあ、三万五千でどうだ」

　そっぽを向いて声を潜ひそめながらも返事を急せかす男に、「五千円刻みかよ」とどうでもいいことが頭をよぎる。

　いや、どうでもよくないか。三万だぞ。たぶん数時間ってとこだろうし、それで三万って悪くない商売なんじゃ……。

　とにかく追い詰つめられていたので、仕事の内容よりも金額に意識を奪うばわれた。ふだんなら絶対に応じたりしないし、そもそも違い法ほうだろうと速そつ攻こう拒きよ否ひするか無視するのだが、いまの朋樹に三万は魅み力りよくだった。

　……どうする？　見た感じヤバいタイプじゃなさそうだし、ちゃんと予防すれば病気もだいじょうぶだろうし……ていうか三万だぞ！　何日かかけて十人もこなせば目標額を軽く達成で……。

　頭の中であれこれと、主に金について思いを巡らせていると、キャンキャンという鳴き声がした。気づいたときにはその声は間近に迫せまっていて、振り返ると褐かつ色しよくの仔こ犬いぬが二匹ひき、今にも朋樹に突とつ進しんしてくるところだった。

「うわあっ……！」

「捕つかまえてくれ！」

　離はなれたところから、たぶん飼い主だろう男の声が響ひびき、朋樹は思わず両手を広げる。ころころとした仔犬らしからぬ跳ちよう躍やく力りよくを見せた二匹は、揃そろって朋樹の腕うでの中に納まった。

　うわ、ふかふか！　かっわいい～！

　仔犬たちに顔を左右から競きそうように舐なめ回され、視界を奪われた朋樹は、とにかく二匹を落とさないようにと気にしながら、久しぶりの動物とのスキンシップを堪たん能のうした。

　実家の隣りん家かではシェルティを飼っていて、門の前を通るたびに撫なでさせてもらっていたものだが、それも二年も前のことだ。

「ありがとう、助かった」

　先ほどの声がすぐそばで聞こえたが、そちら側は仔犬に占せん領りようされていたので、逆に首を捻ひねって視界を確保すると、ちょうどサラリーマン（推定）の立ち去る背中が見えた。

　あ……三万円が……。

　思わず呼び止めそうになったが、すぐに思いとどまる。正直なところ、ちょっとほっとしてもいた。さすがにあのまま受け入れてついていくのは、決心がいる。

　タイミングが合わなかったと思うことにしよう。いざとなればそういう稼かせぎ方もあると、気づいただけでいい。そう納なつ得とくして、仔犬の飼い主のほうに振ふり返った。

「いいえ、ワンちゃんのほうから飛び込んできてくれたんで、どっちもキャッチできてよかった──」

　うわっ……！

　目の前に立っていたのは、長身でプラチナブロンドに灰色の目をした超ちよう絶ぜつ美形の外国人だった。夕日に輪りん郭かくがキラキラと輝かがやくようで、殺風景な公園とのミスマッチがはなはだしい。　>>>♥

　外国人はふっと微笑ほほえむと、朋樹に両手を差し伸のべてきた。

「え……？　あ、ああ、犬……」

　一いつ瞬しゆん抱だきしめられるのではないかと勘かん違ちがいして、そんなことを思った自分が恥はずかしく、慌あわてて仔犬たちを引き渡そうとしたのだが、しがみついて離れない。

「あ、ちょっ、おまえら、ご主人はあっちだって」

「気に入られたらしいな。よければ少し相手をしてくれれば助かる」

　外国人はベンチに腰こしを下ろして、長い脚あしを組んだ。アイスブルーのコットンニットにグレーのパンツ、シルバーグレーのスプリングコートという飾かざり気けのない格好だが、圧あつ倒とうされるような雰ふん囲い気きがあった。モデルだろうか。だとしたら、きっと一流のステージモデルだろう。

「どうかしたか？」

　銀色にも見えるような淡あわい色の瞳ひとみで見上げられて、ドキリと心臓が跳はねる。

「え……？　いえ、あの……そうだ、名前は？」

「エルンスト」

「どっちが？」

　しばし見つめ合い、互たがいに勘違いに気づいて苦く笑しようした。

「そいつらはテオとレオだ。鼻づらの黒いほうがテオ」

「そうですか。それであなたがエルンスト」

「きみは？」

「朋樹といいます」

　相変わらず外国人──エルンストは朋樹をじっと見つめていて、なんだか落ち着かない。東京にいれば世界各国の人間がその辺を闊かつ歩ぽしているし、『ナヴォーナ』の客にだっていた。ついでに言えば、朋樹が通う調理師学校にだって外国からの学生がいて、ふつうに交流している。

　だから外国人がどうということではなく、エルンストが美しすぎて緊きん張ちようしているのだと思う。本当にハリウッド映画でもお目にかかれないような美形だ。

　朋樹がエルンストに意識を奪われているのが気に入らないというように、テオとレオが腕の中で騒さわいだ。

「あ、ちょっと……、あっ……！」

　腕から飛び出した仔犬たちは、慌てる朋樹を尻しり目めにすたっと着地したかと思うと、公園内を走り出した。

「どうしよう……」

「放ほうっておいていい。逃にげはしない。それより座るといい」

　エルンストの言葉どおり、テオとレオは追いかけっこをするようにひとしきり駆かけ回ると、ベンチに戻もどってきた。朋樹の膝ひざに前ぜん肢しをかけて、ちぎれんばかりに尻尾しつぽを振っている。

「柴しば犬いぬ……ですか？」

　昨今流行のトイプードルやミニチュアダックスならさすがに見分けがつくが、犬種には詳くわしくない。柴犬はこんな外見だったように思うが、仔犬でこの大きさということは、他ほかの犬種なのだろうか。

「ヴァラヴォルフ」

「えっ、なんて？」

　朋樹が聞き返すと、エルンストは目を細めた。しつこいようだが、どんな表情をしても隙すきがない美しさだ。

「あまり出回っていないから、知らなくても不思議はない。特にこいつらはちょっと希少だ」

「そうなんですか。あ、どうりで目の色が変わってますね。金色っぽい」

　毛並みは黒褐色で地味だが、俊しゆん敏びんで顔つきも凜り々りしい。成長したら、シェパードのようになるのかもしれない。

「いいなあ、こんな可愛かわいい犬が二匹も。あ、もしかしてブリーダーですか？」

「ブリーダー？」

　首を傾かしげるエルンストに、ブリーダーというのは和製英語だっただろうかと思い、言い換かえる。そもそもエルンストはどこの国の人なのだろう。日本語は驚くほど流りゆう暢ちようだが、英語は苦手という可能性もあった。

「えっと、動物を繁はん殖しよくさせる仕事？」

　それを聞いて、エルンストは肩かたを竦すくめて首を振った。

「繁殖を操作するとは味気ない。生き物は自ら増えていくものだろう」

「は？　ええまあ、そうかもしれませんけど、血統書付きとかは──」

「ああ、たしかになかなか苦労する。ヴァラヴォルフは減少の一いつ途とを辿たどっているからな」

　……なんか微び妙みようにずれてるような。まあ外国人だし、こんなもんかな。

「とにかくブリーダーという仕事はしていない。テオとレオは……そうだな、言ってみれば家族のようなものだ」

「ああ、いいですね、家族」

　愛犬家の常じよう套とう句くなのかもしれないが、そう公言されると朋樹もなんとなく嬉うれしい。

「じゃあ、今度は朋樹の仕事を訊きこうか」

「え、ブリーダーじゃないって言っただけじゃないですか。俺は調理師学校の学生ですけど……」

　言葉途中でため息が洩もれた。

「どうかな。またフリーターに逆戻りかも」

「フリーター？　逆戻りってなぜ？」

「あ、フリーターっていうのは──」

「知っている。正社員でなく、アルバイトなどで生計を立てることだろう」

　ブリーダーを知らないのに、フリーターは知ってるのか。しかもネット検けん索さくで出てくるみたいな説明だな。

　そんなことを思いながら、朋樹はついこれまでの経けい緯いを話してしまった。偶ぐう然ぜん出会った外国人だから、後あと腐くされなく口が軽くなったのか、それとも誰だれかに聞いてほしいくらい内心弱っていたのか。

「実は今日──」

　朋樹の両親はともに教育者で、息子むすこの朋樹にも同じ道を目指してほしいと望んでいた。しかし鍵かぎっ子こから炊すい事じ担当へと成長した朋樹は、料理人という夢を抱いだき、大学進学を勧すすめる両親と決別した。

　高校卒業と同時に家を出て、一年間は生活の基き盤ばんを作ることと調理師学校入学の費用を貯ためることに費ついやし、昨年ようやく調理師学校に入学した。ずっと実家には戻らず、親にも会っていない。

　そこまでこじれてしまったのは、進路を反対されただけでなく、朋樹の夢を貶おとしめるような発言をしたからだ。教育者は上等な職業で、客に頭を下げるような仕事は八木沢家の人間にふさわしくないという言葉には、とても同意できなかった。

　それに、どんな料理を作っても、一度も美味おいしいって言ってくれなかったもんな。やっぱりあの人たちとは相あい容いれないんだよ……。

　ピンチになった今も、親を頼たよる気にはなれない。それ見たことかと嗤わらわれて、家に連れ戻され、両親が命じる道を歩かされるのは目に見えている。

「しかし先立つものがなければ、学校どころか生活も立ちゆかなくなるのだろう？」

　冷たいほどに整った容よう貌ぼうが、親身な表情を見せる。

「そうですけど……なんとかなりますよ。いえ、なんとかします！　すみません、見ず知らずの人に変な話しちゃって」

　弱音を吐はいたり愚ぐ痴ちをこぼしたりしたのがにわかに恥はずかしくなって、朋樹は仔こ犬いぬたちの頭を撫なでた。

「そういえば、さっき男の人がいたでしょ。なんて言ったと思います？　三万でどうだって。この辺りだと、そういう誘さそいもあるんですよ。まあ、言われたのは初めてだけど、その手があったかって──」

　場の空気を変えて笑い話にするつもりでいたのだが、エルンストの眉み間けんに縦じわが寄ったのを見て、朋樹は口を噤つぐんだ。

　まずい。そういう冗じよう談だんは通じないタイプだったか。

　朋樹自身はともかく、性嗜し好こうは個人的なことだと思っているので、ゲイを嫌けん悪おすることはない。店の客として接してきた人たちも、その点を除けば一いつ般ぱん人と変わりがなかった。

　しかし世の中には目の敵かたきにする人もいるわけで、そんな相手とあえて口論する気もない。

「そうやって日ひ銭ぜにを稼かせぐつもりか？」

　エルンストの声のトーンが低くなったのを感じて、朋樹は慌あわててベンチから立ち上がった。

「ま、まさか。そんなことがあったって話ですよ。じゃあ、失礼します。他のバイトを探さないと。テオ、レオ、またな！」

　最後にエルンストに一礼して、急ぎ足で公園を後にした。仕事を探さなければならないのももちろんだったが、わかりきった説教をされるのも勘かん弁べんしてほしい。よくないことでも、背に腹は代えられないときだってあるのだ。










　アルバイト情報を検索して問い合わせをしまくったが、面接までこぎつけることもなく二日が過ぎた。

　日ひ雇やといや単発の仕事でも、給料は翌月支し払はらいというものが存外多い。即そく日じつ払ばらい可となると、金額の面で折り合いがつかなかったり、いかにも怪あやしげで二の足を踏ふんだりした。問い合わせると、それでも募ぼ集しゆう定員に達していると断られることもあった。

　朋樹は焦あせりに見み舞まわれた。こうしている間にも、刻一刻とタイムリミットが近づく。

　風ふ呂ろなし共同トイレ、築三十五年のアパートの煤すすけた畳たたみに西日が差したところで、朋樹は意を決して立ち上がった。

　……やってやろうじゃないか！

　これから二丁目に赴おもむき、身体からだを売る。

　求人情報を辿る傍かたわら、男同士のセックスのノウハウについても検索してしまったのは、そういう道も避さけられない可能性があると、無意識に覚かく悟ごしていたからだろう。

　幸か不幸か同性に触さわられようと嫌悪感はない、と思う。そもそも女性との経験もないので、比べてしまうこともない。

　機会に恵めぐまれず、清い身体のまま二十歳はたちを迎むかえてしまったが、初体験が同性なのを嘆なげくつもりもない。むしろ初物は値段を吊つり上げられるのではないかと、ある意味前向きな気持ちでいた。

　ていうか、自分のために自分の意思でやるんだから、悲観する理由なんかないだろ。

　朋樹は意い気き揚よう々ようとアパートを飛び出した。

　が──。

　いざ雑ざつ踏とうの中に立ってみると、足が竦むものだ。というか、どう行動を起こしたらいいのかわからない。ネット検索では、売る側の作法など見つからなかった。

　デートクラブのようなものは存在するらしいが、これから登録して店にマージンを払ってと考えると、合理的ではない。事態は一刻を争うのだ。

　ハッテン場も押さえてあるが、金銭の受け渡わたしが存在するのかどうかわからないので、同じく却きやつ下かだ。男とセックスをしたくてやってきたのではない。いや、するのはかまわないけれど、目的はあくまで金だ。

　そんな朋樹は傍はたから見ても異質なのか、それとも金の亡もう者じやの匂においが漂ただよっているのか、通りを二往復する間もまったく見向きもされなかった。

　俺がイケてないってことか……？　でも、店に来るお客さんからの評判は悪くなかったんだけど……。

　客観的に見て、いわゆるブサメンではないと思う。むしろ学校ではイケメンと評されたこともあるし、高校時代には告白された経験も一度や二度ではない。某ぼう若手俳優に似ていると言われたこともあるが、それはリップサービスとしても、特に容姿に難点のない今どきの若者のはずだ。身長は百七十センチちょっとで、特に運動はしていないけれど、太っても弛たるんでもいない。料理人は案外肉体労働で、腕うでなどはしっかり筋肉がついているくらいだ。

　しかしゲイの世界の好みは、世間一般と違ちがうのかもしれない。ガチムチなんて単語があるのを、その手のサイトを見て朋樹は初めて知った。

　……いや、あくまで人気の度合いだろ。全員がガチムチ好きってわけじゃないだろうし。

　現に一昨日おととい、朋樹に声をかけてきた男がいたではないか。弱気になってどうする。

　気持ちを奮い立たせて歩き出すと、ビルの間の細い路地から小さく手を振ふる影かげが見えた。

　来たか！　お客さん！

　足早に近づくと、眼鏡めがねをかけた小太りの男が笑えみを浮うかべた。三十代前半だろうか。素そ朴ぼくな顔立ちとは裏腹に、服装はしゃれている。

「さっきから行ったり来たりしてるね。誰か探してるの？」

　眼鏡を押し上げるしぐさが気取っていてちょっと癇かんに障さわったが、えり好みをしている場合ではないと自分に言い聞かせ、愛あい想そよく笑顔を見せる。

「ええー？　べつに。あ、あなたのことかな」

「そ、そう」

　鼻息を荒あらくした男に、朋樹は仰のけ反りそうになるのをこらえた。

　……我が慢まん。ここは我慢だ。

　店に来る客だって、全員に好感を持つとは限らない。それでも愛想よく接するのが客商売のプロというものだ。

「じゃあ、どこかで飲もうか」

「えっ、いや、そういうのじゃなくて……」

　そんなまだるっこしいことはしていられない。その時間も料金に含ふくまれるというなら話は別だが、ひと晩ひとりで済ませるつもりはないので、アルコールは厳禁だ。それに、どうせなら酒より食事がいい。

　男はピンと来たらしく頷うなずいて、朋樹をしげしげと見つめる。

「若いな……これでどう？」

　指が三本立てられた。

　一昨日の三万円！　やっと手に入る！

「ひと晩、もちろん本番アリで──」

「あ、いや、それはちょっと……」

　ひと晩拘こう束そくされるわけにはいかない。やると決めたからには、数もこなさなければならないのだ。

「ええっ、三万で本番ナシかよ？　いくら若くても、それはずうずうしくない？　どうせガバガバなんだろ」

「がっ……、いや、初めてだし！　ていうか、そうじゃなくてひと晩は──」

「初めて？　はっ、よく言う。あ、今日は初めてってことか」

「いや、ちょっと聞いて──」

　必死に交こう渉しようしようとしていると、ふいに男の背後に影が立った。夜目にも白い手がその肩かたを摑つかむ。

「俺が買う」

　その声と、明かりの輪の中に見えた顔に、朋樹は目を見開いた。

　……えっ!?　まさか……エルンスト!?　なんで!?

　黒いスーツから浮かび上がるように、プラチナブロンドと白い面が輝かがやいている。間違いない、先日公園で会った外国人だ。

「なんだと？　俺が先に──」

　男は振り向きざまに威い勢せいよく吠ほえたが、エルンストを認めた瞬しゆん間かん息を吞のんだ。

「俺が買う」

　エルンストがもう一度そう言うと、男はまるで迫はく力りよくに押されたようにぎこちなく頷いて踵きびすを返し、よろよろと通りへ出ていった。

「えええっ、俺の三万円……」

　思わず伸のばしかけた手を、エルンストに摑まれた。商談がふいになったことに、焦りと怒いかりが湧わき上がる。

「なにすんだよ！　せっかく三万が──」

「だから俺が買うと言っている」

　相変わらず冷たいほどに整った顔で言ってのけるが、果たして意味がわかっているのだろうか。

「はあ？　なに言ってんの？　あんたに売ろうとした憶おぼえはないんだけど？」

「誰だれだろうと売る気でいたんだろう？　ならば俺が買っても文句はあるまい」

　うっと詰つまった朋樹は、エルンストを睨にらみ上げた。

　通りは新宿の中心街に比べると、歓かん楽らく街がいとはいえ薄うす暗ぐらい。街灯のそばまで行かなくては、顔の造作もはっきりとしないのに、エルンストの周りだけ、まるで光の粉が舞っているように見える。端たん的てきに言って──見み惚とれる。

　おそらく通行人も目を留めているだろう。タイプかどうかはさておき、観賞に堪たえる容姿なのは間違いない。

　そっと背後を窺うかがうと、案の定、朋樹込みで視線を集めていた。おおよそ状じよう況きようは察していて、どういう展開になるのか興味を惹ひかれている。

「……だいたいあんた、意味わかってんの？」

　声を潜ひそめて尋たずねると、

「言い値でいい」

　と、気前のいい言葉が返ってきた。

　ということは、少なくとも三万以上は出すつもりだろう。

　しかし一昨日は売春の話題に不快そうな顔をしたくせに本気なのだろうかとか、そもそもなぜこのタイミングで現れたのだろうかとか、もしかしたら風ふう俗ぞくの取り締しまりをしている警察関係者なのではないかとか、いやいやこんな派手な外国人が警察官のはずがないとか、一瞬でいろいろと考えたのだが、「言い値でいい」という言葉にすべて押し流された。

　一度ならず二度までも三万円ゲットのチャンスを逃のがしているだけに、エルンストの誘さそいを断る理由はない。なにかあっても、そのときはそのときだ。まずは全額回収する勢いで行こうじゃないか。

「よし売った！」

　朋樹は威勢よく言い放った。

「売り言葉に買い言葉だな」

　エルンストが満足そうに頷く。

「いや、違うし……」

　妙みような外国人だが、初めての客がエルンストになったことに、不思議とほっとしているような気もした。










　タクシーで連れて行かれたのはホテルでなく、目白の住宅街だった。ことさら大だい邸てい宅たくが並び立つ一角で、車が停とまる。

「うわ……」

　降り立った朋樹は、堅けん牢ろうそうな煉れん瓦が塀べいと、その上に枝を溢あふれ出させてそびえる樹木に目を瞠みはった。

「ここだ」

　エルンストが示す方に目を向けると、同じく煉瓦の門柱と、身長よりも高い鉄てつ柵さくの門もん扉ぴが見えた。

「えっ？　ここ、家なの？」

　博物館や美術館とまではいかなくても、なにかの資料館とか、あるいは大使館などかと思ったのだ。個人宅にしては敷しき地ちが広すぎる。

「昭和初期に建てられた洋館だ。どこかの財ざい閥ばつの持ち物だったらしい。敷地の広さはまあ、その名残なごりだろう」

　近きん隣りんの豪ごう邸ていの五倍はありそうな広さで、土地だけでいくらになるのだろう。六畳じよう一間のアパートの家賃が払はらえなくてひいひい言っている奴やつもいるというのに、世の中は差がありすぎる。

　しかし──神経に障さわる軋きしみの音を響ひびかせて開いた門扉から足を踏ふみ入れると、広い庭は原生林のようなありさまだった。

「……野や趣しゆ溢れるお庭で……」

　何年手入れを怠おこたっているのか、樹木は伸びっぱなしで、草も生え放題。かろうじて建物までのアプローチは確保されているが、去年のものともそれ以前のものとも知れない落ち葉が踏み固められていた。

　緩ゆるいカーブを進んで、わさわさした枝の向こうに姿を現した洋館を見て、朋樹はまた声を上げた。

　庭の荒こう廃はい具合からある程度予想はしていたが、実物はそれ以上だった。

　建物自体は、クラシカルな二階建ての洋館だ。なに風というのか知らないけれど、洋画によく出てくるような太い柱が両りよう脇わきにそびえる玄げん関かんを中心に、左右に縦長の窓が並んでいる。玄関ポーチの上はバルコニーになっているらしく、曲線を描えがく手すりがせり出していた。

　しかしなんのメンテナンスもされていないらしく、今夜のような月も見えない夜に向き合うと、洋画は洋画でもホラー映画のセットのようだ。

「……ここに……住んでる……？」

「ああ」

　すたすたと先を行くエルンストに遅おくれないよう小走りになりながら、まるで吸きゆう血けつ鬼きの館やかたのようだと思った。

　いや、マジで……。そんで、こいつがドラキュラとか。

　心の中でふざけたつもりだったのだが、冗じよう談だんにしきれないところがある。しかしエルンストとの初対面は夕暮れで、奴は夕日を浴びてキラキラしていた。吸血鬼にそれは無理だろう。いや、本当に存在するならば。

　ポーチの石段を上り、エルンストに促うながされて玄関ドアを潜くぐる。中はふつうに明かりが灯ともっていて、朋樹は胸を撫なで下ろした。それでも古い家屋特有の、隅すみが闇やみに溶とけ込むような印象は否いなめない。照明器具も時代がかったものだから、照度が弱いのだろう。

　お約束の甲かつ冑ちゆうは飾かざられていなかったが、棺かん桶おけのように巨きよ大だいな振ふり子時計が、玄関ホールに鎮ちん座ざしていた。

　呆あつ気けにとられて吹ふき抜ぬけの天てん井じようを見上げていた朋樹は、二階から響いた物音に飛び上がって、エルンストにしがみついた。

「な、なに？」

「ああ、テオとレオだろう」

　その答えに、ほっと息をつく。エルンストが肩かたを抱だき寄せたまま離はなそうとしないばかりか、髪かみの匂においを嗅かいでいるようなのが気になったが、それよりも仔こ犬いぬたちのことに意識が向いた。

「そうだった。どこにいるの？　会いたい」

「どうせすぐに来る」

　エルンストが言い終わらないうちに、とたとたと軽い足音が階段を駆かけ下りてくるのが聞こえた。正面の九十度湾わん曲きよくした階段から、黒こつ褐かつ色しよくの仔犬が二匹ひき姿を見せた。

「テオ！　レオ！　憶えてるか？」

　朋樹が膝ひざをついて両手を広げると、もとは赤かったのだろう絨じゆう毯たんを蹴けって、仔犬が飛び込んでくる。ぶわっと舞まい上がった埃ほこりに、朋樹は慌あわてて二匹を抱かかえたまま立ち上がった。

「あのさ……俺が口出すことじゃないかもしれないけど、もう少し掃そう除じしたほうがいいんじゃない？　こいつらは床ゆかに近いんだから、かわいそうだよ」

「ああ、そうだな」

　エルンストは軽く同意するが、本当にわかっているのだろうか。大喜びの仔犬たちに顔を舐なめられていると、

「ああ、そうか。食事がまだだったな」

　エルンストの声に、朋樹は驚おどろいて振り返る。

「まだ？　早くあげなよ」

　エルンストが歩き出すと、仔犬たちは朋樹の腕うでから飛び出して、後を追いかけた。朋樹も続いてキッチンへ向かう。

　キッチンはリフォームされているようで、真新しい設備が整っていたが、あまり使われていないようで、ここも薄うすく埃が積もっていた。

　エルンストが当然のように冷れい凍とう庫こから取り出したのは、いわゆる冷凍食品だった。しかしさすがというか、朋樹も名前を知っている高級テレビディナーだ。

「待った！　まさかそれをこいつらにあげるつもり？」

「いつもそうだが」

　こともなげに返すエルンストから、朋樹は冷食を取り上げた。

「そうだがって、ありえないだろ、人間の食べ物を犬に与あたえるなんて。塩分だの、毒になるものだのあるんじゃないの？　タマネギとかチョコとか」

　そのくらいは、ペットを飼っていない朋樹でも知っている。

「そうは言っても、こいつらも気に入って食べてるし、特に体調を崩くずしたりもしていない」

「そういう問題じゃない。ドッグフードは？」

　珍めずらしい犬種を飼っているくせに、飼育知識は素人しろうと以下かよ？

「そんなものはない」

「ない!?　そんなもの!?」

　声を上げる朋樹の足もとで、仔犬たちはエサを求めてせっつく。

「だめだよ、こんなの。人間だって、食べ続けたら栄養が偏かたよる。なんかないの？　あ、ちょっと冷蔵庫見せて」

　失礼なのは重々承知だが、そんなことを言っている場合ではない。

　野菜室には、新しん鮮せんとは言いがたかったが、調理すれば問題なさそうなキャベツとブロッコリー、ニンジンなどがあり、チルド室にも肉があった。しかもＡ５ランクと思おぼしき牛肉だ。

　朋樹はなるべく肉の赤身を選んで削そぎ、刻んだ野菜と一いつ緒しよに鍋なべで煮に込こんだ。細かくしたのですぐに火が通り、鍋を氷水で手早く冷まして、ふたつの皿に取り分けた。

「さあ、お待たせ。味気ないかもしれないけど、冷食よりは身体からだにいいから」

　人間の食べ物に慣れてしまっているかもしれないと懸け念ねんしたが、仔犬たちは競きそうようにして即そく席せきのエサを食べ始めた。

「ほう、さすがシェフの卵だな」

　エルンストは感心したように頷うなずくと、鍋底に残っていたものを指で掬すくって舐めた。

「あっ、なにしてんだよ！　味なんかついてないんだから」

「いや、悪くない。なるほど、今はこういったもののほうが食べやすそうだ」

　テレビディナーを切り分けることもしなかったのだろうから、よくやけどをしたり、喉のどに詰つまらせたりしなかったものだと、他人ひと事ごとながらぞっとする。

「向いてないんじゃないの」

「そう言うな。子育ては初めてだ」

　そこはペットの飼育と言うところだろうと思ったが、子育てと喩たとえるくらいには愛情は持っているのだろうか。

　気づくと仔犬たちはエサを平らげて、床の隅で折り重なるようにして眠ねむっていた。

「寝ねちゃってる。移動させなくていいの？」

「ベッドはあるが、好きにさせている」

「……やっぱり向いてない気がする」

　まあ、今の時期なら風邪かぜを引くこともあるまいと頷くと、朋樹の背中にエルンストの手が回った。

「部屋を案内しよう」

　にわかに緊きん張ちようが走った。

　いよいよか……。

　いきなりエサ作りなどしたものだから、そもそもの目的を忘れかけていた。

　キッチンを出て玄関ホールに戻もどり、階段を上がっていく。壁かべは煤すすけた漆しつ喰くいで、飴あめ色いろになった腰こし板いたが段差に合わせて並んでいた。

　二階は廊ろう下かが左右に延び、両側に十を超こえるドアがあった。

「広い……ひとりで住んでるの？」

「テオとレオと一緒にな。ここでいいか」

　エルンストは突つき当たり手前のドアを開き、朋樹を振り返った。緩ゆるい微び笑しように、朋樹はごくりと唾つばを飲み込む。

「……お、おう」

　緊張はしているが、抵てい抗こうはなかった。これは報ほう酬しゆうを得るための働きであり、朋樹は覚かく悟ごの上で自らこのやり方を選んだのだ。

　初めてだろうと、女の子じゃあるまいし……なくしたってどうってことないだろ。そうそう、それも言っといたほうがいいよな。言い値でいいって言っても、高くする理由にはなるみたいだし。

「あの、俺初めてで──わっ……」

　真っ先に目に入ったベッドは、屋根がついていた。なんと呼ぶのか知らないが、外国の城で見るようなあれだ。寝しん台だいの大きさに組まれた木き枠わくを、レースと厚めの柄がら物もののカーテンのようなものが覆おおっている。しっかりとした四隅の柱には、細かな彫ちよう刻こくが施ほどこされていた。

「すっご……王さまのベッドじゃん……」

　天井から吊つり下がっているのは、古き良き高級フレンチレストランでお目にかかるような、クリスタルパーツがこれでもかとついたシャンデリアだ。壁かべ際ぎわに置かれたチェストや飾り棚だな、窓辺のテーブルセットも、いかにもアンティークらしく揃そろって脚あしの先が弧こを描えがいている。

「ひととおり揃っていると思うが、不足があれば言ってくれ」

「へ……？　いや、ベッドがあれば充じゆう分ぶんなんじゃ……」

　それとも変わったシチュエーションが好みなのだろうか。こちらは初心者だと伝えたのだから、スタンダードでお願いしたい。

　……いやいや、注文つけられる立場じゃなかった。ちょっとやそっとの無体は吞のみ込もうじゃないか。なにしろ言い値でＯＫだし。

　朋樹は息をつくとベッドに近づき、カーディガンとシャツをまとめて脱ぬぎ落とした。さらにデニムの前を開けながら、背後のエルンストの気配を窺うかがう。

　えっと……パンツまで脱ぐもんなのか？　あれ？　もしかして、脱がせてもらうもん？

　そもそも先ほどからエルンストのアクションがなく、気になって振ふり返ると、エルンストは不思議そうに朋樹を見つめていた。

「……な、なにしてんだよ？　いいよ」

「おまえを食ってもいい、と？」

　エルンストが近づいてくる。ふと、官能的な匂いが鼻先を掠かすめた。エルンストのつけている香こう水すいだろうか。しかし、一緒にタクシーに乗っているときには気づかなかった。料理人を目指しているくらいだから、匂いには敏びん感かんなつもりだったのに。

「食うって……おかしな言い方するんだな。ああ、そうでもないか」

　どこそこの女を食った、なんて言い回しをする奴やつが学校にもいた。

「今さら気が変わったなんてナシだろ。言い値でいいって言ったよな？」

　上半身裸はだかのまま向き合うと、エルンストは朋樹の身体に視線を落としながら含ふくみ笑いをした。淡あわい色の目をしているのに、視線はやけに粘ねばっこい。皮ひ膚ふがちりちりする。

「テオとレオの世話係として雇やとったつもりだったんだが」

　肌はだを這はうような視線に気を取られて、言葉の意味を解するのが遅おくれた朋樹は、エルンストに両りよう肩かたを摑つかまれて我われに返った。

「ええっ!?」

　世話係!?　仔こ犬いぬの？

　ではエルンストは、一昨日おととい、身売りも辞さないという朋樹の話を聞いて、実際に今夜行動に移したところを見つけ、危き機き一いつ髪ぱつで職を与えてくれたということなのか。

　タイミングといい口調といい、そうとしか思えなかったが、一昨日のエルンストの否定的な様子を考えれば、買春などするはずがないと納なつ得とくがいく。

　つまり朋樹は完全に勘かん違ちがいして、雇い主の前で裸になろうとしていたということになる。しかも、急せかすようなことまで言って。

　かあっと顔が熱くなるのを感じながら、慌あわててエルンストを押しのけようとした。

「そ、それでいい！　今のナシ！」

「そうはいかない。せっかくのごちそうだ。ああ、こういうのを据すえ膳ぜんというのだったな」

「まだ据えてない！　ていうか出し間違えました！　引き揚あげます！」

　そう言ったものの、先ほどから漂ただよう匂においがいっそう強くなった気がして、どういうわけか身体に力が入らない。必死に押し返そうとするのだが、まるで形ばかりの抵抗のようで、朋樹は豪ごう華かなベッドに押し倒たおされてしまった。

　朋樹の首筋に顔を埋うずめたエルンストの髪かみが、頰ほおや顎あごを撫なでる。その柔やわらかな感かん触しよくに、鳥肌が立つようだ。いや、決して気持ちが悪いわけではなく、むしろ興奮にぞくぞくするような。

　そんな、なんで……？　そりゃ覚悟はしてたけど、自発的にやりたいと思ってたわけじゃないのに……。

　エルンストは朋樹の匂いを嗅かいでいるようだ。あまりにも深く呼吸されて、高い鼻び梁りようを押しつけられた辺りの肌がざわめいている。

「やっ、そんな嗅がれても……あ、風ふ呂ろ！　お風呂入らせて！　歩き回ったし、汗あせもかいたし──」

「そんなもったいないことができるか。このままがいい」

　……に、匂いフェチ……？

　特別体たい臭しゆうが強いと思ったことはないが、エルンストがなんらかの匂いを嗅いでいるのだと思うと、恥はずかしくてたまらない。

「だったら嗅ぐのやめて！」

「うるさい口だ」

　ふいに顔を上げたエルンストは、朋樹の頰を手で包むと、唇くちびるを近づけてきた。吐と息いきが吹ふきかかり、またあの匂いを強く感じて、朋樹はふうっと夢見心地ごこちになった。

「あ……んっ……」

　唇が重なった。とたんに全身が痺しびれるような恍こう惚こつ感かんに見み舞まわれる。

　恥ずかしながらキスの経験も数えるほどしか──いや、白状すれば一回しかない。それも高校時代に、上級生女子に奪うばわれたという経験だった。一いつ瞬しゆんのことで、そうと気づいたときには唇が離はなれていたが、相手も擦すれたタイプではなかったらしく、唇を押しつけるだけの行こう為いだった。

　しかしエルンストは唇を重ねると同時に舌を差し入れてきて、朋樹の口中をくまなく舐なめ回した。自分が潔けつ癖ぺき症しようだとは思わないが、他人の舌が自分の口の中に入ったりしていいのだろうかとか、唾だ液えきが混ざるんじゃないかとか、それをどうしたらいいのかとか疑問がいくつも頭の中で膨ふくれ上がる。

「……ん、ふっ……」

　そんな思考も、エルンストに強く舌を吸われて、一いつ緒しよに奪われてしまう。残ったのは、単純にキスが心地いいということだけだった。いや、心地いいなんて平和なものでなく、身体からだ中を激流のように血が巡めぐっている。心臓がバクバクして、エルンストに触ふれている部分の肌がすべてびりびりして──熱い。汗が噴ふき出す。

　ふいにエルンストがキスを解き、朋樹をじっと見つめた。

　うわあ……ほんときれいな目だなあ……。

　キスの余よ韻いんで痺れたような唇を感じながら、ぼんやりとそんなことを思って見上げていると、エルンストはがばりと朋樹の胸に顔を埋めた。呼吸が荒あらい。

「ま、また匂い嗅いでる！　やめろって！」

「まさか……」

「なにがまさかなんだ──あ、あっ……」

　エルンストの指が乳ち首くびを引っ搔かき、それが思いがけず気持ちよくて、朋樹は身体を震ふるわせた。

「やはりそうか。信じられない……」

　依い然ぜんとして胸に頰を押し当てたままエルンストは呟つぶやいたが、次の瞬間、反対側の乳首に吸いついた。

「ひあっ、や……あっ、あっ……」

　一方を指で強く弾はじくように擦こすられ、もう一方は吸い上げられながら舌で擽くすぐられて、朋樹は激しく喘あえいだ。エルンストが挙動不ふ審しんに嗅ぎ回っているのなんて、どうでもよくなる。とにかく気持ちがいい。　>>>♥

　でもどうなんだ？　男が乳首弄いじられて気持ちいいって……これまでそんなこと一度もなかったのに……。

　そもそもそういう行為に及およんだことがないわけだが、情報というか知識として、胸を弄られて悦よろこぶのは女の子だと思う。この場合はどちらも男だが、朋樹が女役なのは間違いないので、これはこれでいいのだろうか。エルンストも反応を期待しているからこそ、こういう行為に出たのだろうし。

「ああっ……！」

　ふいに股こ間かんを摑まれて、朋樹は声を上げた。胸に意識が行っていたので、衣服越ごしとはいえいきなり触さわられたことにも驚おどろいたが、それによって自分が勃ぼつ起きしていたことに気づいて、ますます慌てた。

「いい反応だ」

　エルンストは朋樹のボトムを引き下ろしながら、視線をそちらに向ける。

「ちょっ、やだ！　見るな！」

「見ずにどう続けろと？」

　正論ではあるが、朋樹の心中も慮おもんぱかってほしい。銭湯で裸になるのとはわけが違う。勃起した股間を他人に見せるのなんて初めてなのだ。

　しかし抗あらがおうにも身体の上にエルンストがのしかかっている状態だし、リーチの差もあって、難なく全ぜん裸らにされてしまう。

　ふ、とエルンストが息を洩もらしたのに気づき、朋樹はまた熱が上がるのを感じた。

「わ、笑った！　笑ったな！」

「ああ、そう興奮するな。こっちまで煽あおられるだろう。せっかくじっくり味わってやろうというのに」

　いや、もうさっさと済ませてほしい。恥ずかしいやら動どう揺ようするやらで、この先持ちそうにない。

「あっ、ん……」

　エルンストの大きな手が朋樹のペニスを握にぎり、やんわりと揉もむように扱しごき始めた。そこでまた朋樹は、快感という名のショックを受ける。

　セックスの経験はなくても、自じ慰い歴は長い。同じように手を使って擦っているのに、なぜこんなにも感覚が違うのだろう。他人の手が予想外の動きをするからだということを差し引いても、全然違う。

　手の大きさの違いか？　それともテクか……？　テクの問題なのか？

　喩たとえるならば、初心者とプロほどに違って感じる。自分の身体は自分がいちばんわかっているのではなかったのか。

　しかしそれまでと同じくまた思考は押し流されて、いつしか朋樹はエルンストから与あたえられる愛あい撫ぶに浸ひたっていた。エルンストが身体を動かし、投げ出すように開いた脚あしの間に陣じん取どってしまっても、さらに両脚を大きく開かされてもされるがままで、熱い息と喘ぎを洩らしていた。

「そうか、おまえが……」

　呟きと、ペニスに感じた吐息に、ふと意識が呼び戻もどされ、朋樹は視線を向けた。

「わ……」

　ペニスはとめどなく溢あふれる先走りでぬらぬらと光り、絡からみつくエルンストの指まで濡ぬらしている。それが動くたびに、恥ずかしいくらいの音が響ひびいていた。

　その光景でさえ、見るに堪たえないくらいの羞しゆう恥ちに見舞われるのに、今まさに、エルンストが口を開いて舌を伸のばそうとしている。さすがにその続きがどうなるかは予想がついて、朋樹の心臓は激しく高鳴った。

「ま、待った！　そういうのは、こっちがやらなきゃならないことじゃないの!?」

「暴れるな。それもいいが、まずは俺が先だ」

　絶対イチモツなんかと同時に視界に収まってはいけない美び貌ぼうが、朋樹のものを舐めた。視覚と触しよつ覚かくで襲おそってきた快感に、朋樹は仰のけ反って身を震わせる。

　舌がペニスにまとわりつく。柔らかく撫で上げたかと思うと、亀き頭とうに絡みついて締しめ上げる。一瞬口の中に包まれて、その温かさに気が遠くなりそうになった。

「……って、え!?　あ、ああっ……」

　気が緩ゆるんだせいか、予期せぬ絶頂が押し寄せて、朋樹はこらえる間もなく射精してしまった。エルンストの口の中に。

「あ、あっ、ごめっ……や、止まんな……」

　逃にげるには気持ちがよすぎて、また逃げようにもエルンストに腰こしをしっかりと摑つかまれていて、さらにペニスを吸い上げられ、けっきょく最後まで吐はき出してしまった。

　……あー、やっちゃったよ。どうしよ。ていうか、もうどうでもいい……すっげえ気持ちよかった……。

　ぐったりと身を投げ出す朋樹の視界に、口元を拭ぬぐうエルンストが映った。

「なんという甘かん露ろ。さあ、もう一度──」

「いや、そんなすぐは無理……ていうか、これでいいの──あ、あっ……」

　朋樹の視界からフレームアウトしたエルンストは、またペニスを咥くわえた。出したばかりだというのに、エルンストの舌の感かん触しよくに、たちまち漲みなぎってくる。

「やっ、噓うそ……あ、そうだ！　さっきのどうしたの？　まさか飲んだの!?　んっ、あっ、ああっ……」

　おかしい。エルンストもけっこう変わった嗜し好こうだが、なにより朋樹の身体がおかしい。どうしてこんなに反応してしまうのだろう。童どう貞ていをこじらせてしまったのだろうか。春を待ちわびすぎて狂くるい咲ざきしてしまった、とか。

「そろそろか……？」

　フルートでも奏かなでるかのように横からペニスを唇くちびるでなぞりながら、指先で陰いん囊のうを弄もてあそんでいたエルンストが、その指をさらに奥へと滑すべらせた。

「……んっ……あ、ああ……」

　ぬくっと腰の奥に圧あつ迫ぱく感かんを覚えた。すぐにそれが後こう孔こうに指を入れられたのだと察したが、朋樹は抗わなかった。内うち腿ももが震える。キスをされたときにも感じたけれど、他人に身体の内側を探さぐられるというのは衝しよう撃げきだ。絶対に自分だけのものだとばかり思っていた領域に踏ふみ込まれ、暴あばかれるようで、ひどく理り不ふ尽じんに思う一方で、相手との関係が急速に近づいた気もする。こんなところにまで触れられているのだから、自分もそうするべきだ、というような。

　だからというわけではないけれど、朋樹は下か肢しに顔を伏ふせるエルンストの頭を摑み、その柔やわらかな髪かみを搔き回す。

　応こたえるようにペニスを舐なめ回され、指が深く埋まい没ぼつする。

「あ、あっ……！」

　どうしようもなく官能を刺し激げきされるところに触れられ、朋樹はエルンストの指を食い締めながら、腰を揺ゆらした。逃のがしきれない快感に腰が浮うき上がり、力が入った下肢にいっそう悦えつ楽らくが広がっていく。

　おそらく前ぜん立りつ腺せんを刺激されているのだろうと、やっつけの知識で察しがついた。しかしネットでの体験談や、器具を使っての自慰動画などを確かく認にんしても、眉まゆ唾つばものだと思っていた。少なくとも盛った話だろう、と。

　それが実際に体験してみれば、ペニスでの快感と遜そん色しよくがないというか、コントロールが利きかない分上回るかもしれない。

「やっ、だめ……っ、また出る……っ……」

　そう口走ったときには助走が始まっている状態だったのに、エルンストは指を引き抜ぬいた。ふいに消えた快感に、朋樹は放ほうり出されたような感覚に陥おちいり、せつなく身み悶もだえる。

　ひどい、なんで……？

　それでも感触の余よ韻いんが内側を疼うずかせ、どうにかしてほしいとエルンストにしがみついた。いつの間にかエルンストは衣服を脱ぬぎ去っていて、張りのある筋肉に覆おおわれた温かな肉体を感じる。ことに顔を押しつけることになった首筋からは、なんとも言えない蠱こ惑わく的な匂においを感じ取り、朋樹は無意識に深く息を吸い込む。深い森林のような、そこにわずかに野性的な動物の体たい臭しゆうのようなものが連想された。頭がくらくらする。

「俺のものにする。異論はないな？」

　ずいぶん大おお仰ぎようなセリフだと思ったが、たびたびとんちんかんなことを言うのは実証済みだし、外国人だと思えばかなり流りゆう暢ちようなほうだ。とにかくそんなことよりも、早くこの生殺し状態を脱だつ却きやくしたくて、朋樹は息を乱しながら頷うなずいた。

「もっとも、嫌いやだと言ってもやめる気もないが──」

　エルンストは朋樹の大きく開かせた太腿を抱かかえると、その間に腰を進めてきた。さんざん啼なかせられ、それでもさらなる刺激を欲ほつする場所に、熱い塊かたまりが押しつけられる。

「んっ、あ……」

　窄すぼまりの周囲まで広く押されて、おおよその大きさを察した。どう考えてもミスマッチなのではないか。しかも朋樹は初心者だ。

「ちょ……、無理っ……」

「今さら待ったは聞かない」

　非情な返しに、朋樹は初めて本気で抗おうとしたが、やはり身体からだは思うように動かず、一方エルンストはひたすら迫せまってくる。

「やあっ、さ、裂さけるっ……！」

「裂けない。そんな目に遭あわせない」

　かつてないほど押し開かれたそこに、脈打つ怒ど張ちようが押し入ってきた。腹の底を押し上げられるような感覚に、胃がせり上がってくる気がした。

　く、苦しい……でも、切れてない……？　ていうか、なんか……。

　自分の中に、エルンストが入ってくるのはわかる。隙すき間まがないほどの空間を押し広げて、じりじりと前進している。それに内ない壁へきを擦こすられ、接着面が増えるのに従って、朋樹の内側に身み震ぶるいするような疼きが広がっていた。

「……あ……あ、あっ……そん、な……っ……」

　たまらずエルンストの首にすがりつく。その瞬しゆん間かん、怒張がぐうっと捻ねじ込まれて、朋樹は声を上げた。完全に征せい服ふくされてしまった。腰どころか身体中をエルンストに占せん領りようされてしまったのではないかと思うくらい、自分のものではない脈動が響き渡わたっている。しかしそれの、なんと頼たのもしく感じることか。　>>>♥

　ベッドに着いているのはほぼ肩かたと頭だけというほど仰け反っている朋樹の胸に、エルンストが唇を這はわせる。弾はずみで中のものが位置を変え、例のひどく感じる場所を押してくる。

「ひあっ、だ、だめっ……そこは……」

「だめじゃなくていい、だろう。日本人のくせに言葉を間ま違ちがっている」

「いや、ほんとにだめだから──あっ……」

　エルンストの舌が、乳ち首くびを舐め回した。

「だめなのに、こんなに硬かたくしているのか？」

　朋樹の乳首は硬く尖とがって、乳にゆう暈うんまで盛り上がっていた。気のせいか、ふだんよりも膨ふくらんで大きくなっているようにも見える。それを唾だ液えきまみれにされると、胸の奥まで痺しびれが伝っていくようで、朋樹は激しく身を捩よじった。

「あっ、ああっ、や……なに？　なんで……」

　自ら腰を揺らしてしまい、快感が背筋を這い上がる。慌あわてて力を入れると、体内のエルンストを嫌というほど感じて、さらに啼くことになった。

「そんなに急せかすな」

「全然！　そんなつもりはないし！　ああっ……！」

　エルンストがゆっくり腰を回すと、内壁に痺れが広がった。それは間違いなく快感で、朋樹にはもう止めることはできず、ただひたすら享きよう受じゆするしかない。

　うっそだろ……なんでこんな気持ちいいの？　セックスって、男と女でするもんじゃないの？　なのに男同士でこんなにいいって……ていうか俺、処女なのに……あんな巨きよ根こんを入れちゃって、しかもよくてたまらないって……。

　そんなことを考えていられたのも初めのうちだけで、エルンストが抜き差しを始めると、朋樹は夢中になってよがり出した。こんな快感を知ってしまったら、まともな社会生活が送れなくなるのではないか、人間としてダメになってしまうのではないかと思うくらい、とにかく気持ちがいい。

「だめ、もうだめ……っ、いく、いっちゃうから……」

　挿そう入にゆうされてからペニスはノータッチ状態なのに、もう我が慢まんできない。エルンストに腰を摑まれて揺さぶられながら、朋樹は激しく身を震わせた。先走りにまみれたペニスから、飛ひ沫まつが飛び散る。

「ああっ……！」

　放出に合わせてうねる内壁を押し返すように、エルンストのものが大きく脈打った。肉にく筒づつが熱い[image: ]ほとばしりを浴びるのを感じて、朋樹はまた絶頂感に見み舞まわれる。しかし実際に射精したわけではなく、後孔が悦よろこびを覚えたらしい。

　話によるとそういうこともあるようだが、しつこいようだが朋樹はこれが初めての体験だ。それで尻しりでいくとは、よほど才能があったのか、それともエルンストの手しゆ腕わんなのか。

　あまりの気持ちよさに幸福感に浸ひたりそうになった朋樹だったが、エルンストが満足げに息をついたのを見て、はっとした。

「ゴム！　ゴムは!?」

　あれだけリアルに放出されたのを感じたということは、今さらの問いかけだとわかっていたが、ここはきちんとしておくべきだろう。

「なにを無ぶ粋すいな」

　エルンストは朋樹の上に折り重なってくる。汗あせばんだ肌はだからまたうっとりするような匂いが感じられた。

「おまえだって欲しがっただろう。知っているぞ。俺の精を受けて、中が歓かん喜きしていた」

「う……そ、そういうことじゃなくて──」

　まだ居座ったままのエルンストが、朋樹の中を搔かき回す。総毛立つような快感が湧わき上がって、朋樹は身を竦すくめた。

「ま、また!?」

「これからだろう。一度目より二度目と、さらによくなる」

「いや、たとえそうだとしても、休む間もなくは無理じゃないか？　ていうか、なんで全然萎なえてないの!?」

　そう言う朋樹もまた、エルンストの動きにたちまち引きずられて、次の快楽を求め始めていた。










　いつもの癖くせで早朝に目が覚めた朋樹は、寝ねぼけ眼まなこに映った景色の違い和わ感かんに、ぼんやりと考え込んだ。

　なんだこれ？　テーブルの下で寝ちゃった？　いや、こんな豪ごう華かな彫ちよう刻こくは、うちの折り畳たたみテーブルにはついてないし。テーブルクロスもかかってないし。

　だいたい座ざ卓たくにしては、天板裏との距きよ離りが遠すぎる。それに、擦すり切れた畳たたみがこんなにふわふわの感かん触しよくのはずもない。

　そう思ったところで、昨夜の出来事を思い出した。身体で稼かせごうと二丁目へ赴おもむき、そこであの外国人──エルンストに出くわして、言い値を払はらうという言葉に釣つられて、目白の古びた洋館について行ったのだ。そこで、目くるめく快感に引き込まれた。それは衝しよう撃げきと言っていいほど強きよう烈れつで、とても現実とは思えないくらいで──。

「うっ……」

　起き上がりかけた朋樹は、下か肢しの怠だるさに呻うめいた。そればかりか、あらぬ場所が痺れているような気がする。

　……ゆ、夢じゃなかった……。

　どうりで毎朝すっきりと目が覚めるのに、ぼうっとしているはずだ。

「くそ、それもこれも、あいつが好き放題やったせいで──」

　己おのれを叱しつ咤たして身を起こし、乱れた髪かみを整えていると、その手が止まった。

　でも……すっげえよかった……。

　比ひ較かく対象を持たない朋樹だが、エルンストとのセックスが極ごく上じようだったのは間違いない。いったい何度達してしまったのだろう。自じ慰いにはまった中学時代でさえ、あんな回数をこなしたことはない。ましてや射精せずに絶頂感を味わうなんて、そんな都市伝説まで体験してしまった。

　あくまで未経験の朋樹の見解ではあるが、道具も使わなかったし、これといって特異なプレイでもなかったと思う。それでも過か敏びんなほどに感じて、それこそ手で肩を撫なでられただけでも、恥はずかしいような声が洩もれた。首筋を柔やわらかく嚙かまれたときは、図はからずも達してしまった。

　マジで食われるのかとも思ったんだけどな……でも、それでもいいって思えるくらい、気持ちよかったんだよ。

　そういえばエルンストの犬歯は、その名のとおりにかなり鋭するどく尖っていると、そのときに気づいた。すべてが貴族的に整っている美び貌ぼうの中で、唯ゆい一いつのギャップが逆にチャーミングだ。

　いや、今となっては、人当たりのいいおっとりしたイメージは覆くつがえっている。ワイルドと言ってもいい昨夜の彼が、エルンストの本ほん性しようにも思えた。

　そんなことを思い出していると、妙みように身体からだが火ほ照てってくるような気がして、朋樹は頭を振ふり、よろめきながらベッドを下りた。

　部屋の中には廊ろう下かに通じるドアの他ほかに、もうひとつ違った意い匠しようの彫刻を施ほどこしたドアがあった。当たりをつけて開けてみると、予想どおりシャワールームになっていた。

　冷たいくらいの温度でシャワーを浴び、頭と身体をすっきりさせるつもりが、体内からエルンストの痕こん跡せきが流れ出て、朋樹はひとり焦あせって赤面しながら身体を洗った。

　そういや、どこにいるんだ？　もう起きてるのか？

　朋樹は急ぎ服を着て、部屋を出た。廊下に並んだドアはすべて閉じていて、こそともしない。階段を下りていくと、鬱うつ蒼そうと伸のびた木の枝に遮さえぎられながらも、柔らかな朝の光が曇くもった窓ガラスから差し込んでいた。

　改めて見回すと、本当に重じゆう厚こうな造りの立派な建物だ。調度品もため息が出るようなアンティーク、だと思う。手入れをされていないのが、つくづくもったいない。

　家主に似てるかも。エルンストも、あまり身なりにかまわないタイプみたいだし。

　玄げん関かんホールに降り立った朋樹は、迷いながら左に向かった。開いたままのドアの中は広々とした部屋で、たぶんここがリビングだろう。この場合は、サロンとか言うのだろうか。ソファセットの他にもカウチやアームチェアが点在し、壁かべ際ぎわには本物の暖だん炉ろがあった。

　庭に面して掃はき出し窓があり、テラスに出られるようになっているが、窓を開けたらいきなり森に踏ふみ込むような景色だ。

　……いない。たぶん庭にもいない、よな？

　他の部屋も覗のぞいてみようかと思ったが、勝手に動き回るのも気が引けた。唯一、昨夜入ったキッチンへ向かう。喉のどが渇かわいていた。

　まずは壁際に目をやるが、昨夜満腹になって眠ねむっていた仔こ犬いぬたちの姿はなかった。きっと本来のねぐらへ移動したのだろう。

　あ、そうだ。エサも作っておかないと。

　野菜と肉を刻んで煮に込こみながら、冷蔵庫や棚たなを見て回ると、それなりに食品も揃そろっていて、賞味期限も過ぎていなかったので、人間の朝食も準備することにした。

　パンケーキとベーコンエッグ、サラダは葉物がなかったので、冷れい凍とう野菜とホールトマトの缶かん詰づめでマリネ風にした。

　コーヒーも炒いった豆が密みつ封ぷう状態であったから、ミルで挽ひき、ドリップした。

　先に一いつ杯ぱいいただこうとカップに注いでいると、キッチンの入り口に人ひと影かげが立った。

「いい匂においだ」

「あ……おはよう、ございます……」

　エルンストは素す肌はだにガウンをひっかけて、キッチンへ入ってきた。気だるげでちょっと色っぽくて──相変わらずいい男だ。そのイケメンが、作業台の上を見て目を瞠みはる。

「驚おどろいたな。ここにあるものでこんな朝食ができるのか？」

　本心からの口ぶりのようで、朋樹は嬉うれしくなる。

「生せい鮮せん品はともかく、他は充じゆう実じつしてたよ。生ハムとか、すごい立派なのがあってびっくりした。食べる？」

「もちろんだ。隣となりで一いつ緒しよにいただこう」

　ドア続きで繫つながった食堂は、晩ばん餐さんにも使えそうな八人掛がけの長いテーブルがあった。主人の席とそのすぐそばに皿とカップを置く。

「まさかここでこんな旨うまいコーヒーが飲めるなんて」

　満足そうなエルンストに、朋樹はバターケースを開ける。

「ホイップしてみた。口当たりが変わるから試ためしてみて」

　たっぷりとバターを塗ぬったパンケーキを頰ほお張ばって、エルンストは大おお仰ぎように目を見開く。

「素晴らしいな。ああ、この野菜も旨い。さすがはシェフの卵だ」

「大げさだよ。どれも高級品だから、もとの味がいいんだって」

　しかし料理を褒ほめられるのは、朋樹にとって最大の喜びだ。つい顔が綻ほころんでしまう。

　気づけばエルンストがじっと見つめていて、同時に昨夜のあれやこれやがフラッシュバックして、頰が熱くなる。

「……えと……あ、そうだ！　報ほう酬しゆう！」

　ほっこりしている場合ではなかった。誰だれかに喜んでもらうために料理を作るにも、これまでの生活を維い持じしなければならない。

「そうだな、提案だが、シェフとしても雇やとうというのはどうだ？」

「え……？」

　シェフって……ここで？

　エルンストは大きく口を開けて、ベーコンエッグをひと口にした。卵の黄身が口端はしに溢あふれるのを、舌でぺろりと舐なめ取る。その舌が昨夜、朋樹を翻ほん弄ろうしたのを思い出して、頭の奥がぼうっとする。

「もちろんそれぞれに報酬は出す。そのためにも住み込みで、という条件を付け足そうか」

「……ほんとに……？」

　言い値といっても、ひと晩限りよりは継けい続ぞく的なほうが金額は多いに決まっている。アルバイトを探さずとも済むということでもある。その上、おそらくどんな仕事よりも報酬はいい。さらに家賃と光熱費が、もしかしたら食費も浮うくという願ってもみない条件だ。

　それはまあ、仔犬の世話をして、炊すい事じを始めとする家事をして、夜のお勤めもとなればけっこうなダブルワーク、いや学校にも通うのだから、並べてみるとハードに見えるが、時間的にはさほどでもないかもしれない。

　まず、移動時間が大きく短縮される。学校は高田馬場で、今のアパートは阿あ佐さケが谷や駅から徒歩十五分だ。飲食店のアルバイト求人は新宿界かい隈わいが多い。

　しかしここからなら、自転車通学も可能だろう。

　なにより朋樹の作るものを美味おいしいと食べてくれた、エルンストの表情にやられていた。

「返事は？」

　エルンストに訊きかれて我われに返る。

「あ……えっと──」

　そのとき、けたたましい鳴き声とともに、仔犬たちが飛び込んできた。テーブルを覗こうとするように、後こう肢しで立ち上がって飛び跳はねる。ねだるように鼻を鳴らす様子から、空腹なようだ。

「ああ、おまえたちのごはんはあっちにあるよ」

　仔犬を引き連れてキッチンへ向かいながら、朋樹はエルンストを振り返る。

「ぜひ、よろしくお願いします！」

　姿勢を正してぺこりと頭を下げた朋樹に、エルンストはカップを口に運びながら鷹おう揚ように頷うなずいた。










　その後、館やかたの中を案内してもらいながら聞いたところによると、エルンストはドイツから来日したらしい。詳くわしい地名も言われたのだが、聞き取りにくい発音で忘れた。フランス語やイタリア語なら、まだ料理の名前で耳慣れているが、ドイツ語なんてハンバーグくらいしかわからない。

　予想はしていたが貴族の末まつ裔えいだそうで、加えて莫ばく大だいな資産があるらしく、仕事は特にしていないと言っていた。

「だったらハウスキーパーでも庭師でも雇って、きれいにすればいいのに」

「この状態がけっこう気に入っている。特に庭は、故郷を思い出すな」

　でっかい森の中だって言ってたけど、マジだったのか……。

「まあ、おかげで俺も職にありつけたわけだけど……それにしても広い家だね。掃そう除じし甲が斐いがありそう」

　二階は主にゲストルームだそうで、使わない部屋は手を出さなくていいと言われた。

「ここが俺の部屋だ」

「わ……」

　昨夜、朋樹がいた部屋の隣、突つき当たりの両開きのドアを開けると、豪ごう奢しやな調度品で彩いろどられた部屋が現れた。ちょっとした一戸建てのリビングよりずっと広い。

「あのドアの向こうが寝しん室しつで、浴室もある」

「……まさに主寝室ってやつだね」

　まるで海外の古城ホテルのスイートのようだ。行ったことはないけれど。

「ああ、それからここは鍵かぎがかかっているから、無理に開けようとしないように」

　エルンストがそう示したのは主寝室の反対側、廊ろう下かを挟はさんで朋樹がいた部屋の斜ななめ向かいのドアだった。

「え……？」

　他ほかの使用していない部屋は、特に施せ錠じようされていない。通りすがりにエルンストが、いちいちドアを開けて見せてくれたくらいだ。

　それなのにシャットアウト……？　なにが入ってるんだ？

　まあ、わざわざ開けて覗のぞく気もない。単なる使用人の朋樹としては、やるべきことをやって対価がもらえればそれでいい。

「あ、あれみたいだね。なんだっけ？　青あお髭ひげ？」

　開かずの間には、過去の奥さんの死体がうようよ──という話があった気がする。

　エルンストはそれには答えず、薄うすく笑った。

　ちょー、そこはボケるなり否定するなりしてほしい！　冗じよう談だんなんだから。

　日本語が堪たん能のうでもドイツ人だから、青髭という単語そのものがわからなかったのかもしれない。向こうでは違ちがう言葉なのだろうし、だから曖あい昧まいに躱かわしたのだろう。

　もちろん朋樹も、本気でそんなことを思っているわけではない。エルンストのキャラクター自体が現実離ばなれしていても、物語とごちゃ混ぜに考えたりしない。

　リアルに考えるなら、薬物とか銃じゆう器きとかだろ。実はマフィアです、とかさ。

　そっちは可能性ゼロとは言えないかも、と思って、朋樹は慌あわててかぶりを振ふった。

「なにか質問は？　基本的には朋樹の采さい配はいに任せる」

「あ……いや、特に。日中は学校で留守になるけど、昼食も作っておくね」

「そうか、学生だったな。では、学費も出そう」

「ええっ？　いや、それは……だって、そのために働かせてもらうんだし」

　慌てて断るが、エルンストは頑がんとして譲ゆずらなかった。

「そうはいかない。おまえに金銭の負担などさせるものか。それに料理の腕うでが上達するのだから、ひいてはこちらのためにもなる」

　そう言われてしまうと、朋樹も言い返せなくなった。

　現時点での生活の不安はなくなったとしても、金はあって困るものではない。この機会にせっせと貯ためて、将来の開店資金にしてもいい。それに、この生活がいつまで続くかはわからないのだ。

　エルンストがドイツに帰るかもしれないし、結けつ婚こんすることだってあるだろうし、単に飽あきられてクビになる可能性だって……。

　数日後、朋樹は阿佐ケ谷のアパートを引き払はらい、目白の洋館に引っ越こした。家財道具と呼べるようなものはほとんどなく、持って行って使う必要もなかったので処分し、衣類と身の回りの品だけを携たずさえての身軽な引っ越しだった。

「もしかして昼食足りない？」

　正式に雇われてすぐ、朋樹は帰宅後昼食の皿を洗いながら、エルンストに尋たずねた。

「けっこう多めに作ってるつもりなんだけど、毎日全然残ってないよね」

　それこそ米ひと粒つぶ、レタス一枚も食べ尽つくされているようなので、気になった。

　まさかとは思うが、仔こ犬いぬたちに与あたえているわけではないだろう。世話をするにあたって、人間の食べ物は絶対に与えないようにと、その弊へい害がいも（ネットで調べて）こんこんと説明して、エルンストに同意させたのだ。

　しかし仔犬たちは買ってきたドッグフードにはあまり関心を示さなかったので、朋樹が栄養を確かく認にんしながら自家製フードを作っている。

　エルンストは朋樹が買ってきた食材を興味深げに手に取りながら答えた。

「朋樹が作る食事は旨うまいからな。いくらでも食べられる。そうだな、もう少し増やしてくれていい。二人前くらいに」

「そんなに？　まあ、いいけど……」

　エルンストの体格なら、そのくらいの量はいけるのだろうか。いずれにしても手間は変わらないので、雇やとい主ぬしの指示に従うことにする。

　夕食の支し度たくの前に、仔犬たちを散歩に連れて行く。もっとも敷しき地ち内で遊ばせるだけだ。樹木と雑草が生おい茂しげった庭は、けっこうなアスレチック気分らしい。

　その間、朋樹は仔犬たちを見守りながら落ち葉を掃はいたり、雑草の手入れをしたりする。仕事といえばそうなのだが、外で草木に触ふれたりするのは癒いやされる。

　振り返ってみればこの二年余り、常に金策に追われて、心身ともに走り回っていた気がする。こんなふうにゆっくりとした気分でいられるのは、エルンストと出会ったおかげだ。

　仔犬の世話やハウスキーパーとしての仕事は楽しく、これで報ほう酬しゆうをもらえるのが申しわけないくらいだったが、セックスの相手はどうにも気き恥はずかしい。

　それというのも、エルンストの態度のせいだ。朋樹をまるで恋こい人びとのように扱あつかう。あまりにも甘くて、そして行こう為いは情熱的で、本当に金銭の受け渡わたしが介かい在ざいしているのだろうかと、勘かん違ちがいしそうになる。

　それに……すげえいいんだよ～！

　今やエルンストの寝室に入って、肩かたに手を置かれただけで、眩暈めまいのような陶とう酔すいに引き込まれる。彼の肌はだに触れて、匂においを感じると、獣けもののような飢き餓が感かんに襲おそわれて、エルンストが欲しくてたまらなくなる。

　セックスが始まれば、ひたすら官能に翻ほん弄ろうされた。こんなになってしまって、今後まともな性生活が送れるのだろうかと、不安がよぎるくらいだ。

「でもきっと、俺は運がよかった……」

　心地ここちいい疲ひ労ろう感かんに包まれながら、ベッドの上で独り言を呟つぶやくと、戻もどってきたエルンストが首を傾かしげた。先に朋樹を抱だきかかえるようにして身体からだを洗い、それから自分がシャワーを浴びたのだ。

「あなたに出会わなかったら、かなり悲ひ惨さんなことになってたと思う。感謝してる」

「なにを言う」

　エルンストはタオルで髪かみを拭ぬぐいながら、隣となりに滑すべり込んできた。

「幸運というなら俺のほうだ。思いがけず日本で朋樹と巡めぐり会えた。いや……そのために俺は日本にやってきたのかもしれない。本能で、おまえの居場所を探さぐり当てていたんだ」

　間近で見るエルンストの美び貌ぼうには、いまだに慣れない。薄うす暗ぐらい中では銀色の光を放つ双そう眸ぼうで見つめられると、胸の奥が疼うずくように震ふるえる。その上、本物の恋人同士もかくやと思うような甘く情熱的なセリフを吐はくものだから、心しん拍ぱく数すうは上がりっぱなしだ。

「……恋れん愛あい映画や小説の見すぎじゃないの。俺に言うセリフじゃないだろ」

　実際、今どきの若者の朋樹としては、陳ちん腐ぷな言い回しだと笑い飛ばしたいところだ。エルンストでなければ、きっとそうしていた。しかしエルンストを前にすると、胸が騒さわぐ。

「おまえ以外の誰だれに言えと？　運命の相手とは、これほど愛いとしいものなのか。こんな気持ちになったのは朋樹が初めてだ」

　抱き寄せられて、額や頰ほおにキスを落とされ、朋樹はしがみつきたくなる衝しよう動どうを抑おさえながら、できるだけ素っ気なく言い返した。

「はいはい。俺も好きです」

　セレブなエルンストにとって、朋樹のような庶しよ民みんタイプは物もの珍めずらしいということだろう。真に受けてはいけない。










「これからまとめて買い物してくるよ」

　朝食の後片づけをしながら、朋樹はエルンストにそう伝えた。

「学校は？」

「創立記念日で休み。昼食作っておくね。なにがいい？」

　フライパンを出しながら訊きくと、エルンストは頷うなずいて立ち上がった。

「では、一いつ緒しよに出かけよう」

「え？　でも、テオとレオを連れてたら、食料品が買えない」

　店の外に待たせている犬をよく見かけるが、二匹ひきをそうさせるのは忍しのびなかった。そのくらい、朋樹も仔犬たちに愛情を覚えている。

　初対面からフレンドリーだったテオとレオは、一緒に暮らすようになって、ますます朋樹に懐なついた。世話をしてくれる人という認識なのかもしれないが、リビングのソファで転ごろ寝ねをしているときなども、気づけば身を押しつけて一緒に寝入っていたりして可愛かわいい。

　それになんとか言う非常に珍めずらしい犬種らしいから、誘ゆう拐かいされないとも限らない。

「テオとレオは留守番だ。たまにはふたりきりもいいだろう」

　エルンストが視線を向けると、仔犬たちは理解したわけでもないだろうに、揃そろって二階へと駆かけ上がっていった。

　ふたりきりって……買い出しだよ？

　朋樹が支度を終えて玄げん関かんを出ると、門の内側に黒くろ塗ぬりの大型セダンが乗りつけていた。

「わわっ、なに!?」

　すうっとリアウィンドウが下がって、エルンストが顔を出す。

「これで行こう。買い物荷物も多くなるだろう」

　よく見ると、運転席にはドライバーがいた。つまり、運転手ごとチャーターしたということか。

　それはまあ、朋樹も帰りはタクシーを使うことになるだろうと考えていたが、最初から車で乗りつけるという発想はなかった。こういうところが、金持ちとの感覚の差だろう。

　しかもタクシーじゃないし。ハイヤーでもないよな？

　とにかくエルンストの隣に乗り込み、高級感溢あふれる内装を遠えん慮りよがちに窺うかがう。送そう迎げい付きで買い物なんて、庶民には考えもつかない。

「うん、まあ……リムジンじゃなくてよかった」

「庭で切り返せないし、通りも狭せまいからな。この大きさが精いっぱいだと言われた」

「あ……リムジンにするつもりだったんだ……」

　脱だつ力りよくして車窓を眺ながめていると、車はどんどん都心部へ向かう。いや、目白も充じゆう分ぶん都心だが、繁はん華か街がいというか──明らかに銀座方面へ走っている。

「ど、どこ行くの？　俺はトスココあたりで済まそうかと……あと、スーパー激安で野菜を──」

「ああ、そこも寄るが、まずはつきあえ。せっかくのデートだ」

　デート!?　雇い主とデート？

　たしかにベッドでは本物の恋人同士だと勘違いしそうになるくらい、甘々な振ふる舞まいのエルンストだが、今は違う。買い出しなのだから、ハウスキーパーとしての仕事中だ。

　そんなことを言ったのだが、エルンストは聞く耳を持たず、老舗しにせデパートの送迎出入り口前に車が停とまってしまった。

　ちなみに車のフロントシートとの境には透とう明めいな板がはめられていて、プライバシーが保たれているらしい。そうでなければ、デートなんて単語が飛び出した時点で、朋樹は車から降りていただろう。

　デートなんて言ってたけど、エルンストの買い物かな？　それなら全然かまわないんだけど……。

　しかしエルンストは、朋樹の肩に手を添そえている。ただでさえとびきり目立つ容姿なのに、それが平へい凡ぼんな若造をエスコートするような振る舞いを、他人が見てどう思うか考えないのだろうか。案の定、お買い物中のお客さま方も、ちらちらと視線を向けてくる。このときほど自分が女性じゃないことを後こう悔かいしたことはなかった。

　どうにかしてそう見えないかと画策しようともしたが、パーカにデニムの朋樹がしぐさを柔やわらかくしても、かえって男同士の関係を強調するだけだと、思いとどまる。健全な間あいだ柄がらだと主張したいなら、むしろ堂々としているべきだろう。

　エルンストはメンズフロアのハイブランドで、生き成なりのスエードのブルゾンに目を留めた。

「これなんかどうだ？」

　これからどんどん暖かくなるのに革かわかと思ったが、セレブな世界ではおかしなことではないらしい。現に春夏物の商品として出ているわけだし。それに、革は驚おどろくほど薄くなめしてあった。

「ああ、いいんじゃない」

　エルンストならなにを着ても似合うだろうし、値段を心配する必要もないし、その点では楽な付き添いだ。

　ていうか、俺の場違い感、半はん端ぱないな……すみません、こんな奴やつが入り込んで。でも、いっぱい買い物すると思うから──。

「彼のサイズを」

「えっ!?」

「ただ今お持ちいたします」

　朋樹はエルンストとショップスタッフをきょろきょろと見比べ、やはり自分用の服を見み繕つくろっているのだと気づくと、エルンストに訴うつたえた。

「いらないって！　あなたのだと思ったから俺は──」

「念願だったんだ」

「は？　なにが？」

「おまえの服や小物を選ぶのが。伴はん侶りよに対してはそう思って当然──」

「わーっ、はん……反対なんてしてないし！　嬉うれしいなあっ！」

　誰にも聞かれなかっただろうかとドキドキする。伴侶だなんて、意味がわかって使っているのだろうか。いや、それはない。エルンストにとって朋樹は使用人だ。

　そんなこんなでエルンストのよくわからない欲求を満足させるべく、朋樹のワードローブは一気に充実させられた。しかしこんな高級品ばかりを、どこに着ていけばいいのだろうと途と方ほうに暮れる。

　半ば気が抜ぬけた状態で、別の階へ連れて行かれた。そこは日用雑貨──というにはやはり高級ブランドのショップが展開していたが、とにかく食器とか水回りの小物やインテリア、おしゃれな生活家電が飾かざられていた。

　こういうところのほうが、まだ見甲が斐いがある。特に調理器具や鍋なべなどは興きよう味み津しん々しんだ。

「さっきまでと顔つきが全然違う」

　エルンストは苦く笑しようしながら、朋樹を通路の先へ促うながした。

「あ、あれあると便利なんだよ。ぐるぐる回すと、オニオンスライスとかあっという間。厚みも調整できるし。キャベツの千切りなんて、芸術的なのができるから！　あっちの鍋は重いけど、それがいいんだ。密閉度が高いから、水なしでも野菜スープができちゃう」

　自分でも実演販はん売ばい士しのようだと思いながら、それでもセールストークが止まらない。息を吹ふき返したような朋樹の様子がおかしいのか、エルンストは声を上げて笑った。

「わかったわかった。お薦すすめ品は全部買うことにしよう。それと──」

　エルンストが立ち止まって、朋樹を振り返った。

「これをプレゼントしようと思って。シェフにはまず必要なものだろう？」

　ガラスケースの中に並んでいたのは、さまざまな用途別に並んだ包丁だった。

「うわ……すごい！」

　思わずガラスに張りついた朋樹に、エルンストの声が聞こえる。

「出して見せてもらうといい」

「あ、じゃあまずこれ！　それと……そっちのペティナイフも。あ、隣となりのも！　それから──」

　ふと朋樹はエルンストを振り返った。

「ほんとに？　いいの？」

「好きなだけ」

「ありがと！　あ、じゃあそっちのも。シリーズで全部見せてください」

　学校にも包丁は用意されているが、料理人を目指す者にとって、自前の道具は当たり前だ。みんな競きそうように揃えているし、次から次へといいものを持ってくる。

　朋樹も三徳と牛刀、出で刃ば、ペティナイフはどうにか手に入れたが、家庭用のちょっといい包丁というレベルだ。丁てい寧ねいに研といで、大事に使っているけれど、やはり元からいいものとの差は歴然としている。切れ味によって、素材の味が変わるということもあると思う。

　朋樹は悩なやみに悩み抜いて、和洋合わせて七本の包丁を選んだ。

「嬉しい！　ありがとう！」

「そんなに喜ばれると、贈おくった甲斐があるものだが……品物は予想外だったな。まあ、ありきたりよりは面おも白しろい」

　その後、新橋の料りよう亭ていで昼懐かい石せきを味わい、当初の予定どおりトスココとスーパー激安でまとめ買いをして、荷物満まん載さいのセダンで帰宅した。

　まずは日のあるうちに仔こ犬いぬたちを庭へ放し、その間に買ってきたものを片づけて、夕食の下ごしらえをする。

「っていっても、お刺さし身みだから切るだけなんだけどね。ほんとに生魚だいじょうぶ？」

「鮨すしも好きだぞ。さっそく包丁の切れ味を試ためしたいんだろう？」

　刺身用の柵さくを買い求めたところで、エルンストには読まれていたらしい。

「だってさあ、念願叶かなって手に入れたものは、すぐに使いたいだろ。あ……いい！　うわあ、これにしてよかった！」

　刃を滑すべらせるだけで美しい切り口を見せる中トロに、朋樹はウキウキしながら手を動かす。

「本当に可愛かわいいな、朋樹は」

　背中から腰こしを抱だかれて、朋樹はドキリと──いや、ギクリとした。

「あっ、危ないから！　これまでと違ちがってすごい切れ味だから、けがするよ！」

「俺も料理するのか？　朋樹にされるなら本ほん望もうだな」

　エルンストはまったく意に介かいさず、耳じ朶だに唇くちびるを押し当ててくる。

　な、なんだこれは！　新しん婚こん家庭か！

　そんなツッコミを心の中で返すけれど、包丁を置いてまで、エルンストを引きはがそうとは思わなかった。

　そ、それはまあ、相手は雇こ用よう主ぬしだし？　いろいろ買ってもらっちゃったし、なによりご主人さまの機き嫌げんを損そこねるわけにはいかないだろ。

　こんなにいい仕事先は他ほかにない。そう、だから何事にも甘んじるのだ。

　でも……ちゃんと俺のこと見てて、考えてくれたんだな。洋服ばかり買われたときはどうしようかと思ったけど、こうやって欲しかったものまで買ってくれた。

　メニューは季節の刺身とハマグリの吸い物、根菜の炊たき合わせに豆とう腐ふの田楽。仔犬たちにも刺身をおすそ分けして、和食を満まん喫きつした。

「後片づけはほどほどにして、早くおいで」

　キッチンの入り口で、エルンストが手招く。見ようによっては色気のある眼まな差ざしだが、朋樹はできるだけ時間を引き延ばした。

「先に始めてて。今、コーヒー淹いれるから。あ、水ようかん作ったから、切ろうか？」

「最初から見なければつまらないだろう」

　ここのところ、食後のくつろぎの時間は映画鑑かん賞しようになっている。それはそれでいいのだが、一昨日おとといはホラー映画だった。そうとは知らずに見ていた朋樹は、ゾンビが現れた瞬しゆん間かん、悲鳴を上げてエルンストにしがみついてしまい、ラストまで抱きかかえられるようにして過ごした。

　ホラーは二度と見ないと宣言した朋樹だが、エルンストは「なかなか楽しいじゃないか」と言っていたから、たぶん今夜もそういうセレクトなのだろう。

　なにが楽しいんだよ。俺の反応を楽しんでただけじゃないか。

　コーヒーカップを手にリビングへ行くと、天てん井じようから下がったプロジェクターに向いたソファにエルンストが、その脇わきのカウチにテオとレオがくっついて座っていた。

　仔犬たちも映画鑑賞に同席する。どうも見ているとしか思えない様子で、エキサイトするシーンでは腰を浮うかせ気味で見入っていたりする。しかしラストまでは持たずに、たいていそのまま眠ねむってしまっているのだが。

「ホラーはお断りだから。言ったよね、俺」

　睨にらむように見み据すえると、エルンストは肩かたを竦すくめた。

「朋樹に嫌きらわれたら困る」

　始まったのはクレイアニメで、身構えていた朋樹は拍ひよう子し抜ぬけした。

　なんだよ、子ども扱あつかいか？

　しかしセリフもないアニメに見入ってしまう。話の筋は、不時着した宇宙船に乗っていた宇宙人と少年の友情と別れだった。よくある展開というか、たしか昔、大ヒットした洋画があったと思う。朋樹は見ていないが。

　セリフがない分、集中して見ていたせいか、宇宙人と少年が別れるシーンでは図はからずも涙なみだが溢あふれてきた。ある意味、悲鳴を上げるよりも恥はずかしくて、隣のエルンストに気づかれないように必死に隠かくしていた。

　しかしエルンストはそっと朋樹の肩を抱き寄せて、頭を撫なでていた。たぶん泣いたのは気づかれていたはずだが、それに関してはなにも言わず、エンドマークが出て室内が暗くなった後も、ずっと撫でていてくれた。

　総じてエルンストに対する好感度は、日々高くなっていると認めないわけにはいかない。

　雇やとい主ぬしとしては申し分がない。太っ腹だし、細かいことは言わない。

　それは今さらなのだが、ひとりの男として、ベッドを共にする相手としての魅み力りよくがどんどん膨ふくらんでいく。

　とにかく朋樹に対して甘い。そして熱い。いまだに照れがある朋樹としては、ベッドでそうなのはかまわないのだ。自分もそのノリで盛り上がればいいのだから。

　しかし日常で抱きしめられたり、尻しりを撫でられたりすると、慌あわててしまう。条件反射で身体からだのほうがその気になってしまったりすると、非常にいたたまれない。

「だから！　尻を触さわるな！」

「こっちならいいのか？」

　するりと股こ間かんを撫でられて、朋樹は息を詰つめる。

「……今はその時間じゃないから。テオとレオのごはん作ってるんだよ」

「嫌いやか？」

　そう言われると返事に困る。だいたい触った感じで、朋樹の状態も知られてしまっているだろう。

「……嫌じゃない、けど……」

「それならいいだろう。仲なか睦むつまじいことは好ましい」

　仲睦まじい、って……こういう関係には使わないだろ。

　そういう言葉を平然と使うから、朋樹も振ふり回されてしまうのだ。仕事なのかそうじゃないのか、わからなくなりそうだ。










　その日は学校の実習室のガス点検が長引いて実習が中止になり、予定よりも二時間ほど早く帰宅した。

　せっかくだから、テオとレオと庭で遊んでやるかな。ボールが気に入ったみたいだもんな。

　最近は朋樹が百円ショップで買ってきたゴムボールで、奪うばい合うようにしてじゃれている。それがあまりにも激しいものだから、さすがのエルンストも室内でのボール遊びを禁止したくらいだ。

　たしかに夢中になりすぎてけがをされたら大事なので、その分、外で発散させてやりたい。

　あ、それとも洗ってやろうかな。今日は天気もいいし、まだ日が沈しずむまで時間があるし。

　そんなことを考えながら玄げん関かんを開けると、なんだかいつになく賑にぎやかだった。いや、賑やかというか、子どもの声がするような。

　お客さん……？

　これまでに来客があったことはないが、エルンストはたまに外出して誰だれかと会うこともあるようだ。たまたま今日は招いたということだろうか。

　それならお茶くらい出したほうがいいだろう。エルンストがそこまで気が回るとは思えない。

　小さな子がいるならジュースも必要だと、買い置きを頭の中で思い出しながら、朋樹は小走りにダイニングへ向かった。

　ん……？　リビングじゃなくてダイニング？　なんか食べてるのか？

　お持たせでもいただいているのだろうか。それにしても場所がダイニングなのは奇き妙みようだと思いながら、開いたままのドアからそっと中を窺うかがう。

　……えっ!?

　ダイニングテーブルの片かた隅すみで、エルンストと幼児がふたり、朋樹が用意していった昼食を食べていた。エルンストは定位置の主席だが、その両りよう隣どなりの椅い子すに膝ひざ立だちになった子どもたちが、手づかみでキッシュを頰ほお張ばっている。

　……だ、誰……？

　子どもの年ねん齢れいはよくわからないけれど、おそらく幼よう稚ち園えん児じくらいだろうか。どちらも金きん髪ぱつで、明らかに外国人の男児だ。しかもそっくりな顔をしている。

「おいしい！　おいしいね、パパ！」

　満面の笑えみで声を上げた幼児に、朋樹は仰ぎよう天てんする。

　パ……パパ!?

　エルンストはため息をつきながら、幼児の口の周りをナプキンで拭ぬぐっている。

「そう呼ぶなって言ってるだろう」

「あっ！」

　もうひとりが宙を見上げて叫さけび、くるりとこちらを振り返った。

　うわ、見つかった！

「ともきー！」

　幼児はキッシュを握にぎったまま椅子から飛び降りると、勢い余って転びそうになる。

「危ない！」

　慌てて駆かけ寄った朋樹と、もうひとりの出で遅おくれた幼児と、三人がぶつかり合う。というか、ふたりにタックルされた。　>>>♥

「朋樹！」

　エルンストが驚おどろき顔で腰こしを浮かせる。

「……は、早かったな」

「ともき！」

「わーい、ともきおかえりー！　ごはんおいしい！」

　飛び跳はねる子どもたちを抱かかえ込みながら、朋樹もまた呆ぼう然ぜんとエルンストを見上げた。

「……子どもがいたの」

「違ちがう！」

　いつも悠ゆう然ぜんとしたエルンストらしくもなく、食い気味に否定する。

「だって今、この子たちがパパって」

「ああもう、だからそんなふうに呼ぶなと言ったんだ。こうしているのは期間限定で、俺はおまえたちの親じゃない」

　期間限定？　ますます妙だと、朋樹は落ち着こうと努めながら聞き返す。

「じゃあ誰なんだよ、この子たち」

　どうにか立ち上がったが、両手に子どもがひとりずつぶら下がっている。

「ぼくテオー！」

「ぼくはレオだよー！」

「テ……？」

　仔こ犬いぬたちの名を名乗られて、朋樹は目を見開いたままエルンストを見つめた。悩なやましげに額に手を当てたエルンストが、しぶしぶと頷うなずく。

「そういうことだ」

「そ、そういうことって……全然わかんないんだけど!?　あ、そういやテオとレオは？」

「はあい、ぼく！」

「ぼくも！」

　朋樹の腕うでから滑すべり降りた子どもたちは、再び椅子によじ登って食事を始めた。

「ああ、慌てるな。よく嚙かんで食べるんだぞ。野菜もだ」

　まともな保護者っぽく指導するエルンストだが、朋樹はそれどころではない。いったいこの子たちは誰なのか。

「エルンスト、正直に言って。それと、小さい子に食べさせるなら、事前に知らせてよ。この子たち、アレルギーとかないの？」

「だから噓うそじゃない。こいつらはテオとレオだ」

「まだそんなこと言って──あっ！」

　子どものひとりが喉のどを詰まらせたらしく、悶もだえている。

　朋樹は慌ててグラスを摑つかみ、子どもを抱だきかかえるようにして、少しずつ水を飲ませた。幸いすぐに流れていったらしく、子どもは全身で息をつくと、けろりとして笑顔を見せた。

「ありがと、ともき！」

「ともきー、ぼくもおみずのむー」

「ああ、はいはい」

　もうひとりにも水を飲ませてやり、エルンストに向き直った。

「それで？　本当は誰？」

「だからテオとレオ」

「この子たちが犬だって？　ふざけるなよ。隠かくし子ごだって言われたほうが、まだ納なつ得とくがいく」

「それは違う！　断固として否定する」

「じゃあ、わかるように説明してよ」

　エルンストは息をつくと、朋樹の手を引いてリビングへ移動した。

　正直なところ、エルンストの言葉を疑っていた。いや、子どもが犬だというのはもちろんありえない話だが、エルンストの子どもではないということも。

　保護者もなしにあの年齢の子がここにいることも不自然だし、ふたりともエルンストにとても懐なついている。パパと呼んでもいたし。それに、どことなく面おも影かげがかぶるのだ。親子だと言われれば、なるほどと頷いてしまうくらいに。

　百歩譲ゆずって、離り婚こんした奥さんに引き取られた子どもとか、未み認にん知ちの隠し子とか……。

　そうだとしても、もちろん朋樹に口を挟はさむ権利はない。子どもを引き取るというなら、できる限りの世話をする。もちろん、エルンストが希望すればだが。

　母親込みで復ふく縁えんするというなら──それもありだろう。

　ただ、なんとなく──いや、けっこうショックだ……。

　そんなことを考えていると、ふいにエルンストが振ふり返った。

「ヴァラヴォルフという一族がいる」

「ヴァ……？　それって、犬種の名前じゃなかったか？　テオとレオの」

「朋樹がそう勘かん違ちがいしただけだ。ヴァラヴォルフは、テオとレオ、それに俺も含ふくめて、一族の名めい称しようだ。全世界で総勢百人足らず」

「少数民族……？」

　朋樹の問いに、エルンストはゆっくりと首を振った。

「わかりやすい言葉でいえば、人じん狼ろう。人間として暮らしているが、オオカミの姿にもなる」

「オ──……」

　薄うす暗ぐらいリビングで、逆光になったエルンストの双そう眸ぼうが、ありえなく光った。まるでそれ自体が光を発しているように。銀色の光を──。

　ぞくりと身体からだが震ふるえる。恐おそろしかったのではない。ふつうの人間ではないと言われて、すぐに信じられるような話ではない。

　その光が美しくて──なんだろう、見み惚とれた。エルンストと密着したときに感じる香かぐわしさのように、陶とう然ぜんとした。

「……う、噓だろ。そんなの、信じられない」

　どうにか我われに返って言い返すと、エルンストは苦く笑しようする。

「おまえに噓は言わない。まあ、すぐに信じられないのも当然かもしれないが」

　どことなくその顔ががっかりしているようにも見えて、朋樹は焦あせった。突とつ拍ぴよう子しもないことを言い出したのはエルンストのほうなのに、なぜそんな顔をされなければならないのか。まるで信じない朋樹のほうが悪いような気がしてくる。

「……だって……この二十一世紀の世の中で人狼って……狼おおかみ男おとこってことだろ？　昔話じゃあるまいし……」

　朋樹は必死に自分の正当性を訴うつたえようとした。

　それこそ現代でも、映画や小説では整合性を持って取り入れられたりするけれど、やはり現実的にはありえない話だ。

「残された文ぶん献けんを見る限りでは、祖先は中世には既すでに存在していた。折しも異い端たんに対する弾だん圧あつがきびしい時代で、素す性じようを隠して身をひそめ、血を繫つないでいったらしい。幸い一族の者に領主がいて、彼を中心に現代まで続いている」

　エルンストが語ったところによると、ヴァラヴォルフは人形と獣けもの形を己おのれの意思で変えることができる。自ら戦うことが多かった時代には、オオカミの姿になることで相手を倒たおすのに有利に働いたそうだが、近年はそういった事態もなく、ほぼ人間と変わらない生活をしているという。

「昔は気性の荒あらい暴君も存在したようだが、物理的な戦いの必要性がなくなるにつれて、ヴァラヴォルフの性質もずいぶんと穏おだやかになったと言われている。まあ、もともとオオカミの習性も、そう凶きよう暴ぼうなものではないだろう。あの時代に肉を主食とすれば、他ほかの生き物を狙ねらうしかないだけだし。あとは自分と仲間を守るために戦うくらいで、人間となんら変わらない」

　しかし変へん化げする他に、人心を操あやつる能力を持っているらしい。直接の戦いが減った代わりに、頭脳戦ともいうべき攻こう撃げき力を駆く使しして、今日まで生き長らえてきたのだという。

　エルンストの話にこれといった破は綻たんは見当たらないが、というか予想を超こえた内容を聞くだけで精いっぱいで、朋樹は反論のしようもなく目を瞠みはっていた。

「──というわけで、納得してもらえただろうか」

　首を傾かしげるエルンストに、朋樹ははっとしてかぶりを振った。

「しょ、証しよう拠こは!?」

「テオとレオの姿を見ただろう」

「そんなの！　仔犬たちを隠して、子どもを連れてきただけかもしれないじゃないか」

「そう言われても、あいつらはまだ自分の意思でうまく変化できないからな。獣形に戻もどるところを見せられるかどうか。だから急に人形でうろついていたらおまえが驚くだろうと、変化したときは部屋に閉じこもっていた」

　開かずの間はそのためのものだったのかと、朋樹は気づいた。

「じゃあ、エルンストは？　自由にオオカミになれるんだろ？」

　どういうわけか、エルンストの言い分を半ば信じ始めていて、今にも彼がオオカミの姿になるのだろうかとドキドキしていた。いや、それでもありえないだろうと思ってもいたけれど、なんというか、浮うき世よ離ばなれしたエルンストには信じ込ませるものがある。

「見たいのか？」

　エルンストの問いに、朋樹はこくこくと頷いてから、言い添そえた。

「興味とかそういうのじゃないから。納得させるならそうすべきだろって……はな、し……」

　エルンストの姿がぼうっと霞かすんで、朋樹は自分の目がどうかしてしまったのかと、瞬まばたきを繰くり返した。その間もエルンストから目を離すまいと凝ぎよう視ししていると、まるで映画かゲームのＣＧ画像のようにぐにゃりと姿が崩くずれ、代わりに別の影が浮き上がってきた。それはたちまち獣のような姿を象かたどって、気づいたときにはエルンストではなく、大型犬のような動物が佇たたずんでいた。

「……え？　ええっ？　……マジか……」

　その獣──エルンストの言葉を信じるならオオカミは、全身淡あわい色の毛に覆おおわれていた。銀色とも白ともちょっと違う、かすかに黄みを帯びた月の明かりのような、プラチナの長めの被ひ毛もう。鼻づらだけが黒く、瞳ひとみは灰色だった。そう、エルンストと同じ──。

　ふと獣の足もとに目を落とすと、先ほどまでエルンストが身に着けていた衣服が散らばっている。だとすれば、素すっ裸ぱだかのエルンストがここから逃にげ出したことになるが、朋樹は目を離したつもりはない。

「……エルンスト……？」

　そっと呟つぶやくと、獣は首を傾げるようにして朋樹を見上げた。　>>>♥

　引き寄せられるように近づいて、手を伸のばす。背中の毛は毛羽立つように粗あらい感かん触しよくだったが、襟えり巻まきのように豊かな首から胸むな元もとの毛は、ふかふかと柔やわらかかった。顔に手を移動させると、長い舌でぺろりと舐なめられる。

　……ほんとなんだ……。

　直感的にそう思った。タネのわからないマジックだと食い下がることも、まだできただろう。しかし獣の感触が、どうしようもなくエルンストを彷ほう彿ふつとさせたのだ。実際にはエルンストの滑なめらかな肌はだも、柔らかなプラチナブロンドも、まったく獣のそれとは違っていたにもかかわらず。

「……そうだったのか……」

　膝ひざから頽くずおれて両手をついた朋樹の前で、毛に覆おおわれた獣の肢あしがぐにゃりと歪ゆがんで人間の素足に変わった。

「納なつ得とくしたか？」

　声こわ音ねに顔を上げると、全ぜん裸らのエルンストが得意げに見下ろしていて、思わず朋樹は笑ってしまう。

「なんだよ、そのドヤ顔。マッパのくせに」

「さすがに服を着たままで変化はできない」

　エルンストは臆おくすることなく朋樹に手を差し伸べて、立ち上がらせた。

「これが俺──ヴァラヴォルフだ。今は一族の長おさをしている」

「本物の狼男なんだね……」

「恐ろしいか？」

　朋樹は首を振って、自分からエルンストに抱だきついた。

　まだ夢見心地ごこちなのかもしれないけれど、エルンストの正体を知っても、それが世に言うところの怪かい物ぶつであっても、怖こわくはなかったし、嫌いやだとも思わなかった。エルンストはエルンストだ。今日まで一いつ緒しよに暮らしてきて、朋樹が知りえたのがエルンストだ。

　むしろ、心臓がドキドキしている。あのきれいなオオカミがエルンストだと思うと、心が浮き立つようでさえある。

「なんでだろ……エルンストが狼男でよかった……」

　これまで以上にエルンストに惹ひかれていると、認めないわけにはいかない。

「それは幸いだ」

　低く囁ささやいた唇くちびるが額に落ちて、朋樹はエルンストを見上げる。

「人心を操る、って言ったよね？　もしかして、俺のことも操ってる……？」

「そんなことはしない」

　エルンストは即そく座ざに否定した。

　異形のものが人間にとって抗あらがいがたい魅み力りよくを持つというのも、ある意味テッパンではあるから、ではそういうことなのだろうか。

「おまえが惹かれているのは、俺たちが運命の相手だからだ」

　またそれか、と朋樹は苦笑する。

　自信たっぷりの落ち着いた声で、しかも情愛まで感じさせるような雰ふん囲い気きを作り出して甘かん言げんを囁くものだから、ただの人間に過ぎず、恋れん愛あいごとにも不慣れな朋樹は、わかっていてもときめいてしまう。真に受けるなと、朋樹がどれほど自分に言い聞かせているか、傍はた迷めい惑わくなエルンストは知っているのだろうか。

　運命の相手だっていうなら、一生離れられないんだよ？

　朋樹は胸の中でそう言い返しながら、今一度エルンストに抱きついた。

　いつもよりもエルンストの匂においを強く感じるのは、今しがたオオカミの姿になったからだろうか。朋樹を高こう揚ようさせ、一いつ瞬しゆんたりともエルンストと離れたくないと思わせる。

「愛いとしくてたまらない……」

　そう言って朋樹の髪かみに鼻先を埋うずめるエルンストに、朋樹の胸にせつなさが広がる。

　本気にしたくなるじゃないか……。










「ほんと、ごめんな。犬のエサなんか食べさせて。これからはちゃんとテオとレオの分も作るから」

　夕食の席で、朋樹は改めて人形のテオとレオに謝った。今夜はふたりのリクエストに応こたえて、チキンライスとハンバーグ、エビフライのお子さまランチ風だ。テレビの情報番組を見て、ずっと食べたかったらしい。

「あのごはんもおいしかったよ！」

「そう！　でも、ドッグフードはいやなの」

　口の周りをケチャップで染めながら、もりもりと食べる子どもたちに、朋樹も笑え顔がおを返す。

　念のためにエルンストに食材の確かく認にんをしたのだが、ヴァラヴォルフはタマネギもチョコレートも平気だそうだ。人間の食べ物はふつうに食べられるという。

　テオとレオは双ふた子ごだそうで、わけあって一族の子どもを一時的に預かっているのだという。使用人に過ぎない朋樹が詳くわしい事情を尋たずねるのははばかられ、現状をそのまま受け入れることにする。

　獣けもの形でも人形でもテオとレオは愛らしかったし、慕したって甘えてくれば、ますます可愛かわいい。ことに人間の姿だと、その辺の子役モデルなど裸足はだしで逃げ出す愛らしさだ。混じりっけのない金きん髪ぱつに、エメラルドのような色の瞳。西洋人らしくつんと尖とがった鼻と、まさにサクランボのような唇をしていた。見分けがつかないほどそっくりだが、テオは左目の下に小さなほくろがある。

「ほんと、可愛い顔してるよねー」

　朋樹が食事もそこそこに双子を眺ながめてため息をつくと、こちらはおとな用のフライの盛り合わせと牛肉のタルタルステーキを食べていたエルンストが片かた眉まゆを上げた。ちょっと不ふ機き嫌げんそうなのはどうしたのだろう。

「美び醜しゆうはともかく、この国で目立つのは想像がつく。基本的に外へ出るのは獣形のときだけにしていた」

　たしかにあっという間にスカウトが殺さつ到とうしそうだ。そこで美幼児が突とつ然ぜん獣に変わったりしたら、大おお騒さわぎになるだろう。ヴァラヴォルフの存そん亡ぼうの機にまで発展するかもしれない。

「そっかー。小さいのに我が慢まんしてえらいな」

「ゆうえんちいきたーい！」

「ぼくもー！」

　オオカミが遠とお吠ぼえをするように上を向いて叫さけぶ双子に、朋樹は慌あわてた。

「じゃあ、後で部屋で遊ぼう！　なにがいい？」

　晴れて開放となった開かずの間は、超ちよう絶ぜつに裕ゆう福ふくなお子さま部屋で、テオとレオの退たい屈くつを紛まぎらわせるべく、ありとあらゆるおもちゃが完備していた。

「やったあ！　ムーンレンジャーごっこ！　ぼくクレセントソルジャー！」

「ええーっ、ぼくもクレセントソルジャーがいい！　へんしんベルトもってるんだよ！」

　どうやらテレビの戦隊ものらしい。

「きみら、ベルトなんかなくてもすごい変身ができるじゃないか……」

　食事の後片づけもそのままに、朋樹はテオとレオに引っ張られて開かずの間改め子ども部屋へ行き、たっぷり二時間相手をさせられた。手持ち無ぶ沙さ汰ただったのか、後をついてきたエルンストは敵かたき役やく認定され、朋樹はどういうわけか、人ひと質じちかなにかの役を充あてられたらしい。役名らしいフュルスティンという名前の響ひびきが、ちょっと女っぽかったのは気になるが。

　最後に双子は揃そろって電池が切れたように床ゆかに倒たおれ込み、あっという間に仔こ犬いぬ、いや、仔オオカミの姿で寝ね息いきを立て始めた。

「寝落ちかよ」

　テオとレオをベッドに運びながら、朋樹はやはりこれではまだ人前に連れて行くのはむずかしいなと思った。朋樹がここにいる間に、遊園地に連れて行ってやれたらいいのだが。

「それにしても大変だね。いや、オオカミのときもパワフルに遊んでたけどさ、人間になっても元気なんだな。俺がいない間、相手してたの？」

「今日は特別だ。ふだんはもっとおとなしく遊んでるし、俺を誘さそったりしない」

　仏ぶつ頂ちよう面づらのエルンストに、朋樹は吹ふき出した。

「怖がられてたりして」

「まさか。俺がどうというより、朋樹が好きでたまらないんだろう」

　もちろん嫌きらわれるよりは好かれるほうが嬉うれしいが、子どもたちのストレートで裏のない好意はしっかりと朋樹にも伝わってきたから、改めてそう言われると照れてしまう。

「ははっ、なんかモテモテじゃない？　俺」

　そう言って子ども部屋のドアを閉めると、エルンストに手を引かれた。向かっているのは最さい奥おうの主しゆ寝しん室しつだ。

「……あ、まだ洗い物が残ってるし──」

「そうはいかない。あいつらに時間を取られたんだ。今度は俺の相手をしてもらう」

　エルンストもまた、はっきりと態度や言葉に表すほうで、これはヴァラヴォルフの性質なのだろうか。

「なんかやきもち焼いてるみたいなんですけど？」

「悪いか？　朋樹は俺の運命の相手だ。他ほかの男に渡わたすわけにはいかない。そうだろう、フュルスティン？」

「男って……子どもじゃないか。あ、そのなんとか言う名前はなんなの？　子どもたちも俺のことそう呼んでたけど」

　エルンストはふっと笑ってドアを開けると、朋樹を抱だき上げた。

「ドイツ語でお姫ひめさまのことだ」

「はあっ？　なにそれ？　それでお姫さま抱っこ？」

　エルンストのみならず幼児にまで女扱あつかいされたと知って、朋樹は吠えたが、エルンストに唇くちびるを奪うばわれると、たちまち力が抜ぬけていった。










　エルンストと双子の正体を知って以来、毎日がさらに楽しくなった。

　朋樹の帰りを待ちわびている双子と遊びながら家事をし、たまにはエルンストとふたりで外出もする。

　パンや菓か子しを焼く機会も増えて、冷蔵庫や食しよく卓たくには常に複数のそれらが並んでいる状態だが、見るたびに減っているのも嬉しい。

　今夜はチーズのパスタにしよう。この前、子どもたち大喜びだったし。エルンスト用には、トリュフを多めにスライスして……あとは牛のたたきと、サラダはなんにしよう？

　ちょっと奮発したチーズと黒トリュフを求めて、朋樹は学校帰りに高級スーパーへ足を向けた。

　ん……？　なんか……。

　ずらりと並んだ高級食材から目を上げ、周囲を見回す。視線を感じたような気がしたのだ。

　しかし店内は、上品そうな客が思い思いに買い物をしているだけだ。そもそも朋樹に注目する理由がない。

　気のせいだよな。

　スーパーを出た朋樹は、それでもなんとなく解放されたような気分で息をつき、通りの向こうに目を留めた。

　片側三車線の大通りで、なぜ気がついたのか自分でも不思議だ。しかしあれは間ま違ちがいなくエルンストだろう。

　すらりとした長身も、きらめくプラチナブロンドも、無造作に羽織った麻あさのジャケットも、いかにも彼らしい。

　しかし朋樹の目を瞠みはらせたのは、エルンストが女性連れだったことだ。黒こつ褐かつ色しよくの長い髪かみは自然なウェーブに波打ち、ほっそりとした背中を覆おおっている。それでいて斜ななめ後ろからも豊かな胸の膨ふくらみが窺うかがえた。

　エルンストが首を振ふると、女性がエルンストの腕うでを摑つかんだ。身体からだの角度が変わって、女性の横顔が見えた。背の高さやプロポーションから予想していたが、やはり外国人だ。しかもとびきりの美女だった。

　まるでロケでもしているかのようで、通り過ぎる人たちも遠巻きに注目している。それくらいふたりは似合いで、同じ空気を纏まとっていた。額がく縁ぶちで囲んだら、そのまま一いつ幅ぷくの絵になりそうだ。

　……誰だれ……？

　道路を隔へだてて呆ぼう然ぜんと立ち尽つくしていた朋樹は、ようやく疑問を押し出す。一度飛び出すと、その疑問はたちまち増ぞう殖しよくして、朋樹の頭を埋うめ尽くした。

　これまでに見たこともなければ、気配すら感じたこともない女性だ。しかしエルンストの知り合いなのは間違いなく、しかもふたりきりで会い、公衆の面前で臆おく面めんもなく手を握にぎるほど近しい。

　……恋こい人びと……なのかな……。

　そんな話は聞いたことがない。ずっと同じ家で暮らして、夜も一いつ緒しよにいた。朋樹が恥はずかしくなるくらい甘い言葉を囁ささやき、隙すきあらば触ふれてくるような毎日で──。

　でも俺は……雇やとわれ人だ。

　初めにそう契けい約やくした。実際に報ほう酬しゆうももらっている。

　エルンストがいくら朋樹を恋人扱いしているように見えても、そういう振る舞まいをしているだけではないと、どうして言い切れるだろう。

　朋樹とのことは遊び、と言って悪ければ、ギブアンドテイクの割り切った関係で、今会っている女性とつきあっていると考えたほうが、ずっと無理がない。

　そうだ。それがふつうで、当たり前じゃないか……。

　見た目もとびきりで、裕福でもあるエルンストが、色恋の相手に不自由するはずがない。誰だって魅み了りようされる。

　ヴァラヴォルフだったのは想像もしていなかったけれど、それだってなんの支障もないだろう。己おのれの意思で変へん化げは抑おさえられるのだし、ただの人間だと思い込ませておくのもわけはない。恋れん愛あいだって結けつ婚こんだって、望みのままだ。

　朋樹に気が向いたのはたまたまだったのだ。単身来日して、いつ獣けもの形になるともわからない子どもの面めん倒どうを見ながらの生活だったから、自重していたに過ぎない。雇うという形でそばに置いた朋樹だったから、ついでに自分の相手もさせることにしたのだろう。朋樹になら正体がばれてもダメージにはならない。逃にげられても痛手はない。引き止める必要もない。

　うわ……どんどん落ち込んできた……。

　いつの間にか項うな垂だれていた朋樹が顔を上げて目を向けると、あろうことか女性が涙なみだを流していた。

　え？　ええっ？　な、なに？

　他人ひと事ごとながらぎょっとして注視していると、女性は顔を両手で覆って本格的に泣き出した。　>>>♥しかしエルンストは慰なぐさめるでもなく腕組みまでして、女性を突つき放しているように見える。エルンストがなにか言うと、女性は踵きびすを返して駆かけ出した。

　どういうこと……？　彼女じゃないのか？　泣いてるのに……。

　エルンストは女性を呼び止めることもなく、反対方向に歩き出した。

　見ている限りでは、なにか訴うつたえていた女性をエルンストが冷たく拒こばんだようだ。いちばん考えられるのは女性を振ったということだが、それは当人同士の事情もあるだろうから置いておくとしても、エルンストがあんな態度をとったことが、朋樹には衝しよう撃げきだった。

　ヴァラヴォルフの長おさだというエルンストは、いかにも高い身分らしく、よく言えば高貴、場合によっては傲ごう慢まんだったりするけれど、冷たくされたことは一度もない。

　あんな非情な振る舞いができるのかと知って、朋樹は雑ざつ踏とうの中に紛まぎれていくエルンストを見送りながら、膝ひざが震ふるえてくるのを感じた。

　いつか自分もあんなふうに冷えた眼まな差ざしで見下ろされ、最後に背を向けられてしまうのだろうか。

　いつ……？

　明日あしたかもしれない。いや、これから帰ったらそうかもしれない。

　そんなことになったら、朋樹はどうしたらいいのだろう。

　先ほどまで毎日が楽しくてしかたがなかったのに、そんなものは跡あと形かたもなく消え失うせてしまった。

　拒きよ絶ぜつされたのは朋樹ではなくあの女性なのに、怖こわくてしかたがない。

　なにが怖い？

　自問の答えはすぐに返ってきた。

　エルンストに拒まれることが。エルンストが自分の前からいなくなってしまうことが。

　うすうす感じていた。そのたびに、そうではないと否定しようとしていた。

　しかしもう認めないわけにはいかない。いや、朋樹が認めなくても、事実は変わらない。

　……俺は……エルンストが好きなんだ……。

　しつこいくらいの甘い言葉も、情熱的な態度も、今はそれが嬉うれしくてときめく。夢を目指す朋樹を、見守るように応おう援えんしてくれるところも。エルンストがそばにいる──それが今の朋樹にとってどれほど頼たのもしく、こころ浮うき立つことか。

　すべては、エルンストに恋をしていたからだったのだ──。

　ことさら時間をかけて買い物をして帰宅すると、テオとレオはリビングの掃はき出し窓に張りつくようにして並んで外を見ていた。その様子は真しん剣けんそのもので、おかしくも可愛かわいらしい。

「テオ？　レオ？」

　呼びかけると、ようやく我われに返ったように飛び跳はねて、揃そろって振ふり返って駆かけ寄ってくる。

「おかえり、ともき！」

「おひるごはんおいしかった！　でも、もうおなかすいたの」

「ゆうごはんなあにー？」

「ただいま。今夜はチーズのパスタだよ。ふたりともなに見てたの？」

　朋樹は双ふた子ごの頭を撫なでながら尋たずね、キッチンへ向かう。しかしメニューに興奮したのか、その返答はなかった。

「チーズのパスタ！　だいすきー！」

「あとは牛のたたきとサラダ」

「おにくもすき！　サラダはちょっとすき」

「野菜も食べないとだめだなー」

　子どもたちがいたのは、本当に幸いだ。これでエルンストとふたりきりだったら、きっと朋樹のほうから自じ滅めつしていただろう。

　牛肉の下ごしらえを始めると、キッチンのドア口に影かげが立った。ギクリとして顔を上げると、先ほどとは違うリラックスした服装のエルンストがいた。とうに帰宅していたらしい。街で見かけていなかったら、ずっと在宅していたと思い込みそうだ。

「おかえり。遅おそかったな。心配してた」

　エルンストの微び笑しように、朋樹はぎこちなく笑えみを返す。

「た……ただいま。ちょっと買い物に時間かかっちゃった」

「では、今日の夕食はいつも以上に期待しよう」

　エルンストの姿が見えなくなると、テオがおかしそうに笑う。

「パパねえ、なんかいもそとをみにいってたの」

「そう、ともきおそいー、って」

　レオも同意してきゃっきゃと笑う。

「……ふ、ふうん……」

　そりゃまあ、腹を空すかせた子どもがいたら、気が気じゃないだろうし。今さらテレビディナーや、ましてやドッグフードじゃ納なつ得とくしないだろうしな。

　牛肉の塊かたまりに香こう辛しん料りようやハーブを擦すり込んでから、手早くサラダを作っていく。

「おてつだいするー！」

「ぼくもー！」

「はいはい。じゃあこの野菜を手でちぎって」

　夢中になって作業をする双子を監かん視ししながら、朋樹はチーズソースを作り始めた。みじん切りにしたタマネギを透すき通るまで炒いためて、スープで延ばしてから三種類のチーズを溶とかしていく。

　俺からなんて、なにも言えない……。

　本当はあの女性とどういう関係なのか、なにを話していたのか、知りたくてたまらないけれど、それで鬱うつ陶とうしがられたりしたら目も当てられない。

　そういえば、相変わらずパパって呼ぶんだよな。

　エルンストは違ちがうと言うけれど、否定材料はそれだけなのだ。逆を言えば親子だというれっきとした証しよう拠こもなくて、双子の呼びかけだけなのだが、噓うそもつけないような幼い子どもが、他人をパパと呼ぶだろうか。

　一緒に暮らしてる時点で、実の父親ってのが濃のう厚こうだよな、やっぱり。

　気になって、声を潜ひそめて双子に尋たずねる。

「お母さんはどこにいるの？」

　同じ顔がきょとんとしたのを見て、朋樹ははっとした。つい自分の疑問が抑えきれずに訊きいてしまったが、この年ごろの子どものそばに母親がいないということは、それなりの理由があるはずではないだろうか。最悪死別とかで、子どもたちの心を傷つけることになったらどうしたらいいのだろう。

　固かた唾ずを吞のんだ朋樹だったが、しかし双子はあっけらかんと答えた。

「ムッティ？　ムッティはね、ドイツにいるの」

「ム……？　ママってこと？」

「ママじゃないよ、ムッティ」

　テオとレオはムッティムッティと、歌うように言いながら、レタスをちぎる。

「ドイツ語かな？　そういやときどきドイツ語が出てくるけど、日本語もペラペラだよな。誰だれに教わったの？　エルンスト？」

「えー、わかんなーい」

「ぼくもわかんなーい」

　その質問に対しても、明確な答えは返ってこなかったが、とりあえず母親はちゃんと存在していて、その関係も良好なようだと、朋樹は胸を撫で下ろす。

「ねえ、パパー！　なんでぼくにほんごなの？」

「なんでー？」

「わわっ、しーっ！」

　慌あわてて子どもたちを止めようとしたがすでに遅く、リビングにいたらしいエルンストが顔を出した。

「日本語？」

「いや、なんでもなくて！」

　ていうか、母親のこと訊いたのも聞かれた？

　焦あせる朋樹に、エルンストは合が点てんがいったというように頷うなずいた。

「ああ、それもヴァラヴォルフの能力と言っていい。厳密には日本語を喋しやべっているわけではない」

「へ……？　いや、だって──」

　どう聞いても日本語だろう。日本語しかできない朋樹が会話しているのだから。

「相手の耳に、そう聞こえるようにしている。たとえばこうして話しているのも、横で英語を母国語とする者が聞いていれば、英語に聞こえる。朋樹が返す言葉は日本語だがな」

「……なんて便利っていうか、羨うらやましいっていうか……」

　呆あつ気けにとられる朋樹に、エルンストは苦笑した。

「子どもたちはまだ巧うまく扱あつかえないようで、ときどきドイツ語が交じる。発している言語はドイツ語だ」

　自動翻ほん訳やくソフトがインストールされているようなものだろうか。それでときどきバグが出る。あるいはソフトのクオリティがイマイチだとか。そういえば、エルンストもたまに妙みような日本語を使ったり、ことわざの意味を取り違えていたりする。

　考えてみると、ヴァラヴォルフについてを始めとして、まだまだ知らないことがたくさんあった。それでもエルンストを好きになってしまったのが不思議だ。

　もっと知りたいとも思う。しかし知ることで、自分がつらくなるのではないかとも思う。

「サラダはね、ぼくとレオがつくったの！」

「おいしいから、いっぱいたべなさい。おおきくなれるから！」

「俺はもう充じゆう分ぶん大きいから、三人で全部食べるといい」

「俺も!?」

　食しよく卓たくには笑顔が似合う。

　いつまでこんなふうにテーブルを囲めるのかわからないけれど、それまでは存分に楽しく過ごそう。そうするしかないのだと、朋樹は思った。

　夕食後、朋樹が後片づけをしている間にテオとレオは獣けもの形に変へん化げしてしまったらしく、二匹ひきで足もとをうろうろとしていた。そうかと思うと、カーテンを潜くぐって窓ガラスに鼻はなづらをくっつけ、遠とお吠ぼえをする。

「はい、お待たせ。どうしたんだ？　もう暗いから、外へは出られないよ」

　朋樹が濡ぬれた手を拭ふいて仔こオオカミたちに近づくと、二匹は前ぜん肢しで膝ひざに乗り上げて、頭を擦りつけてくる。

「眠ねむくなったかな？　ベッドへ行こうか」

　二匹を抱だき上げて階段を上がり、子ども部屋へ入った。一いつ緒しよに眠るので、ベッドはキングサイズが一台だが、獣形になっているとますますベッドが大きく見える。

　そっと二匹を下ろして身を起こそうとすると、袖そでを嚙かまれて引っ張られる。金色の目が訴うつたえかけるように朋樹を見上げていて、なんとも愛いとしさが込み上げてきた。

　なんだ、これ……？　母性本能っていうか、父性本能？　あ……もしかしてお母さんの話なんかしたから、恋こいしくさせちゃったのかな？

　クンクンと鼻を鳴らす仔オオカミたちを振ふり解ほどくなんてとてもできず、朋樹は一緒にベッドに横になった。争うように懐ふところに潜り込んできたテオとレオを両りよう腕うでで包むようにして、柔やわらかな毛並みをゆっくりと撫なでる。

「だいじょうぶだよ。そのうちお母さん──じゃなくてムッティだっけ？　会えるから。それまで俺で我が慢まんしてくれよ」

　獣形のときまで言葉を解するのかどうかわからないが、エルンストは理解していたように思う。双ふた子ごにも少しでも伝わっていたらいい。

　ついでに子こ守もり唄うたなんてものも歌ってみたが、歌詞もメロディも怪あやしいながら、どうにか最後まで終わらせてほっと息をつくと、仔オオカミたちはヘソ天になって寝ね入いっていた。

　足音を忍しのばせて廊ろう下かへ出ると、階下の明かりは消えていた。エルンストも自室に引き上げているらしい。

　再びそっと歩いて、主しゆ寝しん室しつのドアを開ける。

　……わ……。

　明かりを絞しぼった部屋の中、ゆったりと大きなソファにオオカミが眠っていた。静かな呼吸に上下する身体からだが、月明かりに照らされているようにひそやかにきらめく。

　なんてきれいなんだろう……。

　ヴァラヴォルフだと知ってから、オオカミの画像やその特とく徴ちようをパソコンで検けん索さくしたけれど、エルンストのように大きくて、美しい被ひ毛もうを持つ個体は見つからなかった。絶ぜつ滅めつしたというニホンオオカミなどは、その辺にいる雑種犬のようで、エルンストと比べるとずっと貧相だ。ハイイロオオカミやホッキョクオオカミの大きいものが八十キロほどになるそうだが、そのくらいはあるように見える。

　朋樹は引き寄せられるように近づいて、ソファの足もとに膝をついた。胸が高鳴る。美しい生き物を目にしたことの高こう揚ようなのかと思ったが、次し第だいに息苦しくなってきた。

　苦しい。けれど目が離はなせない。目だけでなく、距きよ離りも置きたくない。もっとそばにいたい。触ふれたい。

　そっと手を伸のばすと、ふわりと被毛に埋うもれる。

　……ああ……。

　朋樹は深いため息を洩もらしながら、エルンストの肩かたに顔を埋うずめた。

　今は人の姿ではないのに、朋樹を抱き返してくれる腕も、甘い言葉もないのに、どうしようもなく愛しい。人形だろうと獣形だろうと、自分はエルンストという存在を好きなのだと思い知る。

　先ほど双子にされたように、朋樹はエルンストの豊かな被毛に額を擦こすりつけて、堂々とした身体に両腕を回した。
















「ねえ、いこうよー」

「ともきー」

　テオとレオのおねだりはやまない。

　気を逸そらせようと手作りプリンを食べさせたが、訴えがやんだのは食べている間だけだった。

「でも今は人形だろ。目立ちすぎるよ。それに、エルンストにもダメだって言われてるし」

「だってブランコのりたいんだもん！」

「すべりだいも！」

「オオカミじゃできないよ」

「こうえんいきたーい！」

　テオとレオが人じん狼ろうだとわかって以来、それまではたまに連れて行っていた公園へも行かなくなってしまった。いきなり人間の姿になってしまったら、どうしたらいいのかわからないし、人に見られでもしたら言いわけのしようもない。

　それに獣の姿をしていても、リードをつけるのは抵てい抗こうがあった。しかし仔犬に見えようと、この辺で繫つながずに歩かせるわけにもいかない。

　そんな感じで最近は敷しき地ちの外に出ることもないので、さすがに退たい屈くつしているのはわかるし、不ふ憫びんだとも思う。

「今度エルンストがいるときに、車に乗せてもらってどこか行こう」

　エルンストは用事があるとかで、昼前から出かけてしまっている。それで納なつ得とくしてもらおうとしたのだが、双子は頰ほおを膨ふくらませた。こんなしぐさですら、抱だきしめたいくらい可愛かわいい。

「こんどっていつ？」

「いまからがいい」

　ヴァラヴォルフは人間と同じ歳としの数え方をするそうで、テオとレオは四歳だそうだ。ちなみにエルンストは三十三歳で、寿じゆ命みようもふつうの人間と変わらないという。人形基準で成長するため、仔オオカミの姿でいる期間が長い。

　それも気をつけなきゃってことだよな。あの家の仔犬はいつまで経たっても大きくならないわね、とか思われちゃうわけだ。

「俺ひとりじゃ、なにかあったら困るから」

「だいじょうぶ！」

「へんげしないから！」

　双子は得意げに胸を張るが、なんの根こん拠きよがあるのやら。しかしふたりがかりでねだられると、朋樹も弱い。

「きのうもできたもん！」

　昨夜、仔オオカミの姿で力んでいたので、トイレに行きたいのかと思っていたら、揃そろって人間の子どもに変化した。できたできたと全ぜん裸らではしゃぎ、走り回ったのには閉口したが、少しは制せい御ぎよできるようになったのかもしれない。

「……わかったよ。じゃあ一時間、いや、三十分な」

「いちじかんじゃなくて、さんじゅっぷんも！」

「わーい、さんじゅっぷん！」

　時間を減らされたのもわかっていないようだが、双子に急せかされて戸と締じまりをし、外へ出た。

　目指す公園は徒歩で五分ほどだから、様子がおかしいと思ったら、ふたりを抱かかえ上げて走ればいいだろう。

「手を繫いでなきゃダメだよ。車が来るから」

「くるま、のらない！」

「ブランコにのるの。すべりだいも！」

　平日の昼間とあって、さびれた児童公園は幸い無人だった。同年代の子どもがいたりしたら、興奮して手がつけられなくなっただろう。

「わーっ、ブランコ！」

「のるー！」

「ああっ、ちょっと待って！　転ぶなよ！」

　揃いのＴシャツとハーフパンツを身に着けたテオとレオは、物もの怖おじすることなくブランコに乗って、満面の笑えみを見せた。

「ともき、おして！」

「ぼくも！」

「よし、しっかり摑つかまってろよ」

　少しずつ背中を押してやると、きゃあきゃあ声を上げて喜ぶ。

「もっと！」

「もっといっぱいおしてー！」

「自分でも漕こいでごらん。足を使って。伸ばしてー、はい曲げて！」

　朋樹は正面に回って、近づいては遠くなる双子に笑顔を向けた。

　ああ、可愛いー！　あ、写メ撮とろう！

「テオ、レオ、こっち向いて──あれ!?」

　朋樹がスマホを出している間に、双子はブランコを降りて駆かけ出していた。

「すべりだいー！」

「レオがさきにすべるー！」

「待て！　勝手に行くな！」

　朋樹が追いついたときには、ふたりとも梯子はしごを上っていた。

「ともきもおいでー！　いっしょにすべろう！」

「レオがいちばん、テオがにばん、ともきがよんばんー！」

「三番が抜ぬけてる」

　朋樹が後に続いて梯子に足をかけると、上から「いくぞー！」と声がした。

「えっ、ちょっと待って！　滑すべり方わかるのか？　今、見るから──」

「きゃーっ！」

　楽しげな声だったが、朋樹は慌あわてて梯子を上る。その間にテオも滑ったらしい。

「おい、ちゃんとレオがどいてから滑ったのか？　まさか団子になって──」

　上から顔を出した朋樹は、滑り台の終点に固まっている双ふた子ごを見つけた。そのふたりに手を伸ばそうとしている男たちが三人──。

「誰だれだっ！　触さわるな！」

　男たちは外国人のようで、黒ずくめの格好がいかにも怪あやしげだ。いや、子どもに手を出している時点で怪しい。

　まさか変質者!?　ゆ、誘ゆう拐かい!?

　朋樹は滑り台を駆け下り、テオとレオをそれぞれ抱え上げようとする男たちに体当たりした。何語ともわからない怒ど声せいが飛ぶ。押しのけられ、蹴けり飛ばされ、顔面に拳こぶしが入ったような気もしたが、とにかく子どもたちを取り返そうと手を伸ばす。

　しかしお世辞にも武ぶ闘とう派はとは言えない朋樹の反はん撃げきは、敵にほとんどダメージを与あたえなかったようだ。逆に自由を奪うばわれ、猿さる轡ぐつわまで嚙かまされて、公園内を後ろ手に引きずられていく。先を進む男たちの腕に抱えられたテオとレオを必死に目で追うと、子どもたちは頭からすっぽりと布ぬの袋ぶくろを被かぶせられていた。

　……ひどい！　なんてことを……。

　思いきり身を揺ゆすって、考えつく限りの罵ば倒とうを吐はき出すが、もごもごとこもった呻うめきが洩もれるばかりだ。

　公園の外にはボディも窓も真っ黒のワゴンが停車していて、男たちは朋樹を後部席の足もとに押し込んだ。そこでドアは閉まりそうになったが、双子を抱えた男が悲鳴を上げる。どうやら嚙みつかれたらしい。男たちは双子もシートに投げ込むと、荒あら々あらしくドアを閉めた。

（テオ、レオ……！　けがはないか!?）

　言葉にならないとわかっていても、必死に呼びかけると、もぞもぞと袋を脱ぬぎ捨てた子どもたちが朋樹にしがみついてきた。

「だいじょうぶだよ！」

「ともきは？　あっ、しばられてる！　くちも……しゃべれないの？」

　助手席に座った男が、振ふり向いて怒鳴った。日本語じゃなくても、言っていることは想像がつく。黙だまっていろというのだろう。

　しかし、テオとレオは怯ひるむことなく言い返した。

「ともきをいじめちゃだめ！」

「これ、とってよ！」

　それに対し、男はふんと鼻を鳴らしてなにか呟つぶやいただけで、正面を向いた。

「ちびじゃないもん。おおきくなるもん」

「おやさいもたべてるんだから」

　ふたりは悔くやしそうに言って、朋樹の手と口を自由にしようと必死に手を動かす。

　双子と男のやり取りを聞いていると、言葉が通じているように思える。朋樹には男の外国語に対して、双子は日本語で返しているはずなのだが。そういえば、エルンストがそんなことを言っていたと思い出した。

　左右から小さなため息が吹ふきかかる。

「だめ、とれない」

「ともき、いたい？　ごめんね」

　涙なみだを浮うかべているテオとレオに、朋樹は猿轡のまま、できるだけ笑顔を見せた。

（俺は平気だから、気にするな。それより今は、じっとしてような）

　心の中まで読み取れるなんてことは期待していないが、双子は神しん妙みような顔で頷うなずいた。

「チャンスをまつんだよね」

「ムーンレンジャーも、てきにつかまったときはそうだもん」

　小声で顔を見合わせるテオとレオに、朋樹まで落ち着かされる気分だった。そうだ、きっと脱だつ出しゆつのチャンスはある。焦あせっていては、それを見み逃のがしてしまう。まずは状じよう況きようをしっかりと把は握あくすることだ。

　ワゴンの中に、男たちは三人。今は運転席と助手席と中列にひとりずつ。朋樹と双子は三列目に押し込まれている。双子は拘こう束そくされていないが、朋樹は荷物を結束する平たいゴムのようなもので後ろ手に縛しばられ、口には布で猿轡をされている。

　車の窓は内側からもスモークがかかっていて、外の様子はわからなかった。わずかに見えるフロントガラスからの景色は、次し第だいに建物が密集した街中から離はなれていっているようだ。

　問題は、どういう理由なのかってことだよな……。

　偶ぐう然ぜん見かけて攫さらったとは、まず考えられなかった。凌りよう辱じよく目的の誘拐だとしても、衝しよう動どう的なものではないだろう。三人がかりで、適した車やこまごまとした拘束具を用意している。計画的な犯行だと考えていい。

　その目的はなんなのか。テオとレオは文句なしに可愛かわいらしい子どもたちだが、これまでその姿を人目に晒さらしたことはほとんどないはずだ。そうすると本人たちそのものが目的とは考えられず、営利誘拐の可能性が高くなる。

　都心の一等地に建つ洋館に住む外国人──エルンストが裕ゆう福ふくだと知って、身みの代しろ金きん目当てに攫ったと考えるのが順当だろう。

　いや、待て。エルンストから金を引き出そうとしてたとしても、テオとレオのことはどうやって知ったんだ？

　先ほども考えたとおり、双子の存在は、近きん隣りんにも気づかれていないはずだ。しかし、こいつらは知っていたということになる。

　ずっと見張られてた……？

　朋樹ははっとした。なんらかの形で双子の存在を知っていたなら、獣けもの形の存在も目にしていたのではないだろうか。むしろ庭で遊び回っていた分、仔こオオカミを見かけていた可能性は高い。

　朋樹の懸け念ねんは、テオとレオが変へん化げしたところを見られたのではないかということだった。実際目にしたとしても信じられるものではないだろうが、それが二度三度と重なれば、認めざるを得なくなる。

　人じん狼ろうという存在に気づいた奴やつらが、金かね儲もうけのために攫ったと考えられはしないか。

　……冗じよう談だんじゃない。ふざけんなよ！

　たしかに姿を変えはするけれど、その他ほかにも特とく殊しゆな能力を持っているようだけれど、人間と同じように生活して、考えて、生きている。ヴァラヴォルフがなにをしたというのか。なんの迷めい惑わくもかけていない。

　ただ珍めずらしいから、金になるからというだけで誘拐したなら許せない。

　いつの間にかテオとレオは、二列目と三列目の間のフロアに挟はさまって横たわる朋樹に、覆おおい被さるようにして寝ね息いきを立てていた。小さな手が、しっかりと朋樹のシャツを握にぎりしめている。

　……絶対助けてやるからな。

　朋樹はシートの背もたれを睨にらみつけた。










　小一時間して車は舗ほ装そうされていないらしい道に乗り上げ、しばらく進んで停とまった。男たちが次々に車を降りる間に、双子が目を覚ます。

「ここ、どこ？」

「ムッティは？」

　荒々しくスライドドアが開き、テオとレオはつまみ上げるようにして男の小こ脇わきに抱かかえられた。

「いやーっ！」

　嘲あざけるような笑い声がそれに応こたえる。カッとなって起き上がろうとした朋樹は、それより早く男に引っ張り起こされ、足を踏ふん張る暇ひまもなく車から引きずり出された。

　草が生おい茂しげった空き地で、奥に倉庫のような建物が見える。明らかに廃はい屋おくだろう。周囲は畑と雑木林で、東京西部か埼玉県の農地と思われた。

　くそう、どこだよ？

　多少声を上げても暴れても、そもそも人ひと気けがなく、気づかれる範はん囲いにも人家が見当たらない。それでも必死に身を捩よじったが、けっきょく建物へ連れ込まれて、分厚い鉄てつ扉ぴのある部屋の中へ押し込まれた。唯ゆい一いつ幸いだったのは、双子と一いつ緒しよだったことだろう。

　男たちは何事か言い捨ててドアを閉め、鍵かぎをかけていった。

　物置のような部屋らしく、窓は高い場所にふたつ、外側に柵さくがついているのが見えた。コンクリート敷じきの床ゆかはじめっとしていて埃ほこりっぽく、折り畳たたみの長机や、パイプ椅い子すなどが散乱している。

　朋樹はしたたかに打ちつけた腰こしの痛みをこらえて、まずは長机の角に頰ほおを擦こすりつけて、猿さる轡ぐつわを落とした。

「テオ、レオ、けがはないか？」

「だいじょうぶ！　ともきは？」

「俺は平気だよ。今、これも外すから……」

　黒い平ゴムのバンドを長机の脚あしに引っかけて、思いきり引っ張る。

「ともき！　がんばって！」

「うーんっ！」

「わ、笑わせないで……」

　血流が止まるのではないか、その前に腕うでがちぎれるのではないかと思うくらい引っ張って、わずかに生じた隙すき間まから、これまた別方向に力を加え、ようやく片手が抜ぬけた。そこからはあっという間にゴムを解いて、自由を取り戻もどす。

「やったあ！」

　飛び跳はねて喜ぶ双ふた子ごを静かにさせて、思いきりふたりを抱だきしめた。

「応おう援えんありがと。ふたりともよく我が慢まんしたな。絶対帰れるから、心配するなよ」

「ぼくもたたかう！」

「ぼくも！　ぼくクレセントソルジャー！」

「ええーっ、ぼくだよ！」

「しーっ！　静かに！」

　朋樹は人差し指を口の前で立てて、双子を落ち着かせた。

「さっそくソルジャーたちに尋たずねたいことがある。あいつら、なにか言ってた？　誰だれかの名前とか」

　テオとレオはむずかしい顔をして首を捻ひねる。いちいちしぐさが愛らしくて、なんとしてもふたりを助け出したいと、再度思った。

　それに……俺もエルンストに会いたい……。

　まずは勝手に出かけたことと、こんな事態を引き起こしたことを謝らなければならない。許してもらえないかもしれないけれど、とにかく謝りたい。

　そして、叶かなうことならもう一度だけハグしたい。

「……あ！　あのね、トーマス」

「トーマス……？　誰？　あいつらの名前？」

「ううん、トーマスはね、パパがきらいなの」

「パパって……エルンスト？」

「そう！　けんかするの」

「いっつもまけるの」

　け、けんかってどんな？　負けるって、どっちが？

　重要な話なのかもしれないが、さすがに年とし端はもいかない子どもの説明では、うまく内容が把は握あくできない。

「トーマスは三人の中にはいないわけだな？」

「ちがうの。トーマスはライバルで、ムッティが好きだったんだって」

　また新たな関係者が……しかもこいつらのママかよ。ってことは……さ、三角関係……とか？

　詮せん索さくしていいものかどうか、朋樹は迷った。双子の説明で真相がわかるとも思えなかったし、自分が落ち込むような事実が見つかるのもつらい。特に今は、士気を下げるわけにはいかないのだ。

「でもムッティはファティがだいすきだから」

「ねー」

　ええっ!?　どういうこと!?　ファティって誰だれ!?

　これ以上複雑になるようなら、もう朋樹の手に負えない。ことに非常時の今は考えられない。

「わ……わかった、ありがと。とにかく逃にげることだけ考えればいいな」

　扉とびらの向こうに男たちの気配がないのを確かめると、朋樹はパイプ椅子を壁かべ際ぎわに引き寄せ、足をかけて窓に手を伸のばした。鍵は難なく開いて、窓も開く。外の様子を窺うかがうと、裏手に位置するらしく、崩くずれかけたブロック塀べいが一メートルほど先に広がっていた。その向こうは、雑草の繁しげる空き地だ。

　柵があるから俺は無理だけど、子どもたちならなんとか……いや、だめか。

　こんなところでは、外に出られても逃げられないだろう。見つかったら連れ戻されるのがオチだ。いや、もとどおりならまだしも、別室に移されてしまったらどうしようもない。

　そもそも柵を抜けられたとして、地面まではどのくらいの高さがあるのか。けがをしたらどうする。

「そこからでるの？」

「ぼくもおそとみたい！」

　退たい屈くつしたらしいふたりにせがまれて、朋樹は子どもたちを抱き上げて窓の外を見せた。

　それにしても双子が落ち着いてくれているので助かる。この肝きもの据すわり具合も、特別なヴァラヴォルフたる所以ゆえんだろうか。

「ひろーい！」

「あ、とりさん！」

　はしゃぐふたりを後ろから覗のぞく限り、いくら幼児でも柵の隙間から出るのはサイズ的に不可能のようだ。

　やっぱりだめだな……。とすると、ドアを開けたときが唯一のチャンスってことか。

　しかしそれはいつで、どういう状じよう況きようになるのだろう。男ひとりならどうにかできるかもしれないが、たぶんすぐに加勢がある。朋樹たちを拉ら致ちした三人以外がいないとも限らない。身を守る武器のひとつもないのに、どうやって立ち向かえばいいのだろう。

　ああ、せめてペティナイフだけでもあったら！

　エルンストに買ってもらった包丁一式は、それはそれは切れ味がよく、それまで以上に毎日の調理が楽しくなった。いっそう気合いが入るせいか、子どもたちもエルンストも美味おいしい美味しいと褒ほめてくれて、よく食べてくれて。

　今日だって牛ロースの塊かたまり肉を切って、ビーフストロガノフにするつもりだったんだよ。完全に解かい凍とうする前に切りたかったのに……。

「おなかすいたー」

「ぼくもー。ともき、きょうのごはんはなあに？」

　折り畳まれたカーペットの上で、壁に背中をもたせて足を投げ出したテオとレオが、両脇から朋樹を見上げる。

「えっ、そうだな……」

　もうすぐ夕暮れになる。朋樹たちをここに閉じ込めて、これからどうするつもりなのだろう。考えられるとしたら、双子の言うトーマスとやらに引き渡わたされるのだろうけれど、それはいつなのか。一時間後か、それとも明日あしたか。

　まさか……それまで食事も出さないつもりか？　冗じよう談だんじゃない。遊んで駆かけ回ってるところを攫さらわれたんだぞ。喉のどだって渇かわいてるはずで……。

　朋樹ははっとして立ち上がると、ドアに駆け寄って拳こぶしで叩たたいた。

「誰か！　開けてくれ！　子どもたちが腹を空すかせてる！　なんでもいいから食べ物を、せめて水をくれ！」

　テオとレオもいつの間にか一緒になってドアを叩いていた。

「あけてー！」

「ごはんとおみずー！」

　今のところふたりとも元気なのが救いだ。しかしこのままでは、そう持たないのは想像がつく。

　ほどなくしてドアの向こうから怒ど声せいが聞こえた。言葉がわからない分、それに姿も見えない分、気け圧おされることもなく、また怯ひるんでいる場合でもなく、朋樹はさらに声を上げた。

「食べ物と飲み物！　とにかく寄よ越こしてくれ！」

　鍵かぎを開ける音に、朋樹は立ちすくむ。

　しまった。なにか武器になるものを持っておくんだった。でもなにを？　椅子くらいしか……今から取りに行って間に合うか？

　一いつ瞬しゆんの間に慌あわてて考えを巡めぐらせたが、ドアノブが回るのを見て、とっさに行動したのは双子を抱き寄せることだった。

　ドアが開き、先ほどの男のひとりが顔を出す。キャップを目ま深ぶかに被かぶり、サングラスをかけている。頰から口の周りは、茶ちや褐かつ色しよくのひげに覆おおわれていた。縦も横も朋樹よりふた回りは大きい。

　男は拘こう束そくを解いた朋樹を見て一瞬ぎょっとした様子だったが、すぐにせせら笑った。おそらく自由になったところで取るに足らないと思ったのだろう。短くなにかを言うと、コンビニのビニール袋ぶくろを突つき出した。朋樹はそれを受け取りしなに、袋を破く。

「あっ……！」

　男と双ふた子ごが声を上げると同時に、ペットボトルやサンドイッチの包みが床ゆかに散らばった。男の視線が落ちたのを見て、朋樹は思いきり体当たりをかます。

「ウッ……！」

　しかし圧あつ倒とう的てきなウエイトの差か、男はわずかに顔をしかめてよろめいただけだった。しかもドア枠わくにぶつかった反動で、朋樹のほうへ迫せまってくる。

　男は口元を歪ゆがめて何事か呟つぶやくと、拳を振ふり上げた。

「……っ！」

「ともきー！」

　逃げる間もなく頰ほおに衝しよう撃げきが走り、勢い余って床に倒たおれ込む。

「けんかしちゃだめー！」

「ともきをいじめるな！」

　駆け寄ってくる双子の叫さけび声の向こうでドアが軋きしみを上げ、無情な施せ錠じようの音が響ひびいた。

　……くっそー、やっぱりドラマみたいにはいかないか……。

「ともき！　だいじょうぶ!?　いたい!?」

「あかくなってる！」

　顔全体を覆う痺しびれが痛みへと変わっていくのを感じながら目を開けると、テオとレオが泣きながら覗き込んでいた。

　ああ、なんてカッコ悪いんだ、俺……それにごめん、泣かせて……。

「……だいじょうぶだよ。くそう、敵も手ごわいな」

　双子の涙なみだを拭ぬぐってやりながら、痛みをこらえて無理に笑ってみせる。

「けど、食料は手に入ったぞ。さあ、食べよう」

　食べ物を前にするといつも目を輝かがやかせて夢中になるふたりだが、すっかり萎しおれてしまっている。さすがに目の前で人が殴なぐられるところを見たのはショックだったのだろう。

　朋樹はそっと頰に手をやるが、出血はしていないようだ。鏡もないのでどんな様子かわからないけれど、まだ腫はれてもいない。それでも髪かみでできるだけ顔を隠かくすようにして、子どもたちに飲み物とサンドイッチを手渡した。

「まあ、俺の手作りには遠く及およばないだろうけど、食べな。腹が減っては戦いくさができない、って言葉もあるんだよ」

　ペットボトルの水を飲んで、もそもそとサンドイッチを齧かじっていた双子だったが、次し第だいに食欲が湧わいてきたのか、口の動きが大きくなってきた。

「チーズとハム、おいしい！」

「ツナ、すきー！」

　朋樹は見守りながら水を飲んだが、口の中が切れていたらしく、染しみて顔をしかめそうになる。

「これも食べていいよ。ふたりで半分ずつな」

　残っていたサンドイッチの包みを差し出すと、テオとレオは顔を見合わせた後で、ふるふると首を振った。

「ともきのサンドイッチだもん」

「いっこずつだよ」

「いいんだよ、俺はお腹なか空いてないから。ふたりとも今日はいっぱい遊んだだろ。だからいっぱい食べないと」

「ブランコ、たのしかったあ」

「すべりだいも。でも……」

　攫われた瞬間を思い出したのか、表情が曇くもりそうになったのを、朋樹は慌てて気を逸そらせようとした。

「他ほかにもあっただろ。ほら、あの長い板のやつ。あれ、シーソーっていうんだぞ。両りよう端はしに座ると、こんなふうに上がったり下がったり──」

「それものる！」

「のりたーい！」

「うん、また行こうな。あと、ジャングルジムっていうのがあって──」

　満腹になったらしい双子は、話しているうちにうとうととし始めた。外はずいぶんと暗くなっている。今夜はこのまま動きはないのだろうか。

　エルンスト……もう帰ってるよな……。

　姿が見えない朋樹たちのことを、じりじりして待っているだろうか。それとも異変に気づいて、探しているだろうか。

　スマホと財さい布ふと家の鍵は、車に乗るときに奪うばわれていた。せめて男たちがここまで持ち込んでいれば、追つい跡せきできるかもしれないが、敵もそこまで間ま抜ぬけではないだろう。

　明日までこのままなら、夜のうちになんとかするしかないんじゃないか……？

　明日どうなるかわからないのだ。それなら多少の危険と引き換かえにしても、せめて子どもたちだけは脱だつ出しゆつさせるべきなのでは。

　朋樹は双子を両りよう脇わきに抱だき寄せたまま、窓を見上げた。このままでは誰だれも出られないのは確かく認にん済みだ。しかし、テオとレオは変へん化げできる。仔こオオカミのサイズなら、柵さくの隙すき間まをすり抜けることも可能だろう。身体能力も獣けものと同じようになるようだから、飛び降りても逃にげられなくなるほどのダメージは受けない──と思う。

　他になにか使えるものがないか見回すと、カーペットの間からビニールロープを見つけた。これを仔オオカミに結んで窓から下ろし、解けるようにしておけば、じゃまにならずに逃げだせるのではないか。

「テオ、レオ、起きて！」

　仮か眠みんをとったのを見計らって、朋樹は双子を起こした。

「オオカミになって、あの窓から出るんだ。変化して！」

　最初は寝ね起おきでぼんやりとしていたテオとレオだが、続けて朋樹がてきめんの呪じゆ文もんを唱えると俄が然ぜん乗り気になった。

「変身ベルトはないけど、オオカミになれるじゃないか！　ふたりともヴァラヴォルフのソルジャーだろ！」

「クレセントソルジャー！」

「へんしーん！」

　双子はそれぞれヒーローになりきって、変身ポーズを繰くり出す。見守る朋樹のほうも、大きく頷うなずいて拳こぶしを握にぎりしめた。

「へんしーん！　……あれ？」

「クレセントソルジャーになれない！　なんで？」

「いや、今はクレセントソルジャーじゃなくて、オオカミになってくれればいいんだって。できるだろ？　昨日みたいに」

　内心焦あせりながらも、子どもたちのやる気を削そがないようにおだてる。

　テオとレオは握り拳を作って、中ちゆう腰ごしで力を込め、唸うなっている。昨日はオオカミから人間の姿への変化だったが、やはり同じようなポーズになるらしい。

「うーんっ！　……はあはあ、できないー……」

「ともき、どうやるのー？」

「お、俺に訊きかれても……」

　それでも何度かトライしていたが、やがてふたりとも座り込んでしまった。うっすらと汗あせもかいているようだ。

　……やっぱ無理か……。

　成長するにつれてコントロールが利きくようになるのだと、エルンストも言っていた。一度くらいでは、まだまだコツも摑つかんでいないのだろう。

「ごめんね、ともき」

「できないよー」

　べそをかくテオとレオを、朋樹は両りよう腕うでで抱きしめた。

「謝ることなんかない。俺のほうこそ、無理を言ってごめんな。疲つかれただろ。さあ、今夜はもう寝ようか」

　子どもたちを両脇に抱かかえるようにして、カーペットの上に横たわる。

　埃ほこりまみれでぼんやりとした明かりを落とす天てん井じようの蛍けい光こう灯とうを見上げ、朋樹は双子に気取られないようにため息を吞のみ込んだ。

　せめてふたりだけでも逃がそうという目もく論ろ見みは潰ついえた。ならば一いつ緒しよに逃げるしかない。そんなことができるのだろうかという思いはあるけれど、諦あきらめてしまったらこのままだ。

　できないじゃない。やるんだよ。

　遅おそくとも明日あしたの朝にはドアが開くはずだ。先ほどのように食事を持ってくるか、連れ出されるか。食べ物を運んでくるだけなら、ひとりと仮定しよう。朋樹が反はん撃げきに出たけれど、あえなく返り討うちにされたから、プライドのある男なら援えん軍ぐんを連れてくることはないだろう。

　あのロープで罠わなを作るのはどうだろう。輪を作って、片足だけでも引っかかってくれれば……いや、ドアの前に張っておいて、躓つまずかせる？　ああ、椅い子すやテーブルを積み上げておいて、入ってきたと同時に崩くずすとか。

　子どもだましかもしれないが、使えるものを使ってできる限りのことを試ためすしかない。テオとレオの寝息を聞きながら策を練っていると、足音が聞こえた。

　ええっ、まだ準備してないのに！

　複数の足音だと気づいて、朋樹は緊きん張ちよう感かんに見み舞まわれる。思わず子どもたちを抱く手に力が入り、双ふた子ごがぐずる声を上げた。

　息を詰つめて凝ぎよう視ししていたドアノブが開かい錠じようの音を響ひびかせ、ぐるりと回った。ドアが開く。敵は倍ほどに増えていて、朋樹は絶望の呻うめきを抑おさえきれなかった。

　くそう、他にも仲間がいたのか……。

　ぞろぞろと半分ほどが入ってきて、後ずさる朋樹からテオとレオを奪おうとする。

「やだっ！　ともきといるの！」

「トーマスのとこなんかいかない！」

「近づくな！　テオ！　レオ！」

　早口の外国語で罵ば倒とうされ、またしても殴なぐられると思ったとき──。

「ウワアアアッ！」

　ドア口に立っていた男たちが絶ぜつ叫きようした。朋樹が揉もみ合う男たちの間から目を向けると、そこには男たちを攻こう撃げきする獣の姿があった。獣は二頭──白とグレーの毛並みと、月明かりのようなプラチナの──。

「エルンスト……！」

　男たちは次々に手や足を嚙かまれ、床ゆかを転がった。状じよう況きようを吞み込めずに、朋樹たちに手をかけたまま呆ぼう然ぜんと立ち尽つくす男たちにもオオカミが襲おそいかかる。

　あちこちから叫さけび声が上がったのはわずかの時間で、気づけば敵はすべて床に倒たおれ、さらにいつの間に駆かけつけたのか、複数の新たな外国人が男たちを縛しばり上げていた。

　座り込んだままその手て際ぎわのよさに見み惚とれていた朋樹は、頰ほおを舐なめられた感かん触しよくに視線を動かす。間近にプラチナの被ひ毛もうを持つ、大きなオオカミがいた。

「……エルンスト……」

　……来てくれた。助けに来てくれた……。

　信じられなくて、でも嬉うれしくて、子どもたちを危険な目に遭あわせて申しわけないとか、許してくれるだろうかとか、さまざまなことが頭の中を駆け巡めぐる。それなのに身体からだは思うように動かなくて、震ふるえながらゆっくりとオオカミの首に手を回した。

　温かく柔やわらかな感触に、ずっと耐たえてきた緊張感が解ける。

「エルンスト……！　会いたかった……」　>>>♥

　濡ぬれた鼻先が首筋に擦こすりつけられ、温かな息がそれを乾かわかす。かすかな唸り声が、まるで人間のときのように抱きしめられないと苛いら立だっているように聞こえたのは、朋樹の勝手な想像だろうか。

　しかし、オオカミは焦じれたように前ぜん肢しを踏ふみ鳴らしている。なにが言いたいのだろう。

「失礼──」

　ふいに明確な言葉が聞こえて、朋樹ははっとして顔を上げた。声の主は、五人の外国人のひとりだった。全員がきちんとスーツに身を包み、一見してエリートビジネスマンのような面々だ。

「お迎むかえが遅おくれて申しわけありませんでした。我われ々われはヴァラヴォルフ一族で、シュヴァルツェンベック卿きように仕える者です」

「しゅ……？」

「ああ、そちらのエルンストさまです」

「クラウス！」

「クラウスだ！　あのね、おなかすいたの」

　双子が我先にと走り寄るのを、斜ななめ後ろに立っていたいちばん若く見える青年が両手で抱だき上げる。

「お元気でしたか？　もちろんちゃんとご用意してありますよ。先にクラウスとあちらへまいりましょう」

「あ──」

　思わず呼び止めそうになった朋樹を、リーダーらしき外国人が制した。

「ご心配なく。敵はすべて捕とらえました。王子たちは先に車にご案内します」

「エドガー──」

「え？　わっ、エルンスト……！」

　耳慣れた声に目を向けると、傍かたわらにいたはずのオオカミは、いつの間にか全ぜん裸らの人間に変わっていた。朋樹はそのまま抱きしめられそうになったが、待ったの声がかかった。

「……卿、お控ひかえください。ここに着き替がえがありますから」

　リーダー──エドガーの指示で、他ほかの外国人がシャツを広げながらエルンストに走り寄る。朋樹は狼狽うろたえて、エルンストから目を逸そらした。

「べつにどうということはないだろう。変へん化げすれば裸はだかなのは当たり前だ。それに朋樹だって見慣れている」

「そっ、そんなことないし！」

　反射的に振ふり返って言い返すと、エルンストはふたりがかりで着替えを手伝ってもらっていた。おとななんだから自分でやれ、と言うにはあまりにも自然で、きっと本国ではそういう暮らしをしていたのだろうと想像がつく。

　もうひとり、部屋の隅すみで着替えている男がいて、おそらく彼が白とグレーの毛並みのオオカミだったのだろう。

「実行犯は六人、しかもすべて詳くわしい事情を把は握あくしていない、金目当てのただの雇やとわれ者のようです。舐められたものですね」

　エドガーの言葉に、エルンストは、ふんと鼻を鳴らした。

　朋樹ははっとして口を開く。

「そういえばトーマスがどうとか、子どもたちが言ってたけど……」

「やはりフローマー卿ですか」

　エドガーがため息をつきながら額に指を当てる。

「まあ、これではっきりしたわけですが……どうなさいますか？」

　フローマー卿……？　また新しい関係者か？

　耳慣れない名前が次々と登場して、朋樹は混乱しそうだ。

「どうするもなにも、子どもたちを守るのが第一の使命だ。無事奪だつ還かんした今、これ以上できることはない。まあ、トーマスの名が出たということで、こちらが犯行を知っているという抑よく止しにはなるだろう」

「証しよう拠こはないと、とぼけられそうな気はしますが……では、この者たちはこのまま放置してよろしいですか？　記き憶おくは消してあります」

　エドガーの言葉に視線を移すと、拘こう束そくされた男たちはみな眠ねむっていた。エルンストたちオオカミに嚙まれ、眠れるような状況ではないと思うのだが、これもまたヴァラヴォルフの特別な力なのだろうか。

　そういえば、人心を操あやつれるようなことも言ってたし……。

「雑魚ざこだ、放ほうっておけ──と言いたいところだが──」

　エルンストは部屋の真ん中で折り重なり、正体をなくしている男たちに歩み寄った。

「朋樹、どいつだ？」

「え……？」

　エルンストが鋭するどい眼まな差ざしで振り返る。蛍けい光こう灯とうの弱い明かりを吸収し、何倍にも強く跳はね返す双そう眸ぼうは、銀色に爛らん々らんと光っていた。

　落ち着いているように見えたけれど、先ほどのオオカミの姿での獰どう猛もうさを、まだ大きく余よ韻いんに残しているようだ。少しも躊躇ためらうことなく男たちに襲いかかり、牙きばを立てた──そう、まぎれもなく獣けものの行動だった。

　しかしそれを目まの当たりにしても、朋樹は恐おそろしいとは思わなかった。たしかに今、自分は震えているけれど、それは怖こわいからではない。

　魅み了りようされているのだ。この美しくて強い生き物に。逃にげるどころかむしろ触ふれたくて、もし自分もまた牙を剝むかれ、その爪つめに切り裂さかれるとしても、きっと恍こう惚こつとして受け入れるだろうくらいに──。

「朋樹？　おまえを殴ったのは、どの男かと訊きいている」

「え……？　あ……え？　なんで？」

　我に返った朋樹が尋たずねると、エルンストは犬歯が見えるほど口を歪ゆがませた。

「知れたこと。そいつだけは、ただで済ませるわけにいかない」

　吐はき捨てるような口調に、朋樹は慌あわてた。

「ただで済まさないって……さっきこれ以上なにもしないって言ったじゃないか！」

「それは別件だ。おまえを傷つけられて、黙だまっていられると思うか？　伴はん侶りよへの危害は、俺に対するのと同じ、いや、それ以上だ。さあ、教えろ」

「うわーっ、やめて！　だいたい誰だれだか忘れちゃったし！　外国人の顔って、憶おぼえられないんだよね。あ、エルンストくらい美形だと忘れられないんだけど、もちろん！　あっ、ていうかエルンスト！　また日本語間ま違ちがってるから！　伴侶とか！」

　よくわからないけれど、部下のような人たちの前で使っていい単語ではないはずだ。どうやらエルンストは、朋樹が想像していた以上に高い身分のようだし、平民の外国人の、しかも男が伴侶なんて、悪い噂うわさが立ったらどうする。

　それに……みんな冗じよう談だんなんか通じなそうだもん。シュッとして、エリートっぽくて。

　もっともエルンストが言いたいことは、関係のある朋樹に手を出したのは、自分に刃は向むかったのも同然だという、プライドの問題だろう。

「卿、僭せん越えつながら、朋樹さまのおっしゃるとおりです。この者たちがただの実行犯である以上、人間に関かん与よするのは賢けん明めいと言えません。それから、今、連れん絡らくが入りました。ご夫妻が目白でお待ちです」

　朋樹さまって！　そちらのほうが、よほど身分が高そうなんですけど？　エドガーさま！

　面めん食くらう朋樹を抱き寄せるようにして、エルンストはエドガーを睨にらんだ。

「人の恋こい路じをじゃまする奴やつは、オオカミに蹴けられるそうだぞ。まったく揃そろいも揃って、俺の時間を使わせる」

「エルンスト、ちょっと違う……ついでに、使いどころがあまり合ってないと思う」

　控えめに発した朋樹の言葉は、エルンストにもその部下たちにも無視されたようで、急せかされるようにして倉庫を後にした。










　けっきょく朋樹には、誘ゆう拐かい事件がどういう理由で起きたのかいまだに判然とせず、車中で尋ねたのだが、口を開きかけたエルンストは首を振った。

「……いや、後で説明しよう。まだこの後、ひとつ残っているからな」

　これから帰宅することになるが、エドガーが、夫妻が待っていると言っていた。

「夫妻って、誰？」

「それもそのときに」

　倉庫に乗りつけたのは、ドイツ製の高級セダン二台と同じメーカーのＳＵＶで、朋樹とエルンストはセダンのリアシートに並んで座っている。助手席にはエドガー。

　テオとレオはＳＵＶがいいと言って、再会した朋樹と抱ほう擁ようした後は、あっさりと別の車に乗ってしまった。誘拐がトラウマになっていないようなのは幸いだが、けっこうドライなところにちょっとがっかりした。

「そういや、よく場所がわかったね。スマホ、生きてた？」

　ＧＰＳ機能を利用するくらいしか、追つい跡せきの手立てはなかったと思う。そう尋ねると、エルンストは朋樹のスマホと財さい布ふを手て渡わたしてくれた。

「あ……壊こわれてる……」

　液えき晶しよう画面が破は壊かいされているのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだが、起動ボタンにも指の動きにもまったく反応しない。

「公園で見つけた。新しいものは明日あしたにでも買おう」

「いや、それはいいけど……じゃあ、どうやって？」

　エルンストはこういうときだというのに、妙みように色気のある流し目をくれて、膝ひざの上にあった朋樹の手を握にぎった。

「おまえの匂においを追いかけられないとでも？」

「……っ！　だ、だからそういうことを言うなって──」

「ああ、さすがに車に乗せられてからは、そうもいかなかったがな。子どもたちが知らせてきた」

　指を離はなそうとする朋樹と、させまいとするエルンストとの攻こう防ぼうが、シートの上で秘ひそかに展開する。なんとなく前のふたりには、気づかれているような気がしなくもない。

「テオとレオ？　それもヴァラヴォルフの能力？」

「あの子どもたちは特別だ」

　特別……？　どういう意味？

　やがて車は、厳いかめしい門もん扉ぴの前に次々に停車した。懐なつかしい我が家だ。留守にしていたのは半日にも満たないし、そもそも朋樹の家ではないが、心からほっとする。

　順に降り立ってポーチを進むと、玄げん関かんのドアが開いて、人ひと影かげが駆かけ出してきた。

　あっ、あの人……！

　朋樹は目を瞠みはって立ち止まった。

　波打つ黒こつ褐かつ色しよくの長い髪かみに、整った目鼻立ち。抜ばつ群ぐんのプロポーションを、柔やわらかそうな素材のボタニカル柄がらのワンピースで包んでいる。

　間違いない。先日エルンストと一いつ緒しよにいた美女だ。

「Theodor! Leonard!」

　美女はスカートが翻ひるがえって美び脚きやくが露あらわになるのも顧かえりみず、両手を広げた。その胸に、テオとレオが飛び込む。

「Mutti!」

　えっ、ムッティ!?

　朋樹との会話で聞く発音とは微び妙みように違うような気もしたが、同じ言葉だろう。つまり彼女は双ふた子ごの母ということだ。

　呆ぼう然ぜんとする朋樹の肩かたを、エルンストが叩たたく。

「母親のアガーテだ」

　……やっぱり……。

　想像はしていたが、正解を突つきつけられると衝しよう撃げきはすさまじかった。

　双子はそれはもう見たことがないくらい母親に甘えて、額や頰ほおを擦こすりつけている。たしかにまだ四歳で、母親と離れて過ごすのは彼らなりにつらいこともあったのだろう。再会の喜びは、見ている朋樹でさえ胸が温かくなるくらい微笑ほほえましかった。

　しかし一方で、はっきりしていない疑問は山ほどある。まずは父親が誰なのかということだが、この流れでは確かく認にんする必要もないことだろうか。

「朋樹？　どうした中へ入ろう」

　エルンストに背中を押され、ぎこちなく足を前に運ぶ。誘拐されたときも切せつ羽ぱ詰つまっていたけれど、今はまた違う意味で追い詰められていくような気がする。

「アガーテ、外で騒さわぐな」

　エルンストが介かい在ざいしているからか、呼びかけにも日本語が返ってきた。

「ああ、そうね。私ったら……モリッツにも会わせなければ」

　美女転じて双子の母──アガーテは、テオとレオを抱だいたまま玄関へ駆け戻もどっていった。

「なんだ、あいつは……朋樹に挨あい拶さつもせずに」

　エルンストは不服そうにアガーテを睨んだが、すでにその姿は家の中に消えている。

　いや、挨拶なんて……それより俺がここにいていいのか？　家族水入らずのシーンにおじゃますることになるんじゃ……。

　できることなら遠えん慮りよしたいと後ろを振ふり返ったが、エドガーたちは車を移動させにでも行ったのか、あるいはそのまま撤てつ収しゆうしたのか、姿が見えない。朋樹も連れて行ってほしかった。役には立たないだろうけれど。

「……あの、取り込み中だし、俺はどこかで時間つぶして──」

「なにを言っている」

　エルンストは怪け訝げんそうに眉まゆを寄せ、朋樹の背中を押す手に力を加えた。

「おまえがいなければ困る」

　ああ、そうか、お客さんにお茶を出さなきゃな。子どもたちもなにか食べたいだろうし。そうだ、それにふたりを危ない目に遭あわせたことを、ちゃんと謝らなきゃ……。

　玄関に入ると、リビングから賑にぎやかな声が聞こえた。テオとレオがきゃあきゃあ騒いでいる。それはそうだろう。どのくらいの期間離れていたのか知らないけれど、母親に会えて最高に嬉うれしいに違いない。

「Mutti!」

「Vati!」

　ん……？　ファ、ファティ？

　また登場人物が増えたのだろうか。たしかエドガーが、夫妻が来ていると言っていたから、その人の名前だろうか。アガーテはモリッツという名も言っていたけれど。

　ファティとモリッツが夫ふう婦ふ……？　おじいちゃんとおばあちゃんかな？　……いや、違ちがう！　子どもたちが言ってたじゃないか、ムッティはファティが大好きだって！　つまり顔を合わせちゃまずい面々が……。

　エルンストにそのままリビングへ連れて行かれそうになったので、朋樹は慌あわてて両手を上げた。

「俺、お茶の用意するから。何人？　あと、子どもたちにジュースかなにか──」

「四人だが、そんなことはいいから一緒においで」

「いや、そんな……」

　四人……？　ああ、俺は抜ぬきってことか。じゃあ、挨拶だけして……。

　とにかくここは覚かく悟ごを決めて顔を出し、謝罪して退席しようと決め、エルンストの後に続く。

「あっ！　ともきー！」

「ムッティ、ともきだよ！」

　双子がこちらを見て、飛び跳はねながら両手を振った。そのそばに跪ひざまずいて、こぼれんばかりの笑え顔がおを見せるアガーテ。そして反対側には、車くるま椅い子すに座った外国人男性がいた。

　……あれ？　もうひとりは？　ファティだかモリッツだか……。

　というか、彼は何者なのだろう。身内なのは間違いないだろうから、エルンストかアガーテの兄弟だろうか。歳としはエルンストと同じくらいで、きれいな金きん髪ぱつに、眼鏡めがねの奥の瞳ひとみは明るいブルーだ。骨折しているらしく、右みぎ膝ひざから下がギプスで覆おおわれている。

「改めて紹しよう介かいしよう。アガーテとモリッツ。こちらは朋樹だ」

　エルンストの簡潔な紹介に、朋樹は慌てて頭を下げた。

「は、初めまして！　八木沢朋樹といいます。エルンスト……さんに雇やとわれて、ここでハウスキーパーをしてました。あの、本当に申しわけありませんでした！　俺がお子さんたちを連れ出したばかりに、とんでもないことになってしまって──」

「まあ、なにを言うの、朋樹！」

　アガーテが素す早ばやく歩み寄って、朋樹の両手を摑つかんだ。背が高い。ハイヒールで上乗せされているにしても、朋樹より目線が上だ。

「あなたがついていてくれたから、無事だったのよ。本当になんてお礼を言ったらいいか……こちらこそ、巻き込んでしまってごめんなさいね」

「い、いえ……あの……」

　エルンストが手を伸のばし、アガーテの手を払はらいのける。なにをやっているのだろう。自分の妻が他ほかの男と手を握り合っていたら面おも白しろくはないかもしれないが、握ってきたのはアガーテのほうだ。

　しかしアガーテは「懐ふところの狭せまい男ね」と呟つぶやいて、朋樹をぎょっとさせた。なんというか、勝手にとても女らしい女性だと思い込んでいたのだが、存外はっきりしている。

「ムッティ、ともきのごはんはね、とってもおいしいの！」

「ムーンレンジャーごっこもしてくれるし、えほんもよんでくれるんだよ！」

　双子は車椅子によじ登って、モリッツにじゃれつきながら報告した。

「そうなんですってね。さっきからいろいろ聞かされて。カスタードプリンが絶品なんですって？　ぜひお相しよう伴ばんにあずかりたいわ」

「我が妻は、あまり家事は得意ではなくてね。レシピとコツをぜひ伝授してやってください。……言葉、通じてるかな？」

　モリッツが初めて声を発し、朋樹は大きく頷うなずく。

「はい、ちゃんと」

「だいじょうぶだよ、ファティ」

「ぼくらがくっついてるもんね」

　どういう意味だろう。それよりこの人はモリッツじゃなかったのか？　今、ファティって……。

　朋樹は混乱しながらエルンストを振り返った。

「あの、ファティって……？」

「モリッツのことだろう」

　なにを今さら言っているのかというように返され、朋樹はますます困こん惑わくする。

「モリッツさんがファティ……？　愛あい称しようとか、そういうこと？」

「アガーテが母親でモリッツが父親だから、ムッティとファティ。お父さんお母さんって意味だ。まさか、朋樹……」

　エルンストの灰色の瞳が、呆あきれたように瞳どう孔こうを小さくするが、朋樹はそれどころではない。

「え……？　ええっ!?　テオとレオの両親!?　なんで？　だって……エルンストは？」

「俺は双ふた子ごの伯父おじに当たる。アガーテは妹だ」

「妹!?　だって、パパって……」

「子どもたちが勝手にそう呼んでいただけだ。俺は否定していたはずだがな」

「それは……」

　たしかにそうだった。双子に呼ばれるたびに、そう呼ぶなと言っていた。しかし、それはごまかしだと思っていたのだ。あるいは家庭の事情で、すでに父親役を降りていたとか。

「あらまあ……なんだか面白そう──いいえ、誤解させてしまっていたようね」

　アガーテが頰に手を当てて、エルンストに向かってにやりとした。彼女も犬歯が大きめだ。

「あのねえ、パパとともきはなかよしなんだよ」

「ぼくたちとともきがいっしょにねてると、パパがつれてっちゃうの」

　予期せぬ双子の暴ばく露ろに、朋樹は焦あせった。しかしとっさのことで言葉が出ず、口をパクパクさせる。

「まあ、そうなの。でもムッティとファティもとっても仲よしなのよ。ねえ、あなた」

　ゆったりとしたどこか色っぽくもある足取りで家族のほうへ引き返したアガーテを、モリッツが手を伸ばして抱だき寄せた。さりげなく腰こしに回された手といい、芸術的角度を見せるキスといい、さすがだ。

「なにを見せつけているんだか。張り合っているつもりか」

　隣となりでエルンストがぼそりと呟く。

「それにしても朋樹、もう少しドイツ語を覚えたほうがいい。ファティがわからないなんて、俺のことをとやかく言えたものじゃないぞ」

「しょ、しょうがないだろ。日本では英語しか義務教育に入ってないんだよ。まあ、英語も苦手なんだけどさ……」

　朋樹が言いわけすると、モリッツが笑った。

「お互たがいただの人間は苦労するね。ヴァラヴォルフのこの能力だけは羨うらやましいと思うよ」

「はい、え……？」

　朋樹の疑問は言葉にする前に、モリッツの頷きで肯こう定ていされた。

　モリッツはヴァラヴォルフではなかったのか。そういえば、言葉が通じているかどうか訊きかれて、双子がくっついているからだいじょうぶだと言っていた。では、モリッツとの会話を、双子がその力で中ちゆう継けいしてくれていたということか。

「さあ、挨あい拶さつも済んだし、引き揚あげてくれないか」

　エルンストの言葉に、アガーテが肩かたを竦すくめた。

「本当にご挨拶だこと。まあ、子どもたちも寝ねかせなくてはならないし、久しぶりで家族だけで過ごしたいわ。あなた、帰りましょうか。エドガー」

「はい。お車の用意はできております」

　それまで気配も見せなかったエドガーが、ドア口で一礼した。

「あ、エドガーさん！　あの、お世話になりました！　ご迷めい惑わくをかけてすみませんでした！」

　朋樹が駆かけ寄って頭を下げると、エドガーは柔やわらかく笑った。

「いいえ。卿の大切な方をお守りするのも、我われ々われの役目ですから」

　エドガーに車椅子を押されて、エルンストの妹一家は屋や敷しきを出ていった。

「またね、ともき！」

「ともき、ありがと！」

　テオとレオに応こたえて手を振ふっていた朋樹だが、車が走り出したのを見送ると笑みが消えた。

　またね、って……ほんとに会えるのかな……。

　件くだんの美女はエルンストの恋こい人びとでも妻でもなく、実の妹だと判明したわけだが、いっとき安あん堵どはしたものの、朋樹とエルンストとの関係がどう変わるものでもない。

　ふいに背後から手を摑まれ、振り返るとエルンストがじっと見つめていた。

「あ……なに？」

「もういいだろう」

　朋樹の肩越ごしに玄げん関かんドアを閉めたエルンストは、そのままずんずんと奥へ向かう。先ほどまで賑にぎやかだったリビングは、すっかり人ひと気けが絶えていつも以上に広く見えた。

　エルンストはソファに腰を下ろすと、朋樹に座れと目で示す。

「えっと……あ、お茶淹いれるね。コーヒーがいい？」

「いいから座れ」

　そう言われても……。

　なんだかエルンストの表情が真しん剣けんで、気が進まない。できれば避さけたい。せめて明日あしたにしてほしい。朋樹も少しは覚かく悟ごする時間が欲しい。

　エルンストがなんの話をしようとしているか、顔つきから想像はつく。思い当たることもいくつかあった。

　まずは今回の騒そう動どうについて。双子を外へ連れ出すことは基本的に禁じられていたのに、よりによってエルンストの不在中に出かけてしまった。

　子どもたちを狙ねらう存在がいるかもしれないということを知らなかったのは、言いわけにはならない。朋樹は双子の世話係という仕事を請うけ負っていて、理由など聞かなくても禁止事じ項こうを順守する責任があった。

　双子を連れ去られ、ついでに巻き込まれていながら、自分では逃にげ出す手はずなどなにひとつ立てられず、双子とエルンストたちのヴァラヴォルフの能力によって救い出された。

　……最初から最後まで迷惑をかけどおしだった……。

「あの、俺……、ごめんなさい！」

　朋樹はエルンストに深々と頭を下げた。

「外に出ないほうがいいのはわかってたのに、子どもたちにせがまれて……いや、俺も子どもたちを楽しませたくて……だめだっていうからには理由があるはずなのに、考えが足りなくて、ふたりを危険な目に遭あわせて……エルンストたちにも迷惑をかけたし、双子の両親は生きた心地ここちがしなかったと思う。謝って済むことじゃないけど──」

「済んだことだ。双子はあっけらかんとしていたし、アガーテたちが喜んだのも、再会が嬉うれしかった以上のことはさほどない」

「でも……」

　エルンストに強く引っ張られ、朋樹は隣へ座らされた。

「ああ、俺は心配したぞ。正直なところ、双子よりもおまえの身を案じた」

　テオとレオはヴァラヴォルフの力があるから、ということだろうか。特別というくらいだから、その能力も並以上なのかもしれない。それと比べて、朋樹はただの人間だから──。

「とにかく終わったことだ。子どもたちも両親のもとへ戻もどったことだし、これを機に今後のことを話しておきたい」

「……ふたりとももうここには住まない？」

「そういうことだ。まず、子どもの世話係は解約だな」

　……あ……。

　朋樹は間近に映るグレーの瞳ひとみを呆ぼう然ぜんと見つめた。

　そうか。やはりそういうことか。一家の様子を見て予想はしていたが、実際に言われるとやはりショックだった。仕事が減ったということではなく、子どもたちにもう会えないことが。そして──。

「それからシェフ兼けんハウスキーパーの仕事だが、合わせてこれも契けい約やく解除したい」

　薄うすく笑えみを浮うかべたエルンストの顔が、ぐにゃりと歪ゆがむ。実際には朋樹の目が衝しよう撃げきに眩くらんだのだろう。

　息が詰つまりそうになる。その可能性を予想しながらも、現実は途と方ほうもなく朋樹を苛さいなんだ。

　わかっていたことだった。初めからそう明言して始まった関係だ。雇やとわれている以上、雇こ用よう主ぬしであるエルンストの言葉には従うしかない。解雇と言われたらそうなのだ。

　しかしそれなら、もっとビジネスライクに徹てつしてほしかった。勘かん違ちがいしそうになるくらい優やさしくしないでほしかった。夢中になんてさせないでほしかった。

　それでも朋樹は、身の程ほどをわきまえていたつもりだ。どんなに甘い言葉を囁ささやかれても、優しく触ふれられても、情熱的に求められても、エルンストと自分は金銭のやり取りを挟はさんだ関係であり、それ以上にはなりようがないのだ、と。

　わかっていながら朋樹はエルンストに本気になってしまったけれど、雇用関係でしか結びついていない以上、決して気持ちを打ち明けたりはしないつもりだった。

　だって……俺たちは違いすぎる……。

　生まれ育った国も、環かん境きようも。

　朋樹は平へい凡ぼんな家庭で育ち、たしかに両親との確かく執しつはあったけれど、それも世間にはよくある話程度だ。独立と言えば聞こえはいいが、常に金欠で悲鳴を上げている生活で、しかもエルンストと出会ったのはどん底に落ちようとしているときで、身体からだを売らんとしていた。

　一方のエルンストは、朋樹などには想像もつかないような資産の持ち主で、働く必要もなく優ゆう雅がな日々を過ごしている。俗ぞくにいうセレブとはこういうものかと、一いつ緒しよに暮らしていていまだに驚おどろかされることもあった。

　なによりエルンストは、ヴァラヴォルフという生き物だった。オオカミに姿を変え、人間の感覚でいえば超ちよう能のう力りよくのような不思議な力も持っている。

　しかしその事実を知ってさえ、エルンストに対する気持ちは揺ゆらがなかった。むしろあの美しい獣けものの姿を含ふくめて、さらに惹ひかれていった。

　でも……エルンストは違うよな……。

　人間をしのぐ力を備えたヴァラヴォルフにとって、人間など取るに足らないちっぽけな生き物だろう。彼らが本気になれば、きっと人間を従えることも造作ない。

　そんなエルンストが、朋樹を相手にするはずがない。

　そう、わかっていた。だからせめて少しでも長く一緒に過ごせたらいいと、それだけを願っていたのだ。

「……うん、わかった」

　朋樹は深く息をついて頷うなずいた。

　今が、その終わりのときだ。

　自分が願っていたとおり、今日まで一緒にいられたじゃないか。これで納なつ得とくして離はなれなければならない。

　……でも──。

　唇くちびるが震ふるえる。瞼まぶたが熱くなって、今にもなにかがこぼれそうだ。それを吞のみ込んで、朋樹は顔を上げた。

「エルンスト、俺……っ……」

　最後の最後に、自分で決めたルールを破ってしまう。けれど、このままにできない。離れたらきっとエルンストは、朋樹のことなど忘れてしまうだろう。どのくらいの効果があるのかわからないけれど、少しでもエルンストの心に残りたい。

「俺……エルンストが好きだった。調理師になりたいっていう俺の夢を応おう援えんしてくれて、そばにいてくれると安心できて、頑がん張ばっていく勇気が湧わいて、でもドキドキもして……恋こいってこういうことなんだって、初めてわかった。仕事じゃなくて……ほんとにエルンストが好きだった」

　エルンストは目を見開き、それからふわりと笑った。

「なにを言ってるんだ」

　──ああ、そうだよな……。

　間違っても応こたえてくれるなんて期待していなかったし、不快そうにされることも覚悟していた。一いつ笑しように付されたのなら、まだましだろう。

「俺もおまえを愛している。いつも言っているだろう？」

　エルンストはそう囁いて、朋樹を柔やわらかく抱だきしめた。

　だから……そんなふうにしないでよ……。

　これもエルンストの優しさなのかもしれないし、締しめくくりのつもりだったのかもしれない。そう思いながらも、朋樹もエルンストにしがみついてしまう。

「……うん、そうだね。でも……これでいい」

「朋樹……？」

　朋樹はエルンストの肩かた口ぐちに額を押し当てて、彼の匂においを深く吸い込んだ。

「頼たのみがあるんだ」

「おまえの望みならなんでも叶かなえよう」

　即そく答とうしたエルンストは、朋樹の髪かみを優しく撫なでる。

「俺の記き憶おくを消して」

　もう一度深呼吸する。エルンストの匂いが鼻び腔こうを這はい上がり、頭の中に、身体の隅すみ々ずみまで染み込んでいく。陶とう然ぜんとしながら、朋樹は願った。エルンストのことを忘れても、この匂いは身体に残っていたらいい。その正体は憶おぼえていなくても、ときおり蘇よみがえってわけもわからずに懐なつかしめたらいい。

「できるんだろ？」

「それは造作もないが……なぜ？　今日の朋樹はおかしなことばかり言う」

　エルンストの唇が耳に触れ、頰ほおへと移動する。慣れてしまった感覚に、身体が条件反射のように熱くなるのを、朋樹は振ふり切るようにしてエルンストを押し返した。

「好きだからだよ。好きだから、別れるのがつらい……ごめん、ウザくて。でもだから引きずらないように、忘れさせて。ここで過ごしたことも、エルンスト自身のことも……そのほうが、そっちだって都合がいいだろ？」

　エルンストは眉まゆをひそめて考え込むそぶりを見せたが、すぐに首を振った。

「わからないな。別れるとはどういうことだ？」

　揶や揄ゆでもとぼけているのでもなく、心底不可解そうなその言葉がある意味無情にも聞こえて、朋樹はカッとなった。

「ああ、そうだよな！　別れるってのは適当じゃなかった。べつに俺たちはつきあってたわけじゃないし、単なる雇用関係で、それが解除されただけだもんな」

　しかしそれならどうしてあんなふうに接してきたのかと、もはや八つ当たりでしかない気持ちが湧き上がった。朋樹を惑まどわせ、魅み了りようして、恋に落とした──。

「ちょっと待て。たしかにおまえを雇うのはやめると言ったが、つきあっていなかったというのはおかしいだろう。しかもそれで別れるって？」

　エルンストが手を握にぎろうとしてきたので、懐かい柔じゆうしてうやむやにする気かと、朋樹は撥はねつけた。

「そっちこそなに言ってんだよ？　あんたは俺を雇っただろ？　子どもたちの世話係、シェフ兼ハウスキーパー、それと……セックスの相手……」

　灰色の瞳ひとみが見開かれた。中心がいっそう色を淡あわくし、銀色に輝かがやく。こんな微び妙みような色の変化も、どんなときにどう変わるかわかるようになっていた。ベッドでは、奥に炎ほのおを秘ひめたように揺らめき、オオカミの姿のときは、それはもう眩まばゆいほどの光を放つのだ。

　いつだって、こんなときでさえ、朋樹を魅了する。

「……なんだって？」

「あんたが最初にそう言ったんだろ。ここに来た次の朝、シェフとしても雇う、それぞれに報ほう酬しゆうは払はらう、って──なんだよ、放せよ！」

　途と中ちゆうで手を握られ、朋樹は再び振り払おうとしたが、エルンストの力は弱まらなかった。それどころか、引き寄せられて抱きしめられる。

「……ほんっとに……っ、……やめてくれよ……」

　なんのためのハグだろう。最後の大おお盤ばん振ぶる舞まいか。こんなことをされたら、ヴァラヴォルフの力でも記憶を消せないのではないか。

「そういうことか」

「なにがだよっ？」

　抜ぬけ出そうとする朋樹を拘こう束そくするように、あるいは包み込むように、抱ほう擁ようの輪がきつくなる。

　あっ……匂い、が……。

　エルンストの香かおりが急激に甘さを増して、朋樹の脳のう裏りにベッドでの時間がフラッシュバックした。反射的に力が抜けていく。

「おまえとの会話はひとかけらたりとも忘れていない。たしかに発した言葉だけを振り返れば、そういう解かい釈しやくもできるのかもしれないが……日本語が下手へただな、朋樹」

「なっ……」

　見た目は完かん璧ぺきに西洋人で、しかも特とく殊しゆ能力というチート技わざで言語を操あやつるようなエルンストに、言われる筋合いではないと思うのだが、五感に訴うつたえかけてくる匂いが、朋樹の発声をじゃまする。

「まあ最近の若者は、言葉の理解力が下がっていると聞くが」

「そ、そっちだってまだ若造の部類だろうよ！　ていうか、そういう話じゃなくて──」

「俺が言ったのは、仔こ犬いぬの世話に追加して、シェフ兼けんハウスキーパーの仕事に報酬を払うということだ」

「え……？」

　抜けてないか？　肝かん心じんなものが。

　そう思って顔を上げた朋樹を、エルンストの笑えみが迎むかえた。

「俺はおまえの身体からだを買ったことは一度もない」

　……なに？　なにを言って……。

　呆ぼう然ぜんとする朋樹の頰を、エルンストの手が優やさしく包んだ。まるで大切なもの、愛いとしくてたまらないものに触ふれるように。

「では初めて抱いたときに、俺のものにすると言ったのも、勝手に解釈していたのか？　この流れでいくと、金で買われて俺のものにされた、とでも？」

「……そうじゃない、けど……」

　まさか本番前のセリフだと思っていたとは言えず、ましてやずいぶん演出的で大げさだとまで思ったなんてことは、絶対に言えない。

　いや、そんなことよりも、セックスが雇こ用よう事じ項こうに含ふくまれていなかったというのは、本当なのだろうか。

「じゃあ、なに……？」

　混乱した頭のまま口を突ついて出た問いに、エルンストは苦笑する。

「俺がおまえを愛しているということは、そんなに不思議か？　何度も言ったはずだがな。運命の相手だ、とも」

「そ、そんなの……雰ふん囲い気きを盛り上げるだけの言葉じゃ──」

　ふいに後ろ頭を抱かれ、エルンストの首筋に顔を押しつけられた。朋樹を酔よわせる香りが、胸むな元もと辺りから強く立ち上ってくる。

「これでも？　おまえはこの匂いを嗅かぎ取っていただろう？」

　頭がくらくらする。言葉を返そうにも思うように唇くちびるが動かせなくて、感じ入ったような喘あえぎだけが洩もれた。

「ああ……なんて酩めい酊てい感だ……」

　それはこちらのセリフだと、胸の中で言い返す。

「わかるか？　俺の匂いに反応して、おまえも匂いを発している。それこそが、運命の相手である証あかしだ。互たがいを惹ひきつけ合い、魅了し合い、生しよう涯がいの伴はん侶りよとして結びつけ合う」

「……う、噓うそ……俺、は……匂いなんか……」

　エルンストはともかく、朋樹からそんなものが出るはずがない。ただの人間なのだから。せいぜい匂いの強い食材を扱あつかって、移ったときくらいだろう。

　それだってふつうに手を洗えば落ちるはずで、焼き肉食べたわけでもないし、クサヤとかシュールストレミングとか使ったことないし……まさか、俺自身がそんなに臭くさいのか!?

「……ちなみに、喩たとえたらどんな匂におい？」

　恐おそる恐る尋たずねると、エルンストは小首を傾かしげた。

「そうだな……強しいて言えば、白トリュフとか？」

　おお！　白トリュフ！　えっ、そんな匂いがするのか？

　黒トリュフとはまったく別物の、食材にあるまじき官能的な香りで、虜とりこになる人間も多いと聞くが、残念ながら朋樹はまだ嗅いだことがなければ、実物を見たこともない。調理師学校の学生風ふ情ぜいが扱える食材ではないのだ。そんなものを使った料理を出すような店にも、足を踏ふみ入れたことはない。

　その香りを味わえるならと、思わず手の甲こうを嗅ぐしぐさをした朋樹に、エルンストはくすくすと笑った。

「なにを考えているのか想像はつくが、言葉どおりの嗅きゆう覚かくで感じるものじゃない。適当な言い方が見つからないから匂いと表したが……そうだな、フェロモンというのが近いか」

「……それって、動物の話じゃないの？　あ、まあ、エルンストはオオカミになることもあるけど……」

　朋樹は言い返したが、そうだとしてもエルンストが人の姿のときにも感じたし、むしろそのときのほうが印象深いし、今だってそうだし、それを人間の朋樹が感じ取るというのはどういうことなのか。

「だからさっきから言っているだろう。運命の相手だからだと」

　そんな簡単な理由でいいのかと思いながらも、少しずつ現実味を帯びてくるその言葉に、そして相も変わらない甘い香りに、朋樹は説得されてしまう。

「……俺が……？　エルンストの……？」

「ああ、そうだ。まさかたまたま訪おとずれたこの国で、その相手に巡めぐり会うとは……古いにしえの言い伝えも捨てたものではないな」

「言い伝え……？」

　新たに意味深なワードが飛び出してきたが、ここまでで朋樹の頭はもう飽ほう和わ状態だ。それを察したように、エルンストは朋樹の髪かみを撫なでると、ゆっくりと唇を近づけてきた。

「……んっ……」

　先ほどまで、これ以上触さわるなと撥はね除のけていたのに、そんな抵てい抗こうは霧む散さんしてしまった。むしろ朋樹のほうからも迎え入れてしまったように思う。

　柔やわらかなリボンが解けるように唇が開いて、押し入ってきた舌に自分のそれを絡からめた。キスは甘く激しく、果てがないほどに希求感を駆かり立てる。もう二度と離はなしたくない、そんな人生は考えられないと思わせられるくらいに、エルンストが愛しくてたまらなくなる。

　それでもあまりの情熱に息が続かず、呻うめき交じりになった朋樹に、エルンストは唇を離した。唾だ液えきに濡ぬれた朋樹の唇をエルンストの指先が拭ぬぐい、しかもその指に甘いクリームでもついているかのようにねっとりと舐なめつくす。　>>>♥

「……そういうこと、しないでよ……」

　視界がブレるくらい胸が騒いでしまって、朋樹は掠かすれ声を洩らした。

「おまえのものなら、髪の毛一本、汗あせのひとしずくだろうと、放ほうり出す気はないな。すべて俺のものにする」

　朋樹の疑いを解くためというわけではないのだろうが、ここにきてエルンストの甘いセリフは勢いを増している。もはや甘いのを通り越こして、執しゆう着ちやく的というか。しかしそれでもハートを撃うち抜かれているあたり、我われながらそんなにエルンストが好きなのかと思う。

　そうだよ、好きなんだよ。どうしようもないんだから、しょうがないじゃないか。

　腫はれぼったくなったような気がする唇で熱い息をつき俯うつむくと、額にエルンストの唇が触れた。

「とにかく、別れるとか記き憶おくを消せとか、そんなことは言うな。これまでの思い出はかけがえのないものだし、おまえを失うなんて想像もしたくない。手放す気は微み塵じんもない。朋樹──おまえは俺の最愛の伴侶だ」

　情熱的で、疑いようがないほどシンプルで明確な言葉が、朋樹の耳から全身へ染しみ込んでいく。

「……うん。俺も……」

「俺も、ではわからない。いや、理解力があるからわかるが、はっきり言葉にしてほしいな」

　額を擦こすりつけてきたエルンストに、朋樹は答えた。

「……好きだよ。あ……愛してる……」

　まさか自分が愛なんて言葉を口にするとは思わなかった。強気で生きているけれど、基本的にはシャイだと思うし、恋れん愛あい関係には縁えん遠どおい人生だった。好きはともかく、愛しているなんて、本当にわかって言っているのかと、ドラマなどを見ても思っていたものだ。

　それが今は、エルンストに対する想おもいを伝えるのに、もっともふさわしい言葉だと思えるのだから不思議なものだ。

「でも……ほんとに？」

　ついそう付け足してしまい、エルンストが大おお仰ぎように嘆なげいてみせる。

「やれやれ、俺はそんなに信じられない男か？　なにか疑われるようなことをしたか？」

「そ、そうじゃないけど……俺の勘かん違ちがいだったんだろうけど、でも、ふつうは信じられないと思う」

「なにが？」

「だからつまり……なんで俺なんかを好きになってくれたんだろう、って……」

　恋愛対象とするには、のっけから最悪な出会いだったと思う。金欠極きわまれりで、新宿の公園では、身体を売ろうかと匂におわせたし、その後、実際に行動に移そうとしていたまさにその瞬しゆん間かんを見られたのだ。

「やむにやまれぬ事情だったのは、後から聞いた。それに未み遂すいだったんだから、蒸むし返すこともあるまい」

　エルンストはそう流したけれど、それでいいのだろうか。

「でもそういうのって、本ほん性しようっていうか……いざとなったらそういうことする奴やつなんだって思ったり──」

「朋樹は俺に嫌きらわれたいのか？」

「ま、まさか！」

　慌あわてて否定すると、背中から抱だきすくめられ、膝ひざに乗せられた。

「生きるために必死になることは、生き物として当たり前のことじゃないか。野生動物を見てみろ。もっと非情で過か酷こくなこともする」

「それは野生動物だからだろ」

「俺はヴァラヴォルフだからな。感覚的にはそちらに近いのかもしれない。しかし野生動物は非情な反面、愛情深いぞ」

　項うなじにくちづけられて、ふうっと意識が霞かすむ。なにをくだらない言い合いをしているのだろうと思ってしまう。晴れて想いを伝え合った今、そんなことよりももっとやるべきことがあるのではないか、とか。

「それに、運命の相手として出会ってしまった以上、なにがどうでも離れるなんてありえない。もはや自分の意思すら敵かなわない、本能が求め合う。だからこその運命だ」

「そういえば、言い伝えって……？」

　朋樹が振ふり返ると、エルンストはチャンス到とう来らいとばかりに唇くちびるをついばんだ。

「……もう、訊きいてるのに」

「そんな魅み惑わく的な唇をしているのがいけない」

　エルンストにかかったら、朋樹はそれこそ全世界のアイドル並みに魅力溢あふれる人間にされてしまう。実際にはただの男だけれど、気分はアガる。しかし、エルンストだけに好かれればいいとも思う。

「ああ、言い伝えの話だったな。まあ、よくある話と言えばそうなんだが──」

　ヴァラヴォルフが人じん狼ろうという種族として、人間社会の裏側で秘ひそかに定着した中世には、すでに語り継つがれていた話だという。

　人間の中に、ヴァラヴォルフと魂たましいを分け合った片割れが存在することがある。求めようとして得られるものではないが、出会えば一瞬にしてそれと知り、その絆きずなは命果てるまで断たたれることはない──。

「……すごく抽ちゆう象しよう的てきなんだけど」

　朋樹が率そつ直ちよくな感想を述べると、エルンストも苦笑いで同意した。

「だからこそ古の言い伝えで、本気にする者もいなかっただろう。それでも人間と結ばれる者は少なからずいた。おそらくは、共存していくべしという教えなのだと思うが──」

　エルンストは朋樹の肩かたに顔を埋うずめた。温かな息が伝わって、そこからじんわりと痺しびれるような心地ここちよさと、胸を疼うずかせる高こう揚よう感かんが広がっていく。

「実際にあるんだと、朋樹と出会って知った。惑乱するような匂においと、すべてを奪うばい尽つくしたいような独どく占せん欲よくと、同時にすべてを与あたえたい慈じ愛あいの心と……なによりも、片ときも離れたくない、相手のいない人生など考えられない、という渇かつ望ぼう。それらがおまえだけに向くのを止められず、自分はどうかしてしまったのではないかと思いながらも、満ち足りた心地だった」

　エルンストの言葉には、朋樹も思い当たるところが少なからずあって、それに勘違いの片思いが加わってせつない気持ちにさせられたものだ。しかし同じような思いをエルンストもまた感じてくれていたのだと知って、愛いとしさがさらに募つのっていく。

「しかし俺は、運命の相手だからおまえを愛したのではない」

「え……？」

　肩先に視線を向けると、艶なまめいた光を湛たたえたグレーの瞳ひとみが朋樹を見返していた。

「前向きに夢を目指す健けな気げさや、挫くじけない強さは好ましかった。一方で恋愛ごとには初心うぶで、恥はじらうさまにも、快楽に堕おちたときの意外な妖よう艶えんさにも胸を騒さわがされた。なにより表情豊かなのが可愛かわいくて……日一日と魅み了りようされていった。運命だからというだけでなく、おまえに恋こいをしたと思っている。いや、運命の相手ではなかったとしても、おまえを愛していた」

　その言葉は、朋樹の心に強く深く染み込んでいった。

　運命だからでなく、ちゃんと好きになってくれていた。朋樹を見て、知って、理解してくれていた。朋樹がエルンストに惹ひかれていったように──。

「納なつ得とくしたか？」

　エルンストの手がＴシャツの裾すそから潜もぐり込んできて、朋樹はその感かん触しよくに身み震ぶるいしながら、柔やわらかなプラチナブロンドに指を伸のばした。

「……うん……──あっ！」

「うっ……」

　ふと気づいた朋樹は、思わずエルンストの髪かみを引っ張ってしまった。

「朋樹……言いたいことがあるなら、言葉にしてくれ……」

「俺、男だけど!?」

「は……？」

　痛みに顔をしかめていたエルンストは、怪け訝げんそうに朋樹を見返した。

「それは初めて会ったときから知ってる」

「いいの!?　伴はん侶りよが男で。言い伝えができるくらいなんだから、ちゃんとした夫ふう婦ふになって……その……こ、子どもとかできないとまずいんじゃないの？」

「なにを言い出すかと思えば」

　エルンストの表情は笑えみに変わった。

「言い伝えに子どもの話は出てこないな。運命の相手の性別についても」

「で、でも……あっ……」

　エルンストは膝の上の朋樹を素す早ばやく半回転させると、頰ほおを手で包んだ。

「なにも問題はない。運命の相手と巡めぐり会ったからといって、なにか使命を帯びるわけではない。強しいて言えば、仲なか睦むつまじく過ごせばいいのではないか？　いや、それに関しては言われるまでもないか」

　グレーの瞳を隠かくすように長い睫まつ毛げが伏ふせられ、唇が近づいてくる。

「……し、質問！」

　すんでのところで手のひらを向け、エルンストの唇はそこに着地した。少しだけ眉まゆを寄せたが、朋樹の手を摑つかんで、そこから手首へと舌を這はわせていく。

「質問！　質問がありますって！」

「なんなりと」

　やめる気はないらしく、舌は肘ひじを目指している。

「エ、エルンストはゲイなの？」

　さすがに驚おどろいたように目を上げたが、灰色の瞳はすっかり色事モードで、ほんのりと炎ほのおの色を宿している。

　ま、まずい……！　エルンストが、というよりも俺が！

　これも運命の相手のなせる業わざなのか、感応力というかシンクロ率というか、以心伝心というのか、エルンストがその気になると朋樹にも移る。すでに握にぎられた手の指先が震えていた。

　いや、今さら発情したところで問題はないはずだが、話は済ませておきたい。

「……考えたことはなかったな」

「じゃあ、気の迷いってことは？　そのうち男に飽あきるとかは？」

「ない」

「どうして即そく答とうできるんでしょう!?」

「では、朋樹は？　俺に飽きたり、気の迷いだったと思ったりする予感があるのか？」

「ないよ！」

　自分もまた即座に否定したと、言った後に気づいて、はっとする。

「そういうことだ」

　エルンストはにんまりと目を細めた。

「しかし、そんな質問が出るということは、そんなことを心配するくらい、朋樹は俺を愛してくれているということだな」

「そっ……そういうわけ……じゃ──あっ……！」

　いきなりお姫ひめさま抱だっこ!?　しかも座った体勢から立ち上がるって、ヴァラヴォルフの身体能力半はん端ぱねえ！

「よろしい。そんな心配も吹ふき飛ぶように、じっくりと証明しよう。いざ、褥しとねへ──」

　大きな歩ほ幅はばでリビングのドアへ向かうエルンストに、朋樹は叫さけんだ。

「なんでそう大げさな言い回しなんだよ！　翻ほん訳やくソフトが古いんじゃないの！」

　しかしそう言いながらも、しっかりとエルンストにしがみついていた。










「じゃまものがいないと、やはり落ち着くな」

　主しゆ寝しん室しつのベッドは、とにかく大きい。世間で言うところのキングサイズよりも、明らかに横幅がある。

　そこへそっと下ろされて、朋樹は伏し目がちにエルンストを見上げた。

　ここへ来たことは何度もある。それこそ来なかった夜のほうが数えるほどだ。それなのになぜ、こんなにも照れくさいのか。

「……じゃまものって、テオとレオのこと？　ひどくない？」

　だからつい、そんな状じよう況きようではないとわかっていながら言こと葉ば尻じりを捉とらえた。

「実際そうだろう。少なくとも俺にとってはそうだった」

　エルンストは伸ばしかけた手を引っ込めて、朋樹の傍かたわらに横たわった。

「やむを得ず預かったにすぎない。モリッツがけがをして、それにアガーテも付きっきりになり、子どもたちに目を配りきれない様子だったからな」

「伯父おじさんだもんね。優やさしいんだ」

「血けつ縁えんだからということだけでなく、俺のそばに置いておくのがいちばん安全だということだろう。案の定、トーマスが追っ手をかけていたし」

　今回の事件の敵方の大将だろう名前が出て、朋樹はにわかに緊きん張ちようした。

「それだけど、だいじょうぶなの？　けっきょくそのトーマスっていう奴やつにはなにもしないんだろ？　ていうか、そいつの目的ってなに？　子どもを誘ゆう拐かいして、なにがしたかったんだ？」

　エルンストは朋樹に腕うで枕まくらをして、それでも物足りないように、また手持ち無ぶ沙さ汰たのように、そろそろと指を伸ばして、朋樹の輪りん郭かくをなぞる。

「目的は双ふた子ごそのものだ」

「えっ……それって……危ない奴じゃん」

　幼児誘拐が営利目的でなく猥わい褻せつ目的だったのだろうか。頭によぎりはしたが、事実だとなればおぞましい。放ほうっておいていいものではないだろう。

「ある意味危ないと言えるのかもしれないが……まあ、あの子どもたちは特別だからな。手に入れられるものならそうして、野望を叶かなえたいと思う者もいるだろう」

「野望……？　特別って……ああ、そんなことさっきも言ってたね。テオとレオのどこが特別なの？」

　たしかに飛びぬけて可愛らしい子どもたちだが、特別の意味がわからない。どういうふうに特別なのか。ヴァラヴォルフとして？

　朋樹が不可解な顔をしていたからか、エルンストは指で口端はしを押し上げ、無理やり笑顔を作らせた。

「またしても古いにしえの言い伝えの話になるが──」

　いつか最強のヴァラヴォルフが現れ、一族のみならず人間社会をも統すべると言われている。その証あかしは、金色の瞳ひとみ。

「……それがあの子たち？　たしかにオオカミのときは金色の目だけど、そんなに珍めずらしいことなの？」

「まずいない。いや、これまで見たことはないな。たいていは茶ちや褐かつ色しよく、毛色によっては灰色や薄うす青あおか」

「そうなんだ。それで……あの子たちがその言い伝えの、最強のヴァラヴォルフ……？」

　朋樹にとってはどちらの姿のときもひたすら愛らしく、子どもらしく無む邪じや気きそのもので、とてもそんな最強なんて言葉が似合う対象ではない。

「感応力は優すぐれている。先ほどモリッツに触ふれて、おまえに通訳しただろう。あんな芸当ができるヴァラヴォルフはいない。それと……はっきりと確かめたわけではないが、おそらく読心術のような能力もある」

　通訳は朋樹もそうではないかと思ったのだが、まさか双子限定の能力とは思わなくて驚いた。それ以上にぎょっとしたのは、もうひとつのほうだ。

「ど、読心術って……心が読めるってこと？」

　頷うなずいたエルンストに、朋樹は焦あせる。

「ええっ？　マジで？　じゃあ、俺のことも……」

　日々の思考を読まれていたのだろうか。大したことを考えていたわけではないが、他人には知られないからこそ、くだらないことやちょっとした愚ぐ痴ちなども浮うかばせている。

　いや、そんなことより、エルンストに対する気持ちとかも……？

　片思いに悩なやんで、行きつ戻もどりつの思考を繰くり返したり、前夜の行こう為いを思い出してドキドキしたり、うっとりしたりしていたことも見み抜ぬかれていたというのか。

　……そういうの、教育上よくないんじゃ……。

　けっこうなダメージを受けている朋樹に、エルンストは片手を振ふる。

「気にするな。意図して読もうとしなければ、わかりはしない。それに本人たちがまだ四歳児だから、そういう意味での理解力が不足している。宝の持ち腐ぐされというやつだな」

「じゃあ、成長したらもっとすごくなるってこと？」

「可能性はある。しかしあのふたりが金色の目を持って生まれてきても、正直俺は言い伝えが実現したなんて思ってなかった。たまたまそんな目の色をしていて、ちょっと上回る力があるだけだろう、と」

　たしかにテオとレオの姿を見て、最強のヴァラヴォルフだと言われてもピンとこないから、朋樹も頷いた。

「だが、一方でそれを鵜う吞のみにする奴もいた。それがトーマスだ」

　ようやく朋樹にも読めてきた。そのトーマスとやらが、子どもたちの力を利用しようとして、誘拐を企くわだてたのだろう。

「どんな奴なの？　そのトーマスって」

「現在わかっているだけで百人足らずのヴァラヴォルフだが、全員が仲間意識を持っているわけではない。人間が国や集団単位で敵対するように、派は閥ばつがある」

　まあ極きよく端たんな話、ひとり対ひとりでも対立は生じるわけで、不思議はないことだった。ヴァラヴォルフが人間よりも野生動物の性質を強く持っているなら、縄なわ張ばり意識などもあるのだろう。

　エルンストが言うには、ヴァラヴォルフには大きく分けてふたつの血筋があるらしい。昔からたびたび対立して、ときには血を見ることもあった。その繰り返しの中で、少しずつ勢力の均きん衡こうが傾かたむき、現在はエルンスト側が主流となっている。

「そのシュヴァルツェンベックの当主が俺だ」

　その長い名前は聞いたことがある。エドガーがエルンストに、シュヴァルツェンベック卿きよう、と呼びかけていた。

「卿って貴族のことじゃなかった？　やっぱりそうなんだ？」

「伯はく爵しやくの身分がある。先祖がどさくさに紛まぎれて手に入れたのだろう。いずれにしても、現代では意味のない肩かた書がきだ」

「そ、そういうもんじゃないと思うけど……あ、じゃあ、トーマスはフローマーの当主？」

「いや、当主はべつにいる。トーマスはフローマー侯こう爵しやくの甥おいにあたる」

「えっ、侯爵って伯爵より上じゃなかった？」

「爵位など意味がないと言っただろう。しかし、そういった現代の事情も含ふくめ、トーマスはなにかと不満らしい。奴の野望はヴァラヴォルフの王、ひいては人間界をも己おのれの手で牛ぎゆう耳じりたい、ということらしい。……映画やドラマの見すぎじゃないか？　現実と妄もう想そうの区別がつかないような、怠たい惰だな生活をしているからだ。中二病というやつだな」

　後半は独り言のように呟つぶやくエルンストは、トーマスを脅きよう威いとはまったく考えていないようだ。

「で、でも無む駄だに実行力はあるみたいじゃない？　どこにいるのか知らないけど、人を雇やとって実際に誘拐したし」

「トーマスにできるのはそこまでだ。双子を手に入れたとしても、利用できるような甲か斐い性しようはない。あと数年もすれば、逆に手玉に取られるのがオチだ。あのふたりが本領を発揮したら、真っ先に始末されるだろうな」

　にやりと笑うエルンストからは、余よ裕ゆうが感じられた。双子の成長を待つまでもなく、エルンスト自身にとってもトーマスは敵ではないらしい。

「脅威ではないが、ちょろちょろされると目め障ざわりだ。俺にとってはその程度だが、アガーテは母親として神経質になっているからな。そこに頼たよりの夫がけがをしてしまい、ピリピリしていた。知っているか？　子育て中のメスは、かなり凶きよう暴ぼうだぞ」

　意味ありげな言葉の真相を尋たずねたい気もしたが、美女のイメージが覆くつがえるのも忍しのびないので、頷くだけにしておく。

「そういうわけで、俺のそばに置いておくことがいちばん安全だろうと、一時的に双子を預かった。しかしアガーテが子どもと離はなれていることに耐たえられず、返せと押しかけてきたが、ちょうどそのときには、トーマスが動いたという情報も入っていたから追い返した」

「あ……」

　街で見かけたのは、そのやり取りだったのだろう。今となっては完全に朋樹の早はや合が点てんで恥はずかしいほどだが、あのときは本当に胸が痛かった。

「しかし子どもたちを引き取ったことで朋樹に出会えたのだから、それだけであの双子は最強のヴァラヴォルフだと認めていい」

「なんだよ、それ」

「本心からの言葉だ」

　エルンストの手が背中に回って、朋樹を抱だき寄せた。さりげなくＴシャツの裾すそが引き上げられていく。

「他ほかに質問は？　なければ、仕切り直しと行きたいんだが」

「え……あ、お風ふ呂ろは？　俺、埃ほこりだらけ。汗あせもかいたし」

　朋樹が答える間にもＴシャツは捲まくり上げられて、腕うでを引き抜かれつつある。

「気にしない」

「俺が気にするんだよ！　顔だって殴なぐられ──あれ……？　あれ!?」

　朋樹は自分の頰ほおを擦さすり、口の中を舌で探さぐった。

「痛くない……腫はれてたのに。傷も……」

「もう回復したはずだ」

　自信ありげにそう言われて、朋樹は目を瞠みはった。

「エルンストがやったの？　そんなことできるの？」

「そのようだな。自分の傷を治したことはあるが、他人にもできるとは初めて知った。まあ、愛情のたまものだと思ってくれていい」

「いや、具体的な方法を訊きいてるんだけど……やっぱ、舐なめたから……？」

　次し第だいに声が小さくなってしまう。治ち癒ゆ方法なんて、それしか考えられない。やたら頰を撫なでられたし、キスで口の中を舐め回されたし。

「他の者なら勇ゆう敢かんさの証あかしと褒ほめ称たたえて終わるところだが、朋樹に傷をつけたままになんてしておけない」

　頭からＴシャツを引き抜かれ、顔を出したとたんにキスをされた。

「んっ……」

　傷は跡あと形かたもなく完治して、感じるのは心地ここちよさだけだ。くまなく舐め尽つくされ、舌を吸い上げられて柔やわらかく嚙かまれ、心地よさが次第にもどかしいような疼うずきへと変わっていく。無意識にエルンストのシャツの袖そでを摑つかむと、唇くちびるを離したエルンストが囁ささやいた。

「脱ぬがせてくれるのか？」

　そういえば、朋樹が手を貸したことはなかった。いつも気づいたときには一方的に脱がされ、エルンストも裸はだかになっている。

「お、お望みとあらば」

　照れくさくはあったけれど、先ほどオオカミから人に戻ったエルンストが、部下に着き替がえを手伝ってもらっているのを見て、なんとなく悔くやしかったのだ。自分がしたことがないことを、他の誰だれかが当然のようにしていることが。

　もしかしたら他にも遠えん慮りよしていたことがあるかもしれない。しかしこれからは、思ったことは遠慮せずにしてもいいのだ。

　なんたって運命の相手だからな。

　そんな浮うかれ気分で手を動かしていた朋樹だったが、ベルトに手をかけたところで我われに返った。

「どうした？　外し方がわからないか？」

　エルンストは挑ちよう発はつするように腰こしを突つき出す。柔らかな生き地じのパンツは明らかに股こ間かんが盛り上がっている。

「……やっぱりシャワー浴びてくるから、後は自分でお願いします」

　そう告げてベッドを飛び降り、寝しん室しつから続きのパウダールームのドアを開けた。かすかな含み笑いが聞こえたような気がしたが、逃にげるようにドアを閉めてボトムを脱ぎ捨てる。浴室に駆かけ込んで、頭からシャワーを浴びた。

　今さらなのかもしれないけどさ……。

　引っ越こしてきてから今まで、ほとんど毎日セックスをした。ということは、裸はもちろんのこと、あられもない格好もなにもかも見られている。朋樹だってエルンストの身体からだを見ているのだが、自分は雇われ人という立場だと思っていた。恋こいを自覚してからはいっそうそう念じるようにしていたので、羞しゆう恥ちなどもプライベートな感情と決めつけて、そんな感情がもやっと浮かびそうになるたびに、ふたをしてきた。

　晴れてそれが取り払はらわれた今、無性に恥ずかしい。よく今まで平気で、いや、平気ではなかったけれど、あんな格好やこんな格好ができたものだと、シャワーの温度のせいでなく顔が赤くなる。

　そんな朋樹の内心も知らず、エルンストがエレクトした股間を誇こ示じしたりするものだから、とてもではないが続けられなかった。断じて清純ぶっているわけではない。そもそも朋樹はエルンスト以外知らないし、そういうことをするようになったのもごく最近なのだから、あまり対応スキルがなくてもしかたがないだろう。

　……なんて、今さら打ち明けるのも恥ずかしい……。

　シャワーに打たれながら、なにをするでもなく壁かべに手をついている。いつまでもこうしているわけにはいかないと、わかっているが。

　ふいに空気の流れを感じて目を開くと、視界の端はしがキラキラと輝かがやいていた。それがエルンストの髪かみだと気づいて、朋樹は声を上げる。

「ななななにっ!?　まだ入ってますけど!?」

「よほど汚よごれが気になるらしいからな、洗ってやろう」

　当たり前と言えばそうなのだが、エルンストはすっかり全ぜん裸らだ。そしてやはりというか、臨戦態勢だ。よくあんな大きなものを受け入れて、その上気持ちよくてたまらなくなったりするものだと、今さらながら人体の神秘に驚きよう愕がくする。

「もう洗ったから！　入るならどうぞ！　俺は出る──」

「つれないことを言うな」

　背中から抱きしめられ、朋樹は総毛立った。互たがいの間でしか作用しないという匂においにたちまち包まれて、陶とう然ぜんとしてしまう。

「……あ、当たって……」

　尾びてい骨こつのあたりに量感のあるものが押しつけられ、ぞくぞくした。

「焦じらされ続きだからな。そろそろ限界だ」

　言葉のわりには声こわ音ねも態度も泰たい然ぜんとしていて、狼狽うろたえる朋樹を楽しんでいるようにも思える。

　エルンストの指が忙せわしなく上下する胸へ這はい上がり、硬かたく尖とがっていた乳ち首くびを弾はじいた。

「んっ、あ……」

「こんなに誘さそっているくせに……ひとつ忠告しておくが、オオカミをあまり餓うえさせないほうがいい」

「誘ってるわけじゃ……ど、どうして……？」

「貪むさぼられる」

　一いつ瞬しゆん、野生動物のお食事シーンが脳のう裏りをよぎってぞっとしたが、それは決して脅おびえではなく、官能や興奮に近かった。エルンストに夢中で求められることが嬉うれしい。

　乳首をつまみ上げられて擦られ、首筋に歯を立てられて味わわれ、瀕ひん死しの獲え物もののようになりながらも、朋樹の高こう揚よう感かんは膨ふくれ上がっていく。

　あ……力が抜ぬける……。

　片手を壁に伸のばし、それでも足りなくて両手で身体を支える。無防備な下か肢しにエルンストの手が伸びて、ペニスを握にぎられた。

「ああっ……」

「旨うまそうな匂いがする」

「あ、洗ったし！」

「洗ったくらいで落ちるようでは、運命の相手に巡めぐり会えない」

　そんなやり取りの間にもエルンストの玩がん弄ろうは続いて、いつの間にか止められたシャワーの音の代わりに、朋樹の下肢から発する水音が浴室内に響ひびいた。

　エルンストの舌が背中を滑すべり降り、尻しりのあわいを押し開くようにして後こう孔こうをなぞる。これまでに何度も繰くり返されてきた行こう為いだったが、立ったままは初めてで、油断すると膝ひざが折れてしまいそうになり、力と意識の分配がむずかしい。

「……だめ、……も、立ってられない……」

　ずるずると頽くずおれていく朋樹を、エルンストは向かい合って膝に乗せて、床ゆかに腰を下ろした。

「ベッドに連れて行ってやりたいところだが、その時間が惜おしい」

　胸に吸いつかれて、舌先で乳首を嬲なぶられながら、脚あしの間に指を忍しのばされる。柔らかく解けかけていた窄すぼまりに押し入られ、朋樹は息を吞のんだ。

「……あ……ああ……っ……」

　長い指に開かれていく感かん触しよくに恍こう惚こつとなりながらも、早くももの足りなさを感じていた。いつも朋樹を翻ほん弄ろうするものの大きさ、形をそこは憶おぼえていて、恋しがっている。

「エ……エルンストっ……」

　片手を伸ばしてエルンストの身体を辿たどり、引き寄せられるように下腹へと向かった。そこに息づく逞たくましいものに触ふれた瞬間、喘あえぐようなため息が洩もれた。

「急せかすな。箍たがが外れる……」

　エルンストは朋樹の胸むな元もとに額を押しつけて、唸うなるように囁く。その声に情動を感じて、朋樹は指を動かした。思えば、エルンストのものを愛あい撫ぶするのは初めてかもしれない。初回に躱かわされて以降、頭をよぎっても実行に移す余よ裕ゆうもなく、エルンストに酔よわされていた。相手の意に従うことが、雇やとわれ人の立場だと思っていたせいもある。

　しかしもう、そんな制約は存在しない。したいと思ったら、好きなようにエルンストに触れていいのだ。

　怯ひるむほど熱く硬い怒ど張ちように触れながら、しかし早くもっと深く触れあいたいと気が急く。そんな朋樹をそそのかすように、朋樹の中を探さぐるエルンストの指もまた激しさを増していた。

「あっ……そ、そこ……っ……」

　指で突かれた場所から電流に触れたような痺しびれが走り、朋樹ははしたないほど腰を揺ゆらした。放置されていたペニスから新たな蜜みつが溢あふれて、それをエルンストの腹に擦こすりつけてしまう。

　エルンストの片手が朋樹のものを握り、自分のものと重ねる。指を絡からませ合い、互いのものを包み込むようにして動かされ、朋樹はたちまち登りつめた。

「ああっ……」

　射精の勢いのままに後孔が収縮し、エルンストの指を締しめつけてしまう。絶頂感を味わいながらも、もっと欲しいと全身が訴うつたえる。

　もっと欲しい。なにが──？

「……エルンスト……っ……」

　広い肩かたに額を預けて息を荒あらげながら、朋樹は両りよう腕うでをエルンストの首に回した。

「……欲しい……エルンストが欲しいっ……」

　次の瞬間、きつく抱だきしめられた。骨が折れそうなほど、とはこのことかと思う。

「とうにおまえは俺のもので、俺はおまえのものだ」

　何度となく言い聞かせられてきた運命の相手というフレーズが、ここにきて完全に朋樹の中に染しみ込んだ気がした。

　ヴァラヴォルフの長おさで、人の世では貴族の称しよう号ごうを持つ大金持ちで、めったにお目にかかれないような美形で、プラチナウルフになっても神こう々ごうしいほどで──。しかし引け目を感じることも、ましてやエルンストの言葉を疑うことも、もうない。

　愛しているし、愛されている。離はなれることなど考えられない。そんな互いの想おもいがすべてで、それ以外は後からついてくる。どうとでもなる、どうとでもできる。エルンストがいるから、ということではなく、朋樹にもその覚かく悟ごが備わっていた。

　いや、覚悟なんて思ってもいない。言うなればやはりこれは、運命──なのだ。

「……っあ……」

　指が引き抜かれ、腰こしを引き寄せられた。喘ぐようなそこに、怒張がぐっと押し当てられる。強い抵てい抗こうを、朋樹は自ら腰を沈しずめることで突とつ破ぱした。

「んあっ……」

　自分の呻うめきに重なって、エルンストの声も聞こえたような気がした。しかしそんなことよりも、刻一刻と一体化していく感覚に夢中になる。朋樹のほうが餓えた獣けもののようにエルンストを貪っている。

「……あ……いっ、ぱい……」

　体勢のせいか、いつもよりも深く結合したように感じる。

「まったく……ヴァラヴォルフの花はな嫁よめは容よう赦しやがない」

　エルンストは笑えみを浮うかべて、朋樹の鼻先にキスをした。

「花嫁って、男だけど？」

「その話は済んだはずだが。性別など些さ細さいなことだ」

　たしかに今さらの話だが、花嫁という具体的な単語を出されると、ついウェディングドレスを思い浮かべてしまう。似合わないことこの上ないと、朋樹は笑った。

「笑うな。振しん動どうで持って行かれる」

　ゆっくりと動き出したエルンストに、朋樹もまた焦あせりの声が洩れた。

「やっ……そんな、搔かき回さないで……っ……」

「じっとしていろと？　無理な相談だ」

　下から突つき上げられ、内ない壁へきを余すところなく擦られて、朋樹は仰のけ反って喘いだ。わずかな捩ねじれにも媚び肉にくが嬌きよう声せいを上げ、快感を訴えながらもっとと要求する。

「……で、……出ちゃう……っ」

「またか？　少し我が慢まんしろ。この体勢では、飲み干してやることもできない」

　どんな体位でも繫つながっている限り不可能だと思うのだが、朋樹に言い返す余裕はない。

「ああ、そうだ。リングを贈おくらなければならないな」

　鼻歌でも歌い出しそうに上じよう機き嫌げんなエルンストは、そんなことを呟つぶやく。今ここでそんな話をするかと、その余裕がちょっと悔くやしい。

「いら、ないよ……料理のじゃまになるし、あっ……」

「そういうものか？　ああ、ではここにはめるというのはどうだ？」

　エルンストの指が朋樹のペニスに絡み、根元を締めた。射精感を促うながされながら塞せき止められるという非情な快感に、朋樹は激しくかぶりを振ふった。

「そうすれば、好きなときにおまえの甘かん露ろを味わえる」

「……じゃっ、蛇じや口ぐちじゃないから！」

　否定したものの、今の朋樹は壊こわれた蛇口状態かもしれない。その証しよう拠このように、二度目の絶頂に見み舞まわれた。

「あっ、だめっ……あ、ああっ……」

　腰が跳はねる。弾はずみでエルンストのものが肉壁を擦り、快感が上乗せされる。歓かん喜きする内部がエルンストを締め上げ、それを押し返すように怒張もまた大きく脈打った。

　……ああ……気持ちいい……。

　達したエルンストが朋樹の中に[image: ]ほとばしらせたものが、心をも絶頂に押し上げる。いつも思うことだけれど、ヴァラヴォルフの体液には不思議な力があるのではないだろうか。単純に体力を分け与あたえられるような気もするし、エルンストへの想いも増していく気がする。

　余よ韻いんに四肢を震ふるわせる朋樹の顔と言わず身体からだと言わず、エルンストの唇くちびるが落ちる。このまま脱だつ力りよくして深い眠ねむりに落ちそうな気がする一方、まだ身体の奥で脈打つエルンストが朋樹の芯しんをざわめかせていた。

「また飲み損そこなってしまった」

　耳元での囁ささやきに、朋樹は苦く笑しようする。

「だから無理だって言ったのに」

「そうでもない」

　ふいに身体がぐらりと揺れて、足がつけない朋樹はエルンストにしがみついた。

「わわっ、な、なにっ!?　噓うそだろ！」

　エルンストは朋樹を膝ひざに乗せたまま──もっと厳密にいうなら繫がったまま──立ち上がった。体重の大部分を支えていたエルンストの膝がなくなった分、沈んだ腰にエルンストのものをこれでもかというほど吞み込んでしまい、朋樹は図はからずも艶なまめいた声を上げた。

「そんな色っぽい声を出すな。またバスルームに居座ることになるぞ」

「……なに、言って……うっ……自分がなにしてるか、わかってんの……？」

「なにとは？　寝しん室しつに移動するところだが」

　その間もエルンストは歩き続け、一歩ごとの振動に、朋樹は息を詰つめたり、こらえきれずに声を洩らしたりした。

「違ちが、うっ……このカッコ……駅弁じゃないか……っ……あっ……」

　スタンダードな体位以外に名を挙げろと言われたら、たいてい出てくるのではないだろうか。コミカルな名称と体勢のわりに、難易度はそうとう高い。体力的に自分には絶対無理だと思っていたが、まさか乗せられるほうで実現するなんて。

「駅弁……？　それはあれか？　列車の中で食する弁当だろう。これのどこが？」

　抱かかえた腰を揺らされて、朋樹は仰け反って喘あえいだ。とてもではないが、冷静に解説できる状じよう況きようではない。

「まあ、朋樹が美味なのは同意する」

　ベッドに逆ぎやく戻もどりしたところで、エルンストはゆっくりと朋樹を仰あお向むけに寝ねかせた。結合を解かれてほっとしたのもつかの間、エルンストの柔やわらかな髪かみが腹を擽くすぐり、さらに舌の感かん触しよくに目を向ける。

「なにやってんの！」

「舐なめている。一いつ滴てきたりとも無む駄だにしないと言っただろう」

「いや、放置してほしい！　だいたいもう擦れて判別できないし！　あっ、ああっ……」

　下腹に飛び散った分は舐め取ったのか、エルンストの舌はペニスに巻きついた。幹を舐め上げ、先せん端たん部分を口に含ふくみ、鈴すず口ぐちに舌を捻ねじ込んでくる。

「やっ……そんな、されたら……っ……」

　二度も達したというのに、また熱が萌きざした。これも朋樹にとっては驚おどろくべき変化だった。

　二十歳はたちまで童どう貞ていで来てしまったくらいだから、性欲は薄うすいほうだと思っていたのだ。生活に必死で、そんな余よ裕ゆうがなかったこともあるかもしれない。

　その自分が、ひと晩に片手で足りないくらい射精して、絶頂を味わうのはそれ以上、それを連日のようにこなしている。

　相手がヴァラヴォルフのエルンストだから、という理由で片づけてしまっていいのだろうか。

　いや、好きな相手だからっていうのもあるんだけど……もちろん。

　身体だけではない、心も求めてやまないのだから──。

　朋樹は快楽の波に吞のまれそうになりながら、必死にシーツの上を動いて、エルンストの太ふと腿ももに手をかけた。眼前に迫せまる屹きつ立りつはかつてない迫はく力りよくだったが、エルンストのすべてが自分のものだと思うと、愛いとしいような気持ちが湧わいてくる。

　そっと握にぎって顔を寄せ、舌を伸のばした。

「……うっ……」

　くぐもった呻きが下方から聞こえ、朋樹は勢いづく。自分にもエルンストに快感を与えることができるのは、なんて誇ほこらしいことだろう。

　夢中になって舌を這はわせ、張り出した先端を頰ほお張ばるように含み、根元の重たげな膨ふくらみにも愛あい撫ぶを施ほどこす。その一方でエルンストの舌と指に翻ほん弄ろうされ、与えているのか受け止めているのかわからなくなってくる。

　しかし確実に絶頂の波は押し寄せてきて、朋樹は全身を震わせた。エルンストにきつく吸い上げられ、気が遠くなる。指を食はんだ後こう孔こうが焦じれたようにうねり、痛いくらいに尖とがった胸の先端がせつない。せめてエルンストも達してくれたらいいのにと、必死に舌を動かす。それなのにエルンストは朋樹を遠ざけ、指も引き抜ぬいてしまった。

「やだっ、もっと──」

　体勢を戻したエルンストが目の前に覆おおい被かぶさってきて、朋樹ははっとする。

「もっと？　舐め足りないという俺の気持ちが、朋樹もわかったか」

　口端はしを上げるエルンストから、朋樹はそっと視線を外した。

「……そう、じゃなくて……いや、それもあるけど……」

　もっとセックスがしたいとは、さすがに恥はずかしくて躊躇ためらっていると、エルンストの手に脚あしを大きく開かされた。間に割り込んできた身体が、熱い怒ど張ちようを押しつけてくる。

「あ、あっ……」

　深く重なってくる感覚に、朋樹はエルンストにしがみついた。

「当たったな。欲しがって吸い上げてくる。今のところ、口よりも上手だ」

　なんて恥ずかしいことを言うのかと思ったが、自分の中が歓喜したように蠢うごめいているのは自覚できて言い返せない。なによりそれどころではなかった。

「やっ、あっ、……い……いいっ……も、っと……もっと……っ……」

　気づけばそんなことを口走っていて、しかもエルンストが期待以上に応こたえてくれて、激しい突つき上げに肉にく壁へきは痺しびれたようになった。

「ここも……だろう？」

　薄い胸の肉を押し上げられ、鬱うつ血けつしたように膨らんだ乳ち首くびに歯を立てられて、疼とう痛つうに仰のけ反る。その拍ひよう子しに中のエルンストが角度を変え、どうしようもないほどに感じる場所を攻せめられてよがった。

「……いく、……いっちゃう……っ……」

　そのまま駆かけ上がろうとした朋樹だったが、ふいに腰こしを抱だかれて反転させられた。

「あっ、な、なにっ……？」

　ぐっと上半身を押され、また刺し激げきされる場所が変わったことにひとしきり喘いだ後で、自分がエルンストを跨またいでいると気づいた。

「これならおまえの甘露を飲み干せそうだ」

　そう言って朋樹のペニスを握ったエルンストに、朋樹は笑い出しそうになる。

「ああ、いい振しん動どうだ。締しめつけ具合もたまらない」

「ばかなこと言ってる。それじゃ曲芸だよ」

「ああ、知ってる。扇せん子すから水を出したりするんだろう。実物を見たことはないが」

「俺だってない──あっ、あっ……」

「今度見に行くことにして、今は愛の交こう歓かんに専念しよう」

　変なこと言い出したのはそっちじゃないか、と言い返す間は与あたえられなかった。

　エルンストの上で、朋樹は思うさまに揺ゆさぶられる。ひと突きごとに快感が脳天まで響ひびき、噂うわさに聞いていた主導権が握れる体位だなんて実感はまったくない。

　しかし翻弄されているようでいて、エルンストの情愛が怒ど濤とうのように注がれるのを感じ、その激しさに吞み込まれていった。　>>>♥

「あっ、ああっ……も、もう……っ……」

　深く突き上げてきたエルンストを思いきり食い締めて、朋樹は絶頂に飛んだ。その飛ひ沫まつの行方ゆくえがどうなったかは、確かく認にんしていない。










　目覚めたときには、寝室に朝日が差し込んでいた。天てん蓋がいの布も撥はね除のけたまま、カーテンも閉じていなかったので、明るい陽ひ射ざしに直ちよく撃げきされる。

　しかし、夜明け近くまで睦むつみ合っていたはずで、それを考えると朝のうちに目が覚めたのは奇き跡せきだ。時間のわりに深い眠ねむりだったのは、満足して疲つかれ果てたせいもあるのだろうか。

　そんなことを考えて寝返りを打った朋樹は、朝日に背を向けたのにいっそう眩まぶしく感じる瞼まぶたを開いた。

　うわっ……！

　隣となりで大きなプラチナウルフが寝息を立てていた。日を浴びた被ひ毛もうはふっくらとして、一本一本がキラキラと輝かがやいている。首回りの襟えり巻まきのように長い毛など、ゴージャスこの上ない。

　それを鼻息でそよがせて、高貴な獣けものは安らかに眠っていた。

　しばらくその姿に見み惚とれていた朋樹は、我が慢まんできずに抱きつく。

　わあー、モフモフだ！

　顔を埋うずめてその感触を楽しんでいると、低く唸うなるような声がして、耳を舐められた。顔を上げると、朝日を反射して銀色に光る双そう眸ぼうが、朋樹を見つめていた。

「おはよ、エルンスト」

　濡ぬれた鼻先にキスをして、エルンストからたっぷりとお返しに顔を舐められる。全身が蕩とろけてしまうようなキスもいいけれど、こんな愛情表現もヴァラヴォルフの恋こい人びとならではだろう。

　しかし顔から首筋へとオオカミの舌が移動するのを察して、朋樹は慌あわててベッドを離はなれた。

「シャワー浴びてくるね。そしたらごはんにしよう」

　ドキドキしながらシャワーを浴びた。あのままだったら、きっと止まらなくなっていただろう。エルンストが。もしかしたら自分も。

　さすがにあの姿ではハードルが高い。だって……じゅ、獣じゆう姦かんとかいうやつにジャンル分けされちゃうんじゃないの？

　生ハムとフルーツトマトのエッグベネディクト、ベビーリーフと水切り豆どう腐ふのサラダの朝食が出来上がったころには、人形になってシャワーを浴びたエルンストが、濡れた髪を拭ぬぐいながらキッチンに姿を現した。

　料理をしてようやく気がまぎれたというのに、エルンストの姿を見たとたん、胸が騒さわいだ。水気を含ふくんだ髪かみから、ひどく官能的な匂においがする──ような気がする。

　なんなんだよ、俺。ゆうべ、あんなにやりまくったのに……だいたいエルンストがこんなカッコしてるのも悪いんだって。

　ガウン姿のエルンストは、爽さわやかな朝よりアンニュイな夜のほうがずっと似合っている。ブランデーグラスでも手にしたら完かん璧ぺきだ。

　ガウンの下はパンツすら穿はいてなくて、そういうのを知ってるから、ドキドキしちゃうんだよ。そうなんだよ、エルンストってエロい……。

「やあ、旨うまそうだ。俺が運ぼう」

　皿を手て渡わたしたときに指先が触ふれ、朋樹は思わず後ずさった。

「逃にげたな」

　笑えみを浮うかべながらも、灰色の瞳ひとみが睨にらむように朋樹を見下ろし、距きよ離りを詰つめてくる。

「……に、逃げてなんか……皿を渡したから、コーヒーを淹いれようと思って──」

「今じゃなくて、さっき。慌ててシャワーを浴びに行った。なにをされると思ったんだ？」

　……バレてるし！

　朋樹は答えずに背を向けて、コーヒーサーバーを取り上げる。狼狽うろたえているせいで、注いだコーヒーが盛せい大だいにこぼれた。

　カウンターを拭ふいていると、エルンストの忍しのび笑いが聞こえて、朋樹はキッと振ふり返った。

「エルンストが舐なめ回すからだろ！　最初は犬っぽくて可愛かわいかったのに、だんだん、く……首筋とか……」

「ああ、もっと舐めたかったな。そのつもりだった。足の指まで──」

「ほら！　やっぱり！　そのうち舐めるだけじゃ済まなくなったりしたら、大変じゃないか！」

「済まなくなるのは俺か？　朋樹か？　両方かな？」

　にやにやするエルンストに、朋樹は返事に窮きゆうした。なんだろう、これは。セクハラだろうか。恋人にセクハラされている？

　困らされているのにどぎまぎしてもいて、朝っぱらからなにをやっているのだろうと、我われながら思う。

「……わかった、認める。俺もドキッとした。でも、いちいちエルンストがエロいせいだからね」

「そうさせているのはおまえだ、朋樹」

　エルンストは朋樹の頰ほおに掠かすめるようなキスをして、ダイニングルームへ向かった。呆ぼう然ぜんとしてしまった朋樹は、コーヒーカップを両手に後を追う。

　こういうのがほんと巧うまいんだよな。さりげないのに印象的っていうか。

　当たり前のことかもしれないが、恋れん愛あいスキルに差がありすぎる。エルンストがこれまでどんな恋愛遍へん歴れきを経てきたのかということは、あまり気にならないけれど、この差は縮まらないのだろうなと漠ばく然ぜんと思う。

　だってさ……手取り足取りステップアップしたとしても、その分エルンストが先を歩いてそうだもん。

　それにエルンストには、獣形というアドバンテージまである。つまりふたり分のようなものだ。

「……やっぱそのうち──」

　オオカミのエルンストに組み敷しかれてしまうのではないか。今でさえ充じゆう分ぶんその気がありそうな言い方だった。

「やっぱ？」

　エルンストがサラダを咀そ嚼しやくして聞き返してきたのに、朋樹ははっとした。つい心の内が言葉になってしまっていたらしい。

「じゃなくて！　エルンスト、もしかして俺のこと操あやつってない!?」

「どうした、いきなり」

　切り分けたエッグベネディクトを口に運ぼうとしていたエルンストだが、朋樹の剣けん幕まくにカトラリーを置いた。

「だって俺、さっきから変なことばかり考えてるもん！　オ、オオカミのエルンストとエッチするんじゃないか、とか……」

「嫌いやなのか？」

　問いかけには答えずに別の角度から質問を返されて、朋樹は言葉に詰まった。

　嫌？　嫌なのか？　そうじゃなくて……なんていうか……。

　オオカミのエルンストが嫌だと思ったことは一度もない。きれいでカッコよくて、むしろ大好きだ。触れずにはいられない。

「……嫌じゃないけど……ハードルが高い……」

「なるほど、まだ抵てい抗こうがあるか。しかし検討の余地はある、と。もう少しアプローチが必要だな」

「やっぱり操ってるじゃないか！」

「そういったことはしていない。運命の相手に対してする必要はないのだと、前に言わなかったか？」

「う……聞いたような気がする……」

　それならなぜ、朋樹はそんなことを考えているのだろう。

　エルンストはエッグベネディクトを頰張って舌した鼓つづみを打つと、口端はしについたオランデーズソースを、朋樹に見せつけるように舌を伸のばして舐めた。わざとだとわかっているのに、鼓こ動どうを走らせてしまう。

「まあ、この程度のことはしている」

　臆おく面めんもなく言い放って、堂々とコーヒーを飲むエルンストに、朋樹も頷うなずいた。

「うん、もっとあからさまだよね……」

「はっきり言えば、いずれはそういうこともあるだろう。俺がヴァラヴォルフでおまえがその伴はん侶りよなら、自然のなりゆきだ。だから無意識に考える」

　ヴァラヴォルフがどういうものかは、話を聞く以外に知る方法はないし、言われたことを鵜う吞のみにするしかない。そうだというなら、そうなのだろう。

　でもなあ……やっぱりまだ難易度が高いって。

　それがいつかは自然になる。そうやってずっとエルンストとともに歩む人生が続いていくのだと考えると──。

　楽しみなような、嬉うれしいような……？

　朋樹の皿からオリーブの実をつまんだエルンストが、なんとも色っぽい流し目をくれた。

「獣形のヴァラヴォルフとのセックスは、かなりいいらしいぞ」

「え……？」

「脳内麻ま薬やくのようなものが溢あふれて止まらない、と聞く」

「そ、それは怖こわいんじゃ……ていうか、誰だれが言ったの？　エルンストが相手にした人間？」

「まさか。データに決まっている。俺が朋樹以外となにをするというんだ」

「データって……古いにしえの言い伝えの次は、いきなりハイテクかよ」

「俺は噓うそはつかない」

　真相はどうでもいい。噓はつかないというエルンストの言うとおりの気もするし、たとえそんな相手が存在したとしても、エルンストに身も心も愛されたのは自分だけだと思える。

　少し……自信がついたのかな……？

　食事の後はテラスで過ごした。子どもたちが遊べるように、ずいぶん掃そう除じして片づけたので、ちょっとした憩いこいの空間としてももってこいだ。

　ガーデンチェアにクッションを置いて、レシピブックを手に夕食のメニューを相談する。エルンストがビールベースのカクテルを作ってくれたので、昼間から怠たい惰だな休日を満まん喫きつした。

　二杯はい目のカクテルを口にしたころ、エルンストのスマホがコール音を響ひびかせた。

「鳴ってるよ」

　ちらと目をやったきり、スマホをクッションの下に押し込もうとしたエルンストに、朋樹は手を伸ばした。

「あ、アガーテさんじゃないか」

　ドイツ語仕様のようだが、さすがに名前くらいは読み取れる。

「やっとゆっくりしているというのに」

　エルンストはそう呟つぶやきながらも、スマホを手にした。

『ともきー!?』

『わーん、ぼくも！　ぼくもでる！　ともき!?』

　横からでも充分届く大音量のユニゾンに、朋樹は破顔して声をかけた。

「テオ！　レオ！　聞こえてるよ」

　エルンストがため息をついてスマホを差し出した。

『ともき!?　あのね、ぼくたちドイツへかえるの』

「えっ、いつ？」

『いまからひこうきのるの！』

　朋樹は驚おどろいてエルンストを見た。

「これから帰るって。もう空港なのかも」

　エルンストは特に動じた様子もなく頷く。

「そうなのか。見送り行けなくて残念だよ」

『ともきもいこう！』

『いっしょにひこうきのろう！』

「いや、それは……」

　さすがに無理な話だが、そう言うのもかわいそうな気がして躊躇ためらっていると、エルンストがスマホを取り上げた。

「俺の伴侶を攫さらうつもりか？　覚かく悟ごがあってのことだろうな？」

「エルンスト！　なにおとなげないこと言ってるんだよ！」

　慌あわてる朋樹を片手で抱だき寄せるようにして、エルンストはさらに四歳児相手に張り合った。

「悔くやしかったら、自分たちもさっさと運命の相手を見つけるといい」

　子どもたちのブーイングに、スマホが音割れする。それが消えたかと思うと、エルンストの表情が変わった。

「……いや。しかしおまえだって、もう少しきびしくしてもいいんじゃないか？　……ああ、わかっている。いや！　べつにやきもちとかそういうことじゃ──……ああ、わかった。言っておく。言っておくだけだぞ」

　エルンストはスマホを耳から離はなし、ため息と一いつ緒しよにテーブルへ放ほうった。

「アガーテさん？」

「まったく……どうして俺が責められるんだ」

　エルンストは盛せい大だいにため息をついて、朋樹の肩かたに頰ほおを乗せた。

「やきもちのなにが悪い。子どもはいつまでも子どもじゃないんだぞ。あんななりをしていても、すぐにオスになる。早めの対処が肝かん心じんなんだ」

　ぶつぶつと呟くエルンストに、朋樹は笑う。意外と子どもっぽいというか、むきになるというか。

　しかし、嫉しつ妬としてくれたことが嬉しくもあった。自分の想おもいは一方通行ではないのだと、また朋樹に自信をつけてくれる。

「約束だから、一応伝えておくか。後からでもいいから、ぜひ朋樹にも子どもたちに会いに来てほしいそうだ」

「うん、それはもちろん」

　こんなに早く帰国するなんて思っていなかったから、昨夜バタバタしたまま別れてしまって、朋樹も残念だったのだ。本音を言えば、この家にテオとレオの姿がないことに違い和わ感かんがあって、ちょっと寂さびしい。

「子どもたちは近くに住んでるの？」

「車で二時間ほどだな。別べつ邸ていからなら目と鼻の先だ」

　自宅はひとつとは限らないのだと、改めてエルンストの資産家ぶりを思い知らされた。

「もしかしてここも持ち家だったり……？」

「初めは借りたが、なかなか住み心地ごこちがいいから買い取った。朋樹のためにも、ここに住まいがあったほうがなにかと便利だろう」

「それって……」

　エルンストが帰国しても、朋樹のために住む場所を残しておいてくれるということだろうか。

　今さらだが、エルンストが日本に定住する可能性は低いと気づいた。ヴァラヴォルフの万ばん能のうぶりに、もう離れないと言ったらずっと離れないのだと思い込んでいたけれど、物理的に距きよ離りを置くことはあるのかもしれない。

　今の朋樹には受け止めきれないが、そういう人生も覚悟しなければならないということか。

「なんて顔をしている」

　鼻先を指で突つつかれて、朋樹はかぶりを振ふった。

「……いや、なんでも……」

　互たがいの気持ちとは別に、個人の生活というものもある。夫ふう婦ふだって四六時中くっついているわけではない。ことにエルンストはヴァラヴォルフを統すべる立場であり、その拠きよ点てんとなるらしいドイツを留守にし続けるわけにもいかないだろう。

　朋樹にしても、料理人になるという夢に向かって進んでいて、それを捨て去ることは考えていない。学校を卒業して、資格を得て、修しゆ業ぎようして、いずれは自分の店を持てたらいいと思っている。

　……でも、やっぱり寂しい……。

「とりあえず、夏休みになったら行ってみよう」

「……うん。あの……エルンストはそのまま……？」

「そのまま、とは？」

　当たり前のことを訊きいているのだろうかと、朋樹は狼狽うろたえた。

「えと、そのままドイツに帰る？」

　エルンストは灰色の目を見開いた。心なしか瞳ひとみの奥が赤っぽい。

　え……？　怒おこった？

「や、愚ぐ問もんだった……かな……」

「まったくだ。まさか俺が朋樹を残して、ひとりで帰国するとでも？　ドイツ観光をさせて、日本行きの飛行機を見送ると？」

「いや、そこまでは言ってないけど──」

「離れないと言っただろう」

　エルンストは凄すごみまで感じさせるような熱い眼まな差ざしで、朋樹を凝ぎよう視しした。

「その話もいずれするつもりだった。まず、卒業まではこのままここで過ごす。朋樹の夢の実現のためだからな」

　……え……？

　またしても自分は早はや合が点てんをしていたのだろうかと、朋樹の胸が騒さわいだ。

「俺も少し調べたんだ。料理人は修業と称しようして、他店で働いたりするんだろう？　日本でそうしてもかまわないし、気が向けばドイツで働いてもいい。懇こん意いにしている店はいくらでもある。あるいは自分で店を開きたいというのなら、日本だろうがドイツだろうが、全面的にサポートしようじゃないか。それから──」

　……なんだよ。俺ってば、全然取り越こし苦労じゃないか……。

　エルンストはその後もあらゆる方向へと進む可能性を提案していたが、そのどれもが朋樹の希望を前提としていた。

　こんなにも朋樹のことを考えてくれていたことに、胸が熱くなる。

「──というわけで、どんな望みも叶かなえる心づもりはある。まあ……強しいて言えば、俺のためにも毎日食事を作ってほしいが。ついでに言えば、他ほかの者には食べさせたくないのが本心だが……」

　ついでというには思いのこもった口調に、朋樹は苦しいほどの幸せを感じながら笑った。

「作るよ。もちろん毎日作る。だから毎日食べて」

　エルンストの肩に両りよう腕うでを回すと、力強く抱き返された。

「ああ、おまえの料理もおまえ自身も、美味おいしくいただく」





ＥＮＤ　










あとがき






　こんにちは、浅あさ見み茉ま莉りです。この本をお手に取っていただき、ありがとうございます！




　前回に引き続き、外国人攻です。もちろんイケメンで、王子さま成分多し。たまたまで、特に王子さま系が好きというわけでもないのですが、楽しく書かせていただきました。

　そもそも見た目は文句なしの攻ですが、中身はどこかピントがずれた、おっとりバカ殿さまの設定だったので、そんなエピソードを書くことに集中してしまった気もします。

　今さらネタバレというほどでもないと思うので、はっきり言ってしまいますと、攻は狼男です。変身してもどこかノーブルなゴージャスモフモフですが、求愛に関してはけっこうガルガル系で、なんとか狼男の面めん目もく躍やく如じよかな、と。

　そして美味おいしくいただかれてしまうのが、料理だけでなくそれを作った受くんです。

　本作に限らず、相手に手料理を食べさせるシーンを書くことがけっこう多いのですが、好きな相手の身体からだを作ることにもなるわけで、愛情と独占欲とエロティックさを感じる行為だと思っています。

　昔から「胃袋を摑む」なんて言い回しもあるので、食事は恋愛においても重要な要素なのでしょう。

　攻と同じく胃袋を摑まれたのが、将来有望な双子ちゃんです。なんか特別な人狼族らしいので、成長して本気を出されたら、攻もうかうかしていられませんね。しかもふたり分だし。

　個人的に右腕ポジションの人が好きなので、エドガーの出番をもう少し増やしたかったですねー。きっと苦労話がたくさんあったはず。




　金かねひかる先生にはキラキラオーラのエルンストと、元気でキュートな朋樹、そして凶悪なほど愛らしい双子ちゃんを描いていただきました。オオカミ姿もあって、なんてお得なんでしょう！

　新旧の担当さんを始めとして、制作にかかわってくださった方々にもお礼申し上げます。細かくチェックしていただき、ずぼらな私は大変助かりました。

　お読みくださった皆さん、現代のおとぎ話を楽しんでいただけたら嬉しいです。感想などお聞かせいただければ、励みになります。




　それではまたお会いできますように。
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